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l!J77年WI/の御1俎炒を. II介とオースI・リアの文化IIIJ係にと って位

めて，r.-uなでさ ごとであるウィ ーン ・フィルハーモニー竹抄窯1,1の米
II に関 L て お込りでさることは、私9こと って↑窃11の名!~であり ,Iぴで

あ,,よす。

ウィ ーン ・7 ィルハーモニー¥¥サク楽I・りは、オーストリアの・舷nの
人1がであるとよくし、われておりよすが、 1956年にti/米IILて以米、

このrnタ楽I-JIを'{,Ifての114-公'"'は今1.. 1で61.,111になります ;'，来を
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のII4-公i,(によ って更に合llf.¥兌展させる.:ととなるでしょう
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しい成火を＇似 t よし 9こか．今~•IIよそのペームの他に I,,] じく 111,界的指揮

行でふるクリス 1・7.フ9ン・ fぷナーニの指料で,,,会Lます

私は、,,年で1:,5<1• 1 Iになるこの翌かなI,品をもつオーケストラお

よび}名な,,,,,指料行、そLてこのII1• 公演を釦曲されたIi々 に、こil

よでと1.. J(: (it,11と成功かbたらされることをり）屯Lよす。史に私は

.:Ol ;';• 某公油が l",l•I とオー ス I· りア I山il • lltりの新たな友Mの懇It低とな

ることを心からtKi,--CJ;りょt
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ウィ ーン ・フィル9 ーヽモニー↑\·•)y 匁 1 ·111よ、 1'年 l :t5 年 II を迎えよす。

184がI・にオ ットー ・ニコライによってこのオーケス 1、ラが，，如，i：されに

頃には、ウィ ーン ・ フィル9 ヽーモニーi,·•)y楽Illが、し、つの II か Ill界中を

lo(/,; 旅lflも であろうなどとし、うことは、 ,,IILll!f役でさなかったと想．

し,J:j /o(/,、!Klrl,';,,JJIよ令から,,,うど((K)l('・1)りの1877'1'に始よ＇）よ
した．この；FE・ツi・ル Iの町でl1hJtf:.'i>l("I(','.¥,然に,11背されよ

した，上にJ,;切の外1,1,演（は'"'"年のクスタ 7 ・マーラーの指押によ

るハ '11,[I,、1,el,て した
1977りの,,-,.. , の111,,,1,1111はII本の船妙）粁様や I(小の(',梨文化1kill

に接U,cとり）てヽ る第r,1,,,11の機会にな ＇）よ 「 私北の蚊Mの11+

公IJ(I訟）＇「以 u,,;りのこと で、そのIL¥の指揮れは9 ウヽル ・ヒンテミ 9
Iでしle, Iヒンデ ミソ I・ は近,,』1、したエー リ，ヒ・クライパーの

後（（てしに）それ以後,,,、1,11は：ぅ _,年の1111船で行われてさよした。

二れらに1≫111しに指揮行はヘルペ ル1、・'/,ン ・カ ラヤン、ゲオルク

/'ルティ、クラウディオ ・ア,q.、カール ・ペームおよひリ ッカル

I・. ム、-i・ィでしに，令'"'、私共1よ,,,ぴカール・ ペームと共にM会し

よIツハ l≫JII.¥にしうひとりの指揮れクリス 1、フ ・フォン ・ドホナーニ

を111辺）竹様に初めてll1l紹介します．

ウィ ーン ・フィルハーモニー竹弦楽lヽ！！が、し、つもとりわけ人さし、'°'

ぴをし って11+からのす/fl.¥を受けてさたことには特別の,0.11(がありよ

す。その中には比衆の粁梯力'(',楽に通じ le熱心な）;,, であること、す

ばらしいマネー；；ノントと心のゆさとどいた旅lif'配、広く知られて

いる II 本人の(I奴かいしてなしを味わうことのでさるt~適なホテル、数

多くの人・人や仲"りの人々に会えることなど、その他数多くの理,t,があ
＇）ます ．

如氾こィ礼、た時、し、つしよるで,・,分の'"'こ祉って米たようなら（料に

なりょす。'1'沿で私たちウィ ーンのi¥''11家たちはh:.人たちゃ仲1111の人

々のti¥迎えを受"ょす。その中にはかつて教え,..だった人々し多くい

よす。さらに‘ぷ朕の);々 し 私たちの染Uの中には/of人かH本の女

-Mと粘婚している r，ヵ＼ヽるのです。
ウィーン・フィルハーモニー代放楽団の'll'l'l<として、私はu+の
聴衆の竹様や私共のすぺての友人の!,々 にこあいさつをお込＇）し、たし

ます また私共の名!'f指揮行ドクター カール ，ペームが,,;ぴI.I本公

油に参/JI(できたことを心から船L<息ってわり tす。そしてウィーン

フィルハーモニー¥¥弦染Htの楽）i令）lと共に、この；；61,.111の11+

公油でしまたすべてのII本の;'凶⑭拉／家の粁様に,w攻しんでいたに
けることを哨んでおりよす

ウィーン7 ィルハーモニー管弦楽団 1●事長

Prnf. ウィルヘルム・ヒュープナー



I ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団●日本公演●1977年2月ー3月● I WIENER PHILHARMONIKER● Concert Schedule● 1977 Japane I 

2月22日＜火） 6時30分

2月24日＜木） 6時30分

2月25日＜金） 6時30分

2月26日＜土） 7時

3月 1日＜火） 7時

3月2日〈水） 7時

3月3日＜木〉 7時

3月4日＜金） 7時

3月5日＜土） 6時30分

3月7日＜月） 6時30分

3月8日＜火〉 7時

3月9日〈水） 7時

3月II日〈金） 7時

3月12日く土〉 7時

札悦

福岡

広島

名古展

東京

東京

東京

東京

新潟

金沢

大阪

大阪

北海道原生年金会館 Febcuary 

福岡市民会館

広島郵便貯金会館

名古屎市民会館

February 

February 

2

4

5

6

 

2

2

2

2

 

Tues Hokkaido Kosei-nenk,n Ka1kan Program F 

Thu, Fuk,oka Shimin Kaikan Progrnm F 

Fn H,coshima Yub,n-chok,n Ka,kan Progcam F 

Feb「uacy Sat Nagoya Sh,m,n Ka,kan Pcogram F 

東京文化会館

NH Kホール

Ma,ch Tues Program D 

March Wed 

Tokyo Bunka Ka1kan 

NHK Hall 

NHKホール Ma,ch Thur. 

Pcogcam A 

Pcogcam A 

NHKホール

新潟県民会館

金沢市観光会館

曲目 F 主催ー北海道新聞社・北毎道文化放送，道新文化事英社

曲目 F 主借 ~TNC テレピ西日本

曲目 F 主僅 ~Rec 中国放送

曲目 F 主催 ~ CBC 中部日本放送

曲目 D 主催＝毎日新聞社，新芸術家協会

曲目 A 主催＝毎日新1111 社• 新芸術家協会

曲目 A 主僅 ＝毎日新1111社，新芸術家協会

曲目 B 主催＝毎日新聞社，新芸術家協会

曲目 E 主催 ~ NST新潟総合テレピ 後援＝ォーストリー大使館

曲目 F 主催 ＝北陸放送•北国新閲社 ・ 北国文化センター•石川県音楽文化協会

曲目 D 主催＝毎日新閲社，大阪コンサート協会

曲目 A 主僅＝毎日新聞社，大阪コンサート協会

曲目 C 主僅＝毎日新聞社，新芸術家協会

曲目 C 主催＝毎日新1111社，新芸術家協会

Macch Fn 

NHK Hall 

NHK Hall 

Macch Sat 

SAPPORO 

FUKUOKA 

HIROSHIMA 

NAGOYA 

TOKYO 

TOKYO 

TOKYO 

TOKYO 

NIIGATA N,;gata Kemmm Ka;kan 

March Mon KANAZAWA Kaoazawa-sh, Kanko Ka;kan 

大阪フェステイパルホール Macch Tees Osaka Fest,val Hall 

Prng,am B 

Pcog,am E 

Pcog,am F 

Pcog,am D 

大阪フェステイパルホール Macch Wed Osaka Fest,,al Hall 

東京

東京

東京文化会館

NHKホール

Macch 11 Fn. Tokyo Bunka Ka,kan 

Pcogcam A 

Pcogcam C 

Macch 12 Sat 

OSAKA 

OSAKA 

TOKYO 

TOKYO NHK Hall 

'!Ill!~,,;;,,、家 1在会 P,eseoted by NEW ARTISTS ASSOCIATION 



（ カール・ベーム ） 
ォースト リア畜楽鯰監督、博士、教授

オーストリアでJrJが指揮行に'i-える訟：；

の祢りである（オーストリア汗北総監fl)

を投けら ILた•II:一の現代船・:;の人指祁行。

カール ・ペームは，叩6年のsJIから9)1

にもザルップルクでオペラ「コシ ・7ァン

トゥ 9元「イドメネオ」を，，J-71"11・.演し、

ウィ ーン • 7; ルをザル＇／プルク、ルツェ

ルン、エディンパラ,..,.楽然で、ペルリン

7ィルをペルリンで，またザルップルクで

はドレスデン ・ンュターツカヘレを L指揮

するというように82;kの.ie'1'.llをむかえた

硲船とし息えない;,r,1rぶりを小している。

1976年秋より今年1こかけてし、 IJIウィ ー

ンにおけるR.シュトラウスの，記念コンサー

トで r影のがヽ女」「ナクゾス島のアリアド

ネ」「エレクトラ」を指揮し、サンフランン

スコ歌劇場で彩のない女」、ウィーン l •lii.

歌！餅場で 「磁笛」、ハリ・オペラ,;;で1,,1じ〈

「魔笛」と「後窮よ＇）の逃走」を 指判以

のザルップルク{¥'梨祭では、 「コシ ・ファ

ン・トゥッテj 「ドン ・ジ3ヴァンニ を

指揮する他．ロンドン交将来l•ij とペートー

ヴェンの交Willi筍7番その他を. ,t,•J ーニ

を抄湊名に迎えてウィーン ・フィルと、モ

ーツァルトのビアノ協如Iii筍23番およびプ

ル9 クナーの交'l'iilli第7番を指揮すること

になって 9ヽ る。ウィーン ・フィルとは、昨

年9JI の·,cmH,½会でモーツ T ルトのi~J,,

交WilliK297b.プルックナーの交ll•illi 第 7

佑を，今年 !ljのニコライ・コンサートで

ペートーヴェンの交和lli,:/19番を指Hlした

他、多くのNI於会．レコードiUiが(・定さ

れてし、る。

カール・ペームは189坪 8/12811、オー

ストリア第2の砿I,グラ・・ツで，グラーツ

細ルの法什顧Jillであった弁，没 I:を父に'I・.

IL、グラーツのK乎てilJitをIfめて「法‘芹

l'!/1:」の学位をと ったが、幼少の煩からの

(¥楽に対するti,然をおさえることがでさす，

グラーツ打楽院に辿い、 1913年20.奴JU炉ウ

ィーンで、プラームスの親友であ'I, ~ 名

なマンディチェ7スキーにw,,,、1位法，
111111を'Tぴ， 3年111)',Jf.務に1似した後1917年

,. へ"'ゥ・ん
グラーツ歌削場のが!',紬n教師として指揮
れの辺を歩みはじめた。1919年にオペラ指

祁行としてデビューL、1921年にはカール

ムックの推,r只 ， 

19'7年より ダルムシュタソト州切剖場の;',

柴総ば巾となった。1931年にハンプルク）,. 

,',::IJ,l,)J/; のオペラ指揮行に就1「、 3年後の

1934年よ＇）ドレスデン 1,1,,如削場の1¥''¥';総

益仔を務め、オペラと竹泡深l・Iをヨーロ／

ハ：＂級 のしの1・11てあげ,,, このIりJI<.ン

ュトラウスに..1'1曲されて，オペラ 「熙IIな

K」 (19:J5年）わよび「ダフネ」(19:!研）

のlit阻/J演を打った。

1943年にはウィーンPlヽ,:改劇場の指揮名

となり、戦後は1951年よでプエノスアイレ

スのコロン料匹て話Illしに後 1953年にウ

ィーン国,,:歌削楊の行栞総と心に迎えられ

た。その後はンカゴ父W恕・りの指Hや1957

年のメトロ和1タン如削場での「ドン ，；；

ョヴァンニ」 「ばらの騎I,」で米1,1にも登

楊，大きな1;;1;,を';えて人気を1劇'lUこ．

ウィ ーン ，7ィル、ペルリン ・フィルなど

を辿り1的に指揮する他、ザルツプルク(',茉

然にはJ,;年：I瀾、パイロイトr蹟鵠如L19

6Z年に 「トリスタンとイゾルデ」で(1場以

米、 1%呼；には 「ニ~ルンゲンの指閑」

令IHIを!'.iiiして第一級のワーグナー指揮れ

ともなった。以米今IIよで、 Ill界の1(1,fと

して来<;;o年にもおよぷfl)沢的な粁；動を知t、
』E確熊Jt、I,';緻でI'll,で,:,;i'iなf/;神を持つ
ヨーロッハ/',楽のI~し深いものと1ム枕を体

現Lた人1',"f家として令世県の.IH/11を受け

ている。わが川には、 196呼ペルリン ・ド

ィ・ノ ，オペラ、 1975年ウィ ーン ，フィルを

各々 •I'いて、 二！此/ill てし、る。

C KARL BOHM>
Genernl Mos,c O"ecto, of Aost,ia, Pmfessm. D心 Im

Received the highest honored 

!Hie that ]he Austrian Gomnment 

has em given to a conducto『.
Being celebrated hiscighty-second 

birthday on August 28 last year, Karl 
Bohm has been active during the 
concert沈aぬ nin spile of his age. He 

gm  smn performances of "Cosi fan 
tulle" and "ldomeneo" in Salzburg 
last summer, then conducted "Die 
Frau ohnc Schatten" at San Francisco 

Opera llouse, "The Magic Flute" at 
Vienna State Opera and Paris Ope『a

House. "Cosi fan tulle" is to be con-

ducted this summer. In addition to 
the opera performances, last summer 
he conducted Vienna Philharmonic 

in Salzburg, Lumn aod Edinburgh, 
Berlin Philharmonic in Berlin, and 
Staatscapelle D『esdcnin Salzbu『g.He 
also conducted Vienna Philharmonic 
at the subscriphon concerts in 
September I 976 (Bruckne『'sSeventh 
Symphony), and in Janua『y 1977 
(Nicolai-Concert, Beethoven's 9th 
Symphony). In between these majo『
performances, he appeared in innu-

me『ableconcerts and recordings. 
Karl BOhm was born in Graz in 
1894. Although he received his 

doctoratc in law from Graz University, 
he established his career in music 

which he was"『ymuch interested in 
from childhood. After studying at 
Graz Conservatory he went to 

Vienna in 1913 when he wastwenty. 
In 1917, he found a position in Grnz 

Opera as a Korrepetitor, and two 

years later, he conducted the opera 

performance there for the first time. 
He was invited lo Slate Opera in 
Munich in I 92 I, then to State Opera 
in Darmstadt in 1927 as GMD. In 

1931 he engaged to work fo『 Ham-
burg State Opera as opera conductor. 
In 1934, he became the general 
music direetor at Dresden State Opera 
House, and made its opera and 

orchest『ato be one of the best in 
Eu『ope.Then, he eame to Vienna 
State Opera in I 943 

Aflct spending severnl posl-wat 

yms until 1951 at Tealrn Colon in 

Buenos Aices, he was called back to 
Vienna State Ope,a House as genml 

music dicecto, in 1953. Meanwhile 
he appeated to the U.S. audience 
with conducting Chicago Symphony, 
"Don Giovanni" and "Dec Roぬn-
kavalict" of the Metrnpolilan Opeca 
in I 957 and ceceived high prnisesond 
appceciation. 
In addition to thecesponsibilities 

of Vienna and Beclin Philhatmonics, 
he patticipates in Salzbmg and Bay-

ceuth Festivals ,egulady. II isamazing 
that Kati Bohm has been keeping the 
top position in the wodd of music 
fo, ovct si,ty yeacs, and yet contin-
uously cecei,ing the tcspects of all 
music lo,ecs from m,y pa,t of the 

wodd as the g,eatest actist of the 
century who succeeds the spitit of 

genuine authentic trndition of highly 
,efined Eurnpean music. 

He visited Japan twice, with 
Gecm,n Opern Bedin in 1963 and 

with Vienna Philharn,onic in 1975 



（ クリストフ・フォン・ドホナーニ ） 
フランクフルトアム・マイン市立劇場音楽総監督・オペラ監督

クリストフ ・フォン ・ドホナーニは1%8

年以米フランクフルト ・アム ・マインI即サ

(/)行宋耗品1・直ォヘラt.flであり、 ,.,,,,,

のf)(よりハンプルク'"妬的捐場のインテンダ

ント贔(;楽t.fli.tffが決っている1也、ミュ

ンヘン、ウィーン、ザルップルクなどの行

名庁煤れ、 n口和1タン、サンフランン
スコ．シカゴ．ウィーン．コヴェントガー

デンなどのA:lk劇場、ベルリン ・7ィル．

ウィ ーン・7ィル．ンカゴ交特楽1廿その他、

欧木の i凄なオーケストラを指揮して/,';I~

して＼ヽ る．

クリストブフォン・ドホナーニは、1929

年9118I.Iペルリンに'"れた。クリスト 7

のIll父は11,11は であり， 名ピアニスト、指

揮t、教nr.・として］名なエルンスト ，7
Aン・ドホナ・ニである。エルンストは

1960年ニューヨークで111をLるよでti楽家

として広くi,',I仏長';SQIIIにも外る後期ロマ

ン派的な名作を残し、よたコンセルヴァト

ワールの院1廷して、プダペストのフィル

ハーモニー協会の指揮I¥として1、9にウィ ー

ンとのつながりの深い人である。父のハン

ス・フォン ・ドホナーニは法律点であった。

そのため彼は先す父親と,.. 1じくミ ュンヘン

大サ：て社、~の勉強をしていたか、そのか1こ

わらフルート．ヴァイオリン、 トラムベ／

トおよぴ，，1楽を‘芥び.19'SIFには］じ令に(¥'

楽家への近を選んだ．

1951年には指1軍村の卒叉'I'としてミ ュン

ヘン,11からリヒャルト ，シュトラウス'itを

得、その1111アメリカに渡って、フロリダ州

、t人cl'で教1l!をと っていたIll父のもとてが
強を絞け、またタングルウ ・ノ ドでjj"われた

レナー ド・パーンスクインの指揮コースで

b浮んだ。

195が!'Iこドホナーニはドイツに戻り、ゲ

オルク ・ンョルティの推刺でフランクフル

後の1957年にはーオベラおよびコンサーI-

の(,鼎指揮行としてリ ューペ ソクで次約す

る-1,となり 、28/≫.のj';さでドイツ1,が,,少の

;', 楽総即flとなった。

園 3年より66年1こかけて力 9 セル；恥糾湯

へ移'J、よたj.. j時に l\~4年よ 'J 196¥l年まで

,~ ドイツ放送 (Wlllt) のケルン放；公交,~

梨j.lJ,J(il,I;指判~-も .1<11.. 1968年にフラン

クフルト ・アム ・マイン,,れ深総名凰nとな
り、 ミ，ンヘンのlrt 、な既ljl~,ペルリン ・ド

イツ ・オペラ令へUIIかれてi,';1/,'.LI,

ドホナーニは、指H惰と Lてミ ュンヘン

の1,1,z歌劇場、ペルリン ・ドイ ツ・オベラ

てが;IMするはか、ペルリン -7ィルとのコ ン

サーI-、その他多くのヨーロッハやアメリ

カのオーケストラを指揮している

枯に1966年には、ザルップルク作梨名さで

ハンス・ウェルナー ・ヘンツェのオペラ「デ

ィ・パッサリテン」の切1訊を指WLて絶.11

を1れした。まに 1974<1'にはウィ ーンiや丸

然でモーツァルトの「磁笛」、ペルクの 「ル

ル」.H.ンユトラウスの 「サロメ」の他、 SJ

くはど漱しい叫：、を浴びたンエーンペルク

のオペラ「モーゼとアロン」も指揮LIこ

よた197昨、ウィーン1,.1と繹l場での 「マ

イスクージンガー」の切i,⑭ , .. 1様にセン七
ーンョンをなき郎L.1 .. J年1111のウィ ーン

フィルん期における 「 .;,·,~成」 「ヴ9ツ

工 9ク」抜'I'(独I!¥アニャ・シリヤ） 「ペ

トルーシュカ」も，：':i.:'1をI')た。ウィ ー:--1叶

, ・,: 紐楊では197研'12Jiにアイネムのオヘ

ラ「たくらみと也らの初演を指揮した他、

このシーズンにはサンフランンスコでヤナ

ーチェクの 「マクロプロスの場介 、ミラ／

スカラ咆で 「モーゼとアロン」、コヴェン

トガーデンで 「アラペラ」、7ランクフルト

で「オテロ」rトリスタンとイゾルデ」「ポ

リス ・ゴド ゥノフ」を指揮することか決よ

ト・アム ・マイ ンの削"'にコレヘティト っている。

ール屎介11罪揮行としてl!Iかれ、その5年

(CHRISTOPH VON DOHNANYI) 
Gonc,al Mus~D,rncW and Opc,a D,mclo, of F,anklo,I am Ma,n C,1y Thcalc, 

Chdstoph von Dohnany, was 
born in Berlin on Scptembc, 8, 1929. 
His grandfathc,, Ernst von Dohn;nyi, 

was a well known compose,, pianist, 
conducto, and music cducatoL 
Grnndfathc, Ernst, died in New York 
in 1960, left ove『fiftymastc, pieces 
of late Romantic style music. Before 
he moved to smc as a p,incipal of 
the con沈rvato『yin New Yo『k,he 
was a conducto『 ofPhilharn,onic 

Asぬciationin Budapest, having kept 
much ,elation to Vienna Music 
School. Chdstoph's father was a law-

ye,. The『efo『e,he fi,st studied Jaw at 
the Unive,sity of Munich whe,e his 
father also studied. At the same time 
he took flute, violin, trumpet and 

voice lessons, and in 1948 he chose 
his career to be a musician. 

At his grnduation from the con-
ducting course in t 95 I, he was 
awarded the "Richard Strauss Pdze" 

f『om Munich city. While he was at 
記 hoolhe pu,sued conducting studies 

with his grandfather, who at the time 
was teaching at Florida State College 
in the U.S. He also attended the 
conducting cou,se led by Leona,d 

Bernstein in Tanglewood. 
A fte, rnturning to Germany in 
1952, he was in,itcd to be a korrepe-

lito, and a kapellmeister at Frankfurt 
am Main Opern rncommended by 

Geo『gSolti. Then in 1957 he made a 
contrnct as a chief conducto『 of
OPE『aand concert with the state 
opern of Lubeck. Thus he became 

the youngest general music dicectm 
in Germany at the age of 28. 
He then moved to Kassel Opern 

in 1963, and stayed the,e fo, th「cc
ycar.s. At the same time he also held 
the position of the chief conducto, 
of the WDR's Cologne B,oadcasting 
Q,chestrn f「om 1964 to 1969. He 

came back to Frnnkfu,t am Main as 
genml music dirccto, in 1968. He 

also appca,cd'" a guest conducto, at 
State Opm in Munich, Gerntan 

Opern in Betlin, Be「linPhilhatmonic 
O,chcstrn and in many othc『opcrn

houses and concc,t halls in Eurnpc 

and the U.S. including Covent 
Gatden Theate,, Metrnpolitan Ope『a

ltouse, San Frnncisco, Chicago and 
Vie<ma Opeta. In 1966, heconducted 
the ptcmie, petforn,ance of Hans 
Wernct ltcn,e's opc,a "Die Bassa,i-
den" at Sal,bu,g Festival, and 

ma,ked a phenomenal success. He 
gave othct tcma<kable pc『ro,mances
of Momt's "The Magic Flute", R. 

Strnuss'"Salome", Bctg's "Lulu" 

and Schonbe,g's "Moses and Arnn" 

du,ing the Vienna Festival in 1974. 
He won ,cma,kable succe認 at

uoted Festivals as Munich, Vienna, 
Sal,bu,g, and in conducting such 
leading Eu,opean and Amctican 

o,chestrns as Vienna Philha,monic, 
Bedin Philhatmonic and Chicago 
Symphony O,chest,a. 

Du『ingthe season of 1976-77, 
besides Gottfried von Einem's fi,st 
pc,fom,ance of "Conspimy  aad 
Love" pc,fo,med last Decembct at 

Vienna State Opern, he conducts 
Jan,Cek's "The Makrnpoulos Affai," 
in San F,ancisco, "Moses and Mon" 
at The Scala, "Arnbella" at the 
Covent Ga,den, "Othello",''T,istan 
and Isolde" and "Bods Godunov" in 
Frnnkru,t 



（ アニャ・シリャ ） (ANJA SILJA) 
ソプラノ Sop,ano 

アニャ ・／リヤはペルリンに'1・.ll、内視

は共に俳伶であった HI父カ・ (-(Jしの~'"' ~

能に気つさ、8.J<で出牙夕の勉強を始め、 10

.. の''iに はペル リ ンのティ タニアii~lでコ

ンサートをtrし、、恥ヽてハンプルグでもコ

ンサート をIrった。 15"'で'Iート・リサイ

タルをrn1さ． 耀人々に知られるようにな

った。次いで1956年にぺ9い1ン,J;;,:欺劇場

で 冗 ピ'Iアの坪足紺」のロジーナ役てテ

ピュー 、 プラウンシュヴァ イ ク l •l •i劇場を

紆て195呼にはシュトゥ／トガルト1,」,i: オ

ペラ扉郎、 1959年にはフランクフルト ・ア

ム ・ マイ ンの 劇/~に登場した 1959年に

はエクス・アン・プロヴァンス汗染咲て”魔

節 のIiiの女Eを歌ってH.. fを博し．絞い

てウィーン、ハンプルグ．ハ＇）でい！瀾L

た。19邸 F、1961年にはパイロイfl¥吹

で 「さよよえるオランダ人」のゼンクを改

ってセンセーシ 3ンをよさおこし.11米パ

イロイトで、ワーグナーのH々 の役を太っ

て大成功をおさめ、ヨーロ.,,.、アノリ カ

の多くのR名な歌劇場でL客1'1Lており

1%7年には＊パイロイf'114'公湖で木泊

した

その他ロンドン,/カゴ．プダペスト 、

ミェンヘン 、サンフランノスコ．ニューヨ

ーク．ノI・ ロポリ タ;,. ウィーン ．ハリ 、

ケルン な どの れ名北問/~やiやなれにIii浪

,-, ィデリオ 1'トスカ,'カルノンJや托

々のワークナーf1曲の他、 ICンュ｝ラウス

り）「サロ メ」、プロコ-,,エフの「炎の大使」、

ャナチェクのり1ーチャ ・カパノヴアJ

マク,,.,ロス(I)/~知、／ェーンペルクの

「！リJj.¥,、ペルクの＇’ レル，「ヴォツ L l クJ.

ク七十キスの'/デ1アJ、ハレヴィの「ユ

クヤグ）~ .、 ワ イルの「マ ，トガニ・」などの

近代・現代オペラを数多〈レハー 1・リーと

しており．杓1こンェーンペルクの 'NJI.¥」

は、 /7ルティ ．トホナーニ．キーレン他

の指揮て疫々改って絶,II を l •I し て い る

1976年より 1977年のシーズンにはウィー

ン111;,:北即 ネムのオヘラ「,,くら

みと忠」のM派に,1頃9した1也サン7ラン

ンスコ冒プリ ュッセル． ケルンなどの改肉l

，bで出演することかik・,てし、る

Having actor and actress parents, 

Anja Silja, born in Berlin, started 
taking voice lessons at the age of eight 

by the recommendation of her grand-
father, who noticed the child'sability 
Her frrst public appearance took 

place in the Royal Palace of Titania 
in Bertin and then in Hamburg when 

she was ten. But she became widely 
known by her German song recital 
given five years later. Her operatic 
debut was made as Rosina in "The 

Barber of Seville" at Be『lin City 
Opera in 1956. After participating in 
Braunschwcig State Opera, she went 

to Stuttga『tState Opera in I 958 and 
Frankfurt am Main in 1959. In the 
same year she sang with much suc・

cess the part o「TheQueen of Night 
in "The Magic ドlute"at A,x-<n-
Provence Festival, and also appeared 
in Vienna, Hamburg and Paris. 
Since her sensational succ邸sby 

singing lhe part of Senta in "The 
Flying Dutchman" at Bayreuth Fes-
tivals in 1960 and 61, she sang many 

Wagner roles the『eas wcll as at other 
leading ope『ahouses and festivals in 

Europe and the U.S. such as New 
York, Chicago, San Francisco, Lon-

don, Paris, Cologne, Munich, Vienna 
and Budapest. 

Anja Silja's wide 『epertoi『e
covers from the cla認icsto modem; 

"Fidelio",''To記 a","Camien", many 
Wagner's operas, R.Strau函 "Salome",

P『okofiev's "The Flaming Angel", 
Janacek's "Kat'a Kaba nova .. and "The 

Makropoulos Affair", Schonbc『g's

"Expectation", Be『g's"Lulu" -and 
"Wozzeck". Xenakis'"Medea", llalc・
vy's "luedin" and Weill's "Mahogany". 

She successfully sang the part of 
、'Expectation" many times unde『
Solti, DohnOnyi, Gielcn and at沈vcral

olhe『occasions.
This I 976-I 977 season, besides 
the first pe『ro『monce o「Einem's
,'The Conspiracy and Love" with 
『ema『kablesuccess at Vienna State 
Ope『a,she sings in B『ussels,Cologne 

and San F『ancisc〇

＇ 

（ ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団

-s 量

）
 

＇ 

詔い['-、.,.,,_¥の内妊叫U仕惰炒楽1-ttを指

揮していたオッI・一 ，ニコライが、オベラ

以外にオーケストラの；；；松会をll/Jくことを

似父し ， •~J842年 il /128111"1符弦楽団か笥

11,,liり［公会を旧lいたのが、今Hのウィーン

フィルハーモニー秤弦楽1-ttの演松会の始

まりである。それ以前のIR3判主演於会を

おこなった，記録bあり当時の指揮行フラン

ッ・ラハナーはオペラの御¥Jにペー トーヴ

ェンの交祁11りを演於したり したといわれて

いるか竹弦楽Iりとしては1"40年を削立の年

とLている。 「7ィルハーモニー ，アカテ’

ミー（；牝兌会の立） 」と銘打った第 I!,Iii{ 

な会は＇；し市一求も臨,,r,して大成功をおさめ、

年 2 t,,IのむUJJ貨於会を l~I ( こととし、第 2

l"Iは11/127"、'131"11が翌1843年3月1911

に1片Iかれた.'13IDIはペートーヴェンの「第

｝し交閃曲」を旗於したが大きい反秤をよび、

3月24[1、ペートーヴェンの命Hに再演の

珈'・料[-!;会を l ~J くはどであった。

皿し指揮む、オットー ・ニコライは1847

年の杯まで11.,1の定期貨枯会を指祁し、米

Uの社会f沿咲のための演於会を も1梢し、地

j,i]i,1」・.につく したので楽I―iは感謝の店をこ

めてn分たちの恩給）捻、共i印基金にオッ
卜ー ・ニコライの名をつけ、そののち1887

年以後はこの）よ金のための rニコライ ，コ

ンサート」が開かれるようになり、今Hま

て-アプいている．

ニコライがベルリンヘくよったため餅しい

：灼剖場指揮Kゲオルク ・ヘルメスペルガー

がり1紺いだが IRSO年まて1こ41司L力沿I-Ii

会を行なわず、 しばら（ 中絶した．

1854-年に就IEしたカール ・エッケルトが

叫用し、その初演於ではアンリ・ヴュータ

ンを招いてメンデルスゾーンのヴァイオリ

ン1iな,111ホ知，i1を切"'するなど.Q欲的にj,';

j,/Jした。

I珈 年1こなって、1,.の1<j-'!';の iAJ;愉を染

Uがとり、来IIによるl'li述材をするよう



をIllくようになり、 1叩ぴ臼での間には、 全の主な指揮名であった。戦後はさらにカ

エルンスト、シュ7、7ェリクス ・モッ ト ラヤンが加わり、全世界のすぺてのクラシ

ル｀カール ・ムソク、アルトゥール ・ニキ ック ・7ァンにとって、しっとし深い牧愛

シュ,7ランツ ・シャルク、リヒャルト＊ と、もっとも熱い憧悦をもたれている世界

シュトラウスなどが指揮台に立った。この の名1"1中の名門として、また ’ウィーン」

間にしマーラーも協会演奏会での指揮合に を代表するのみならず。クラシックむ楽の

立ち、ウィーン -7ィルで第3.筍5交冑 歴史そのものの歴史をになうオーケストラ

曲を初演するなど、 19'.17年までそのI咄系は として、不動の地位を保っている。蚊近は

保たれた。 カール・ ペームの他、クラウディオ ・アパ

改碑"i'i廷歌卿かの総ピ泊7ェリクス・ ド レナード・パーンスタイン、クリスト

ワインガルトナーが復活した主席に選ばれ 7・ フォン ・ドホナーニ、ズーピン -,-

1927年まで指揮をする。交団はペルリンヘ タ、リッカルド ・ムーティ、ゲオルク ・シ

R. シュトラウスの指揮で演必旅行し、1922 ョルティ、ペルナルト ・ハイティンク、ロ

年にはワインガルトナーカ咋いて'"米の楽 ，9ン・マゼール、ホルスト ・シュタインな

旅を行なって成功をおさめた• 1917年には どがその指揮台に立っている．

公I寧紬ぞ1を行ない、今IIよで1り'"の土耀 ォーケストラの9ンパーは旧立歌劇鳩で

IJの'I後におこなわれる庄期コンサー トに 演奏する国家公務Hであり、 0主的に運営

なっている。プルーノ ・ワルクーL191胡こ する7ィルハーモニー行弦楽団としての足

になり、これは今Hまでつづいている.s n、デソ7はペートーヴェンの 「第1し」を 1こ1-¥別演奏全て→ーラーの第9交褥ilhをヤ/J 期演奏会は年間81ill(土罐の午後と日ばの

1,1の演柊会をおこなったが歌劇楊の総店仔 宮廷歌靡1µ松の歌 T•たちもIllわった コーラス 演するなど指揮台に；，：っていた。 1哨jの2回づつで1師Iのコンサーりとニ

の地位を失なってエ9ケルトがウィーンを とともに演俣してウィーンをム・った。デソ 1927年II月1911、ウィルヘルム ・フルト コライ・ コンサート及びフルトヴェングラ

去ったあと疇秋に楽Iiの選名によってオ， フの後IEはハンス・ リヒターで、187団'-32 ヴェングラーが蚊Iiiの指揮をした。そのjj: ーの名を冠した演.l,'§,(7)計JO回。楽U数は

トー ・デソ7が指揮がこ選ばれ、定期を年 改て'•JI継ぎ、プラームス、プルックナー、 ）LなT"腕は、 ii料’！されていたしのとして大 現(£1お名。定期演奏会や籍年のザルップ

4回とし、制度化Lた。この花さ指揮打テ ドポルザーク、チャイコフスキー、 R.シ は迎され、ドイツ.r.屈l』やロンドンヘその ，レク古楽なへの出演｀国外演奏旅行、 レコ

ソ7によって、 7<ルハーモニーのプログ ュトラウス、ワーグナーといった1,;j昧代の 指ffのもとに旅行したが、フルfヴェング ード註音の他に、ウィーンの名物になって

ラムには、ワーグナー、ペルリオーズ、リ 旧11,家の作品 を栢伍的に演於し．妖年の~;

スト--~の新しい,.,昧をプログラムに組み、 統に新風を吹人れた。1898年までの23年1111.

ーシーズン（年1::1131,,1にiii松会をふやす 243皿の凡期を指揮した。そのU:[1877年に

など、1875年まで15年間に1001"1以I:の指 はデソフの指揮てザルツプルクの汗糸然で

揮をした。その111[1870'1'には「ムジーク7 し/11演於し、リヒターのもとで油枯旅行も

ェライン ・ザール」が元成した。ムジーク おこなうようになっていた．

7ェライン（糸友協会）は、しとはアマf- 1 898'1こにグスタ 7 • マーラーが柑暫を継

ュア許某家の見まりで、 ( 831年以>i<~H600 いだ。この人(1111(家は，近代的な指揮r；と
のホー1して協会のコンサートを1沿いてきた。 しての地位、 L溝i作品の/1([ある解釈行で

ウィーン ・フィルハーモニー窃女楽団は、こ あり絶対的な統と!St;とLての立楊を確立し、

の新しい大ホールでの第11rn演於会は1870 190呼ウィーン ・フィルとして/11の海外公

年I(月30llにおこない、これは今Hまでの 演（パリ）j'J祖博）を行ったが．楽Ii、吝1席

本拠となって いるが竹弦渕•りは IH性を守 との間がもつれ、 3年で1,った。 次のヨゼ

るため協会の糾拉にはJmわらず、 m・妥・人と フ・ヘルメスペルガー (190(-(903)のと

して汗楽会を主f様してきた。1875年41111 きから常任の指揮打をやめ、複数の指揮行

ラーはペルリン等でのfi:'1<がいそかLいた

め上席をmr,、1930年7レメ ンス ・クラウ

スが~It、シェーンペルク、プロコ7 ィエ

7、オネゲルなどの作品を数多く i爪

た。 19:Wi'クラウスが1,って以後、い席指

揮行を一人に限としないこととなり、今II

までそれはつづいている。 1937年Hはで1こ

はフルトヴェングラー、ワルター、トスカ

ニーニ、クナッパーツプッシュなどが数多

く指揮した。オースト リアがナチス ・ドイ

9に併介させられていた第2次K戟 H フ

ィルハーモニーの活動をつづけ,7ルトヴ

ュングラー、デ ・サパータ、クレメンス ・

クラウス、カール .ペーム、クナッパーツ

プ9シュ、メンゲルペルクなど力';e'期演於

いる1935'1以米のオーベルン ・パル（オペ

ラハウスでの厨踏全）、ムジーク7ェライン

のホールでのフィルハーモニー ・カーニパ

ルでの演奏、 192呼のヨハン ・シュ トラウ

ス100年れ以米の伝統となったワルツやポ

ルカをidiするニューイヤー ・コンサート

などがある．ウィーン・フィルは国む歌劇

場債え r-~tの占い”の,l<'l'f楽岱などを iむn

L、統一された伝統的な行色を保っている．

わ力咽には、 195がやぐウル・ヒンデミッ

ト、 1959年ヘルペルト ・フォン ・カラヤン、

196呼ゲオルク・ショルティ、 1973年クラ

ウディオ ・アパド、 1975年カール ・ペーム

およびリッカルド ・ムーティに't<いられて

5回訪れ、いずれも絶』を博した．

( DIE WIENER PHILHARMONIKER ) 

Vienna Philha『monicO,chest,a 
(The wo,d "Wiene, Philha,monike『"

may sound morn familia, fo, those 
who lo,e this o,chestrn) has been 

ado,ed and ,espected by all musk 

fans of the wo'1d fo, a long period of 

time. It symbolizes Vienna as "The 
Capital City of Music" and ,ep,esents 
"The Histo可 ofThe Eurnpean Clas-
sical Music"itself. 

The glo<ious chapte,s of the 
0,chestrn was opened on Ma,ch 28, 
1842, when Otto Nicolai, the con-
ducto, of the Vienna Royal Opern 

House 0,chestrn, began a se,ies of 
conmts unde, the name of "The 
Philha,monic Conce,ts". The sedes 
held thei, ,egula, conmts twice a 

ym, one in spnng and the othe『m

fall. Al the lhfrd conwt of the 
O,chest『a,Ma,ch 19, 1843, the p,o-
grnm was obhged to be played twke 
when the pe,fo『manee of Beethoven's 
"N;nth Symphony" took place. ll 

was so e,ciledly accla;med by the 
aud;ence and thei, enthus;aslic desirn 
was so stmng that the ext『aconce<t
was held on Mmh 24, the ann;ve,sa-
,y of the compom's death. 

Geo,g Hellmesbe,ge『 succeeded
the baton from ;,s twelfth conce,t ;n 
1847, but the ,ema,kable p『ogrnss
was ach;cved by Ka『IEcke,t who 

p,em;md Mendelssohn's "V;olin 
conwto ;n E minm" with Hemi 
v;euxtemps at h;s fast appmance 

w,th the Occhestrn in 1854. Eckect 
doubled the numbec or the annual 

pe『ro『mance from two to fom in 
I 860. In the same ym, the manage-
mcnt w,s cco,gani,cd to be opcrnted 

by playe『sthemselves. As the『csult,

Otto Dessoff was elected to be the 
conducto, who ccmained ro, the 
next fifteen yearn. Meanwhile, in 
1870, the building of Musikmeinsa,I 

was completed as the home grnund 
of the Occhcst『aand the annual con-
ce『tswern stcctched to eight. 
It was in 1875 that HansRichte,, 

a thi,ty-two yms old Hom playec 
appmed to its podium. Fo, twenty-

thcce yearn until 1898, he led 243 

submiption concects and rnised the 

Occhest<a up to its glo,Jous th,one 
He took the wo,ks of his contem-

pomles on the p,ogrnm; Brnhms, 
Brnckne,, D,o註k,Tchalko.sky, R 

Strnuss and Wagne,. 
Since then, the conducto,s of 

the Occhcstrn Include the wo,ld lead-
ing macstrns; Gustav Mahle, (1898-
1901), Joseph Hellmcsbe,ge『(1901-
J), Frnnz Schalk (1903-8), Ka,l 
Muck (1904-6), Feii, Molll (1904-
7), Rlcha,d Strnuss ( 1906—8), Fell, 
von Welnga,tne, (1908-27), Wllhelm 
Fu,twangle, (1928-30, 1938-45), 

Clemens Klauss (1930-33), Brnno 
Waite, (I 933-38). A<lu, Nlklsch, 

A<tmo Toscanini, Hans Knappe,ts-
busch, Szell often played with this 
Occhcst,a. Recently Bohm, Karnjan, 

Solll, Bernstein, Maazel, Dohnanyl, 
H. Stein, C.Abbado, Mehta, Mutl a,e 
mainly hea『d.
Besides its subsc,lption conce,ts 

the Occhcstrn is ,egulady active In 
Salzbu,g Festival since Its opening In 

1877, The Grnnd Ball at The Opm 

House since 1935, and especially the 
annual New Yea,'s Phllha,monlc Ball 

in hnua内 since1925 Is wodd wide 
known, which sta,ted commemorn-
ting the one hund,edth annl,ma,y 
of Johann Strnuss at the time. 

The official status of the one 
hund,ed and thirty sl, playe,s Is a 
civic employee, and they a,e to play 

at The Opern House m ,y night, so 
that the conmts must be held on 
Satu,day afternoons and Sunday 
mornings. The conducto『 Isto be 

chosen by the decision of the playe,s. 
Most of the membm a,e Austdan, 
especially born and rnlsed In Vienna 
Many of them ,,. 『elatlm.

The lnstrnments "'supplied by 
the Opern House to help maintain 
the histodcal he,itage. Some of the 
brnss lnstrnmcnts a,e those of old 
fashioned and ,equi,e special tech-
niqucs, but the playc,s a,e eage, to 

ove,come the prnblems to p,esme 
thet『aditional"tlmb,e" 



コンサートマスター

ゲア 9 9ヽレト・ ヘ 9ツェル

ライナー ・キュ 9ヒル

エーリヒ ・ピンダー

ウェルナー ・ヒンク

． 
第 1ヴァイオリン

ウすルフガング・ポドゥシュカ

グスクフ・スウォポダ

アントン ・シュ トラカ

ェクハル ト・ザイフ ェルト

エドゥアル ト・ラリス

フリッツ ・ライク ーマ イヤー

ハンス ・ノヴ9・ク

，，，オルク・ペトリ ー

フ リッツ ・ケ,,_

7, レフレー ト・ シュクー

Tルフレー ト・ウェ 9しf

ヘルペルト ・シュミ， ｝

ヘルムート ・フ ッフラー

ヘルペルト ・フリ ュハウフ

ペークー ・ゲッツェル

パウル ・グ・,,,,ンペルガー

，，，アハルト .,,ペンスキー

ヘルペル ト・リンケ

マンフレ ー ト・ク ーン

アルフレ ー ト・アルテンプルガー

ギュンク ー ・ザイフェル ト

第 2ヴァイオ,,ン

ウ ィルヘルム ・ヒュープナー

ヘークー ・ウェヒクー

ハンス ・ウォルフガング ・ワイース

マリオ ・パ イヤー

フランツ ・フ,.,シャー

ォッ トー ・ネシチウ ス

アルフレート・シュヒラ ー

ワルク ー ・シュ トゥ デノフスキー

ョゼフ ・コンドル

エル ンスト ・パルトロメイ

ウィルヘルム・マクイス

オルトウィン・オットマイアー

エドウィン ・ウェルナー

ハインツ ・ハンケ

アルフ 9ンス・エ 9ガー

クリスティアン・ツァロデク

ヴィオ ラ

ルドルフ ・シュ トレ ンク

ョゼフ・シ ュター

ヘルムート ・ヴァイス

ギュンター・プライテンパ'"

クラウス・ハイスタイナー

ヘークー ・ヘッヒャ

ロペルト・ ニッチュ

ゲオルク・ハクイ

カール・ シュテ 1T,t--フ
9、ウル ・フュルスト

ウルク ー ・プロフスキー

クルト・アンダース

エアハルト ・リト シャ ウアー

ギ↓ ンター ・スコーカン

ゴ 9 トフりート ・マルティン

エーリ'ヒ ・カ，,-,マン

エドゥウルト ・ク ドラク

ロペル ト・シャ イワイン

ゥ 9ル7ガ ング ・ヘルツァー

フランツ ・パ9レトロメイ

テ 9ー クー ・ギュルトラ ー

7'Iード リヒ・ドレッ ，・ル

エーウルト ・ウ ィンクラー

ルー トヴ 9ヒ・パインル

ウェルナ ・レー

ライン,.ルト ・レッフ

アダルペルト ・スコチッチ

フランツ・クロイツァ ー

ラインホルト・ シーグル

，，，アハルト・カウフマン

イェルゲン・ 7 ,ー ク

コントラパス

プルクハルト ・クロイト ラー

ヘルヘルト ・マン 9 ルヽト

・トルスト ・ミュンスクー

マルティン ・ウ ンガー

Tルフ レー ト・フラニャフスキー

フェルテ・,ナント ・コサー ク

ウォルフラム＊，，ルナー

ラインハルト -デュラー

ゲ 9ヽルト・フ,,,マネク

ミラン 'サガー ト

ル,.,レフ ・rーゲン

ハープ

ハラル ト・カウッキー

フルー ト

ウェルナー・トリ.,プ

ヘルペルト ・レズニチェク

ウォルフガング ・シュルツ

ルイス ・,,ヴィエール

マインハルト・ニーダーマイヤー

ルドルフ ・ネクヴァシル

オーポエ

，，，アハルト ・トゥレチェク

ワルク ー ・レ ーマイヤー

フェルディナント ・ラープ

ギュンクー ・ロレンツ

ゴ~•, トフリ ート ・ポイ ジ，.,

クラリネット

アルフレート・プリンツ

ベークー ・シュミー ドル

ホルスト .,ヽ イェク

アルフレート ・ポスコフスキー

ゥ、リ ー ・ク ラウゼ

クリステ 9アン・クパシュ

ファゴッ ト

エルンス ト・ハンペ・"

テ 9ー トマル・ツェーマン

フリ 9ツ・ファルトゥル

カミロ ・エールペルガー

ローラン ト・ ペルガー

ゥ，ルフガング・トムペック

ギュンクー ・ヘグナー

フ"'カー ・アルト マン

ゥ，』） パルト・ヤネ ジチ

ローラント・パール

フランツ ・ゼルナー

コピフ・ヴェレ"

ヨハン ・フ fッシャー

トラムベッ ト

アドルフ・ホラー

ワルクー ・シンガー

ョゼフ・ホムペルガー

ヘルムート ・ウ 9ピ.,,ユ

ヨゼフ・ヘ"

トロムポーン

,.,, レフ ・ヨーゼル

ョゼフ ・ローム

エルンスト ・シャイト

テ~ューヽ＜

ヨゼフ ・フン 9ル

打楽鯰

フランツ ・プ ロシェク

ホルスト・ペルガー

ローラ ン ト・ア"'マン

ゥ"レフガング・シュス,-

クルト ・プリホダ

フランツ・ザマツァル

楽罐・楽塁係

ロレンツ・コッチュ

ヴァイオリン技術者

オトマール・ラング

セクレタ')-

プ ＇／ギ ック・グラブナー

●このメンパー表"正メ ンバーとしてつィーン・フィル
ハーモニー讐住稟団から斃喪されているしのでT

Cooc~ 

c;,.r1,11rt ll ETZEL 

ltaim『t,.Urn L 

Eri、・IiBINDER 

¥V、『n,r 11 li¥l-.. 

1st Violins 

Wulri;ani; l'ODUSCII KA 
(,ust:,v SWOl≪)DA 

A』Itヽ,nSEllAKA 

E,・khanl SEIドt:irr

~:.luanl I.AR'rSZ 
Frit公LEITEHMEYEH

Hans NOVAK 
G~, 『~ llEDlt Y

fritz KEHHY 
Alfrt:,I STAAH 

Alfr.・d WELT 
11.,r1比rtSCIIMID 

lldmuth PUFFLlm 
1 1 ,• rl ,e『I FRUllAUF 

Peter C<)'rtJ:L 
l'au I (,lJじGENUEB(;EH

GピrhanlLIBENSKY 
11<:rl~rt LINKE 
Manfred KUii N 

Alfred ALTENBUHGEH 

Gunter SEIFEHT 

2nd Violins 

Wilhelm 1-1 UBNER 
Peter WACIITER 

llans Wolfgang WEIHS 

Mario BEYER 

Franz FISCH Ell 

Otto NESSIZJUS 

Alfred SPILAR 

Wahe~ STU DENOVS KY 
Jo記 fKONDOH: 

Ern≫t BA llTOLOM EY 

Wilhelm MA TII EIS 
Or1wio O"ITMAIEU 

Ed .. ・in WEllNElt 
fl-,inz llA'IKE 

Alfons EU;rn 

t:hriさri請"ZAl.onn、

Violas Ha『ps Trumpets 

H,』,l.,lfSTllENじ llaral,I KA Uri. 上t,._)' A,lulf IHI] I .:H 

J .. ,.. 「STAAi! W:ilt, r :;INlぷH

ll,・lmut WEIS Jns.・ 「1'1JMBEilじEB
(.iintn lllH:I rKNIIAt II Fl1110s II, lmul WOIJIS< It 
Kb叩 l'E1s・n:1NじI{ 」"心fHELi 
l'<:h r l'[CIIA wピrn.-rTHJl'I' 

Hr ►l ><·rl ヽ 1 rs< H H,・rl,.・r1 HEZNH EK 

じをuri;PATAY Wo lrg~ 『 • i; 況 llUI.Z T,ombooe, 
K a rl 臀ゞII EK I I U ド l..1,uis IHVH:tn: 

l':rnl FiiRST Meinhar1 NIEIH:BM,¥ YII lludulf」OSEI、
W.11in llLOVS"-Y ll"'lulf NEI-. VA!'ill Jo,,.・f HOIIM 
t,,,url ANllf:HS Em~• SCI I EIT 
Erl旧rdI rl'SI HA l/Ell 

(,,i111, r SZKOKAN Oboos 
(,, 巾 fri,-(lMARTIN Tobo 
Eri, Ii K,¥lffMANN l;,.rhartl TU1n:1ゞCIIEK

凡lwanlKl/DI.AK Wah.,r LEII MA YEii 」1>St>fIt UMM EL 
t',•rclirmml HAAB 
じiinlcrLOHEKZ 

V1oloncellos Gull「ri,・.II火ISl'l'S Timponi & PeJcussion 

H,,1,. rt Sじm:1wtJN frnnz BKUSC11£K 

Wolfgang HEH:ZEH Clorinets llorst BEHGER 

frnn1. B/¥RTOLOMEY llolaml ALTMANN 
IJ i,•1,ir GOH'「1ぷn Alfred !'HINZ Wol「gangSCI I USTF.:H 
ドriedrid,1)(11.EZ/¥ L l'..i.,r SCIIMIDL Kurt PHIi/ODA 
Ewald Wl,'lKLEll Mursl IIAJEK Franz ZAMAZAL 

Ludwig BEINL Alfred BOSKOVSKY 
Wern, 『R..:SEL Willi KRAUSE 
Reinh町(IHEPP Chrisli請nCUBASCII 

A曲II比rtSKOCIC 
FTIIIIY. KHEUZEH 

Reinhold SIEGL Bassoons Orchesl『aot1endont 
G,•rhard KAUFMANN 
』iirgenFOC Ernst PAMPER!.. l.ort:nir. GO'r5CII 

Diet mar ZEMAN 
F'ri1z F'ALTL 

Double bosses Camillo OH Lil ERG EH Violin Maker 

Burk 11:ird K RA UTLER Otrnar LANG 

llerlwrl MANIIART "~"' 11 ors I MUNSTER 
Martin UNf;EH Rolaml IIEHGEH Secretory 
Alfri,d PLANY A ¥'SKY Wolfgang TOMIJOCK 
t'.,nlinand KOSAK じiinr.・rII収；NER Br面uaGHAIJNER 
Wulfram GUHNE:H Volker ALTMAN 
11,·inhar•I DU ll ll EB Wiltil,.~lJ J!¥NEZIC 
(;.,rl,a『、IHlHMANEK Huland BAAB 
Mil,111 SAじ¥T Fran~st>LI NEH 
H11d11lf Dじ(,EN Jo出・f\'EL ~; BA 

Jolu,nnドIS(11m



PROGRAM A 

3月2日：東京/MARCH2・TOKYO 

3月3日：東京/MARCH3: TOKYO 

3月 9日：大阪/MARCH9: OSAKA 

PROGRAM B 

3月4日：東京/MARCH4: TOKYO 

＇ 

〈ペートーヴェン没後150年記念〉

指揮：カール・ペーム Conductor: Karl Bohm 

ベートーヴェン

Hccth<n'cn 

ベートーヴェン

IJC<•lho ヽ' CII

交奔1111 第 6番へ及謁作品68「Fill.!」
Symphony No. 6 F majo,. Op. 邸 "Paslnmle-

I. ""'''"'"●'""''"'l'I"' じ.,,,,.,.,,,,,,.,,,,,,.,.伽'""'""'"中,A,.,,.,,r, ● ,.,, .. ..,'・"・' 
9 いなかに行いたとさの鍮快な~""

II. AmLm,・"叫'""'"如 s,,.,. "" I知・hi小)IJのほとり）
111..111ピ'"' ,.,.,,,,-, .. ~,..,.,,,, 虫.,... ・『,.,.,,..,.,,'し 9なかの人々 の楽い ・つどい）
lヽ・'"''"' "'咄"『.Shmo(・,[;とあら L)
.ヽAll,・,""ヽ',,,,,,.,.,~,,."""" ""'''"""""',., 血 1,・~・h,,.,.,Shn『"

（牧" あらしのあとのメびと感JI)

交'lfllll 第 5番 ハ短潟作品67
Sympl,,,ny No. o , . ..,;.,,,,_ Op. f,7 

L All屯........, ... .. 
II.''"""'""""'"'" 
Ill . All•·,"• 
11.,11,.,", 

〈ペートーヴェン没後150年記念〉

指揮：カール・ペーム Conductor: Karl Bohm 

ペートーヴェン

B,・,・tlooヽ，＂＇

ペートーヴェン

Uccthoヽ'""

交愕1111 第 2番二長泊作品36

Symphu『,yNu. 2 I) majOI. Op. :l6 

I. A山炉'"'""" ヽヽ..., 『,....... , .... 
II.Iふ9ドI≫・≪≫
Ill. .ゞ,... ~, ,,,,.,,., 

I¥. All,.,,.,"'""" 

交特1111 第 3番変ホ長出作品55「炎雄」
Symphony No. :J E na, nrnjo,. Op. 55 "Em;,.,. .. 

I. All,・ び＂＇曹"", .. ,, 
11 .Mmi• 『,,,,a,-,A山'"'認.,

111 .S,·h«•" Alk,,, ,; ●ヽ,., 

"・,,., 『ヽ'"'"""

PROGRAM C 

3月II日：東京/MARCH11 • TOK YO 

3月12日：東京/MARCH12. TOKYO 

PROGRAM D 

3月 1日：東京/MARCHI・TOKYO 

3月8日：大阪/MARCH8・OSAKA 

I 

I 

指揮：カール・ペーム Conductor: Karl Bohm 

モーツァルト
,¥ lozarl 

R. シュトラウス
IL Stn"'心

プラームス

Bruhn"' 

交祁1111 第29番 イ長調 K.201
Sy,uph≪uy No. 29 A majo,・. K. 2() I 

I. All,-,..,'"'"'."'" 

Ill. M,.,,..,,,,., Alは"""
IV. All屯rn,・ヽ"''"''''"

交押詩 rドン・ファン」作品20
I),.,, ・""'"・Sy,,,ph,,,,;,. po,・m Op. 20 

父臀1111 第 2番 二長湛作品73

Sy111i'l,""Y No. 2 I) nmjo,, Op. 73 

I. All,,rn,""''"'l'I"' 
II. A,1禎''"'""'"叩,.. 
Ill.、111,,『,.,.,,, 『心,... , ,Q .. 雑ヽ;,,,.,.,,,,,,,,, 
lヽ.,111,,,,,,.,,,,,,,;『""

指揮：クリストフ・フォン・ドホナーニ Conductor: Christopn von Dohnany, 

独唱：アニャ・シリヤ（ソプラノ） Soloist: Anja Siりa,soprano 

シューベルト

Schubert 

ワーグナー

Wagner 

交祁1111 第 8番 口短ふり「未,o成」
Symphooy No. 8 I,..,;,.,,,. "Unfin;,f叫

I. AH, ● , ,,, " """"'"  

"・'"''"'"ドぐ"""'"'"

前炎1111とイゾルデの愛の死〈優しくかすかな彼のほほえみ）
凍割 'fリス タンと イゾルデ」よ り

---

Vo,spiel ""'I lsul,les Liehesiod "Mil,I ""d lcise wie c,•l,chch" 

ペートーヴェン

BL, ぅthoヽ℃ " 

""ヽ．＂「,iさ,.,,""'' la,ld•·-

独,,,,.アニャ・シリヤ｛ソプラノ）
,,,,,, ヽ"A≫j"s;1;,. ぶ''""""

交饗,11, 第7番イ長潟作品92

Sympho『>yNo. 7 A 1u≪joc, Op. 92 

I. I'心"出"'い『"''" v,..,.,. 
II. All,>""" 
Ill.I'"・"" 
IV. All,>"',.,.,, hrn, 



・PROGRAM E 

3月5日： 新潟/MARCH5: NIIGATA 

PROGRAM F 

2月22日：札幌 /FEBRUARY 22. SAPPORO 

2月24日： 揖岡 /FEBRUARY 24 FUKUOKA 

2月25日 ：広島 /FEBRUARY 25: HIROSHIMA 

2月26日： 名古屋/FEBRUARY26: NAGOYA 

3月7日 ：金沢 /MARCH 7: KANAZAWA 

指揮：クリストフ・フォン・ドホナーニ Conductor: Christoph von Oohnany, 

シューペルト

S,• hul比rt

R. シュトラウス
, l. Strau邸

ベートーヴェン

Beethoヽ℃n 

交腎HII 第 8番 口短渕「木完成」
Symphony No. 8 I, ,,,;,w. "U而 ,,;,J,e,I'・

I. '"''"・而,kra,ヽ9
I¥.'"'"'"'""'""'"'" 

交愕詩「ティル・オイレンシュピーゲルの愉快ないたずら」作品28

T;l] E,.],nsp;,w・l's mrny prnnks. Symphon;,. 1•0,m 01ヽ.28 

交饗Jill 第 3番変ホ北みり作品55「英雄j

Symphuny Nu. 3 E n,,. "'"i"'・Op. 55 "E『.,;,.ぷ

I. All、''""""''『'"
11 ......... r.. ... , .... ,, 心,,.. -. 
11, .~ , .. 四"'"・・炉....● ● .,  
Iヽ.111•. , ........ ,, .. 

指揮：クリストフ・フォン・ドホナーニ Conductor: Christoph von Dohnanyt 

シューペル ト

Schul>erl 

R. シュトラウス
R. S1ruuss 

ペー トーヴェン

llcc1hovc11 

交悴JIii 第 8番 口短渕「未完成」
Symphoo,y No. 8 I, mio,o『.-u.,r,.,; ヽ 恥 r

, ...... ,,,,,, ●● .,  .... .. 

"・......... ,.,,,, "'"'" 
交界詩 「ティル・オイレンシュピーゲルの愉tたないたずら」作品28
Tdl恥 lensp;呼,.i・,""'"'Y p<;n,h. Symphun;,. I'"'"'Op. 28 

交秤JIii 筍 7番 イ・長，均作品92

Symphony No. 7 A majo,. Up. 92 

I. I', ● ............』'"'"ぃ.,
II. All,, 『'""
Ill.I'『'""
I¥『・ '"収『.,,. .,., l,n, ・

四、1,年1iiJJll•j ,があってヨーロyパへIr

ったIfに、わたしの蚊いI-さな郡のウィ ー

ンヘなんの気しなしに立寄ってみた。a'lい

た II の晩、別に約束しなし 、"'で 、 ·•111-,:が）

のりmを買 っ て 1 ,.1;,~潤場べ人ってみた。

ゆきあたりばったり1ごったので、：IIL物な

どなんのお椙いもしなかったのだが、 9 

' それがなんとワーグナーク）「ライ ン

の貨金」なのだった息いもよ らぬ

拾い物をしたと悦んて代1岱をj.¥・って

いたか、やがて場内の'"かりがii'iえ

て ォーケス I・ラが、ワーグナーが

ラインi≪J町を旅Ji中の冑さを掛lいて

f竹11,へのヒン トを得たとかいわれる

＂り約 11,をおしむろにiiii#し始めた。

この,11,の出始めのところにはホルン

のソロが出てくる それがライン河

•fを走る駅加,,のホルンの郭さを1公

えているの力 • もしれなし、。なんとな

く追絋と郷愁をIii¥させるような行な

のだが、この,.,場,~のオーケスト ラ

ウィーン・フィル礼讃

●野村光一

袖i1/1iも‘必’ぼ／こ梵渇されることになる。いわ

ば・!;1.. 11, の名演とでLいわれるぺさしの

なのIごろう。けれどし、それは1山i仰 ）,, 楽

的肌がヽが J.. Jじウィ ーンiiち、ウィ ーン

気¥'tということから起っているのであって、

それ以外ではないのである。

ウィ ーン ・フィルはれ楽の古里ウ

ィーンがfillったオーケストラ／ご。そ

れとともに、それをIiてに指rm,,,
初代のニコライ以＊ ＇／ヒター、マー

ラー、ワイ ンガルトナー、ワルター、

7ルトヴェングラー、カラヤンなど

,., 代の迅ー1lliこったのだから、あれ

以 I・.オーケストラとしての坪応1象は

グえられないはど序さ I・.ったイ；動の

姿の団体になったのである。そのこ

とは今でし彼らのアンサンプルの'"

"iさや、またわたしが国立歌劇場で

のあよりにも透9りlなホルンに徳歓L

たことでも分るように、介奏＿令体の

/¥'rnTtの擾雅さ、叫紺lさなどからし

ピ9 卜から立上ってさたホルンは、よこ いとさえ息えたはど、その時のオーケスト し、この団体は世界一の舷も理想的な交郭 ても'"駆に推寮されるだろう。畢党、あの

とに兵らかく、おだやかで．そして沿み殺 ラの演於は絶妙／こったのである． 染I―-ijだという111集を受けたのである。しか ようなヤ純さはlt年にわたる優れた打楽の

っている、快い抒きだった。わたしはあん ウィ ーンm,,:約削場のワーグナー 1./oiで t、その1,l念は今だにすこLじとらずにい 歴史と、厳格そのいのの訓練の柑物にはか

なに仕快な、明WIなホルンの,,をかって'" 感激したオーケストラの評さ 、それがウィ るのだ。§人に．その感を強くしたのは、ー11¥- ならない。だが、それがまた、他而、彼ら

いたことがないような気がした。ホルンの 一ン・7ィルハーモニーi¥サ女来団の将さで 年NIIKが現fr指揮行としてIll:'//随ー／こと の介於nwのうちにウィーン味派の面強な

t叫,,tt,なものだ。だが、 Jd1,,i場介、そ ある 。 しかも、 1片INi呪,nで~-(こついたあの いわれているペームと一化にIll聘したとき 伝統的様式をも自然梢え付けてしまったこ

れにはラ 9パの金属的な，1(みとでもいうよ すがすがしいホルンに象徴されるといって であったか、その際ても、わたしの抱いた とにしなった.u-いては、彼らと性の合わ
うなものが加わってきている。それがこの よい。 ウィ ーン-7ィルヘのりt1―りは、ペームが!k ぬ指lo行に巡'Ii!ったときには、 指揮者を

/~ 合は絶熊に近いのだ。まるで紙のラッハ 1,1立歌削場のオーケストラがウィ ー／・ ろうかh、るまいが、やは＇）オ ーケストラと 舒悦した、彼らi'Iらのスタイルに依るiii貨

でも吹いているようなしのかもしれない. 7ィルであるこ とは準b水知Lている。歌 して世界ー／ごということになんの変りしな にisることさえなしとしないのである。ひ
もちろん、その際、これから演俣されるむ 剌場と iヤ米会場とを情持ちする団体なのだ。 かったのである。もちろん．ペームの指揮 いては、彼らが朕代の指揮行たちとt)'/•を

しろ和 •'I'\'さを立てるワー グナーのtr楽が、 Iごから、わたしはこ9粒如但賜でウィーン に'"るときはどペー トーヴェンや／ューベ 起しズいるのも名翡いふになった。かって

あのように軽快な粁を持っているオーケス ・フィルの特mをむしろはっさ＇）よ叫ぃした ルトが蚊科のn楽になるのはいうをまたな のマーラーとの経緯．比較的杖近では,7

トラの11湊で行われるのだったなら、いっ ことになるらしいのである。 し、。 だが、 その蛉•::;の行梨鮒釈に答えるウ ルトヴェングラーやカラヤンなどとの'(•い

たいどういうことになるのか、といささか とはいういのの.H,¥cでもわれわれは父 ィーン・フィルn体の籍淡能力は、これま も1/J知のところであろう。でも、こうなる

{i'i,.'な気柑にも詞時になったが、それが悶 9界楽団としてのウィ ーン・フィルにこれま た訟―;；1こ背邸り機能を！し1柑したものなのだ。 とkO,lというはかない。交奔楽団の尖}/と

台の l:iilが進むにつれてまった＜船jjされ でなんども接している。わたLIよもちろん だから、このような悦秀な楽1-11を貝I_{史する Lて11t界一といわれる所以しまたそこに起

てしま って、あんな1こii.I貞された．炊ill/; りがらが米IIするたびにかならずに馳さにlf がゆえにペームのi¥'朱竹1よ,;,,・,;度に発揮さ I~ するのかもしれないようだ。

けしたワーグナーはかって聴いたことがな った。そして、どのような指揮行の場合で れるのだL、1.. 11,-1にまた111体の技術、作味



ウィーン， 7ィルハーモニーについて、

いまさらなにをはめあげたらよいのでしょ

う。あらためてり人がどうの行がどうのとい

ってみてい¥:Iiがありますまい。だいたい

この演奏会を送んでこられたかたがたなら、

ウィーンのまちを存立させるもの

●大木 正興

がでさそうです Iiがこようというころ．

ウィーンl.tfjl¥のフェストヴォ ッヘンが終').

それからはかなり私どしには;rn,1な郡t;に

なりかわりますが、¥It料,,から押討せてい
た行楽家たち力濶がひくようにいなくなり、

ウィーン・フィルのたぐいない災Tlにぶわ ウィーン ・7ィルさえbザルップルクなど

ILてのことなのですからなおさらのことと 止体を知らILつくし、水必されつ（しての (ILていますが，私などはやは＇）ウィーン の行楽依に出かけてしま ったあとのからっ

,iわねばなりません。 うえでの、そしてしかCただ'i'-にd榮のう がウィーンでありうるのは、現イ,:ではフィ ,rのウィーンにさえなにか行楽的なものヘ
ひとによって目染のうぇでの，tい及わし えでの介致・介荘でないのですから、ウィ ルハーモニカーの付・化によってであるとa の憧悦から出ってさているひとびとをμな

かたは多少巽っても、ウィーン， 7ィルが ーン .フィルという [blイ「名ふlが火にひろぴ いさ って少Li,沿iて社ないような~(がす がら、私はウィーン ・7ィルの行楽が現に

かなでる脊楽の独得の災しさに関してはは ろとした,i:,r., なニュアンスを含イiする丸，h るのです。もしかりにあの都が，かって人 そこにはなくても．それが過le(!)撫数の;¥'

とんどばらつきのない心象ができあがって にさえなってしまうのも撫児のないことで ,, 使家たちが住んだ家々とか、岱場とかを 楽的板跡や風屎にまで人を1手ぶ•Jミ命を駅'i

いるように息われます。そしてそれは西;y, ありましょう。 ただrm,こ9祈イiしているだけの遺跡のまち していることをしみヒみと感じたものでし

のオーケストラのプロトタイプと感じさせ しちろんウィ ーンという地名そのいのが でしかなかったら、それはもう汗染という た。

るj¥!,!¥、外装を保持して深い歴史のf,ll/1性 西1行楽においてやはり単なる地名以上の It人がとうにひき払ったゴースト ・タウン まことにウィ ーン・フィルIiウィ ーンそ

を基本の））としながら、あるn,1,な•Hti/J i, のであることとそれは蠅関係ではないで でありましょう。いかにri祁と Lて知沃な のいのであります．ウィ ーンがウィ ーン ・

i螂 9をそのうえに映し出してゆくという、 しょう。実際あれは私などにはI:いへんイ； ホテルやi',があったとして(,]¥'栞iiりにはそ フィルを9祈fiしているのて社なく、むしろ

その二つの,1,1の徴妙・.t軟な兼ね合いの？ 息汲な部です。ウィーンについてあILこIL うであるはずです。 ウィーン ・フィルがウィ ーンをr,-v.させて
えに成立っているといえましょう.;,;・えて 出べてみたところで、あの郡の不息議な体 あの郡がlr!lを命とLていまも災しく生 いる。そういうたちのオーケストラがはか

みればこれはど徴妙な性格をもっていなが j'(は頭のなかで知的にf/1みあげて現出する さているのは、ひとえにフィルハーモニカ にどこにあるでしょうか。ですからウィ ー

ら、これはどはっきりしたイメージをきき いのでないことは、背楽作品を紋大限!Yi' ーのii;動がその心誡としての役隅を来して ン・7ィルにあってはペートーヴェンやプ

手の内に.wさせているオーケストラとい 的に分析して、その結果をがせ集めてみて いるからで数々の行和的迅跨はしちろん ルックナーとJ.シュトラウスはll.Nこ北び

うのもないはずです。ウィーン ・フィルと も作品の笈を終局的に，森りえないのと[、,1様 のこと、その風娯し街全体もまたこのオー 立つ。どんな心地尤なささ f-でしそれらを

いう呼名でさえが、もう [I店の行染に関す なような気がします。そういう不息ふな郎 ケストラのtr梨的資分のうえにひとを呼ぶ 花ぺさかされても、なんということを、'

る会品のなかでは蚊も美しい，l免のひとつ の魅）Jについてはたくさんの文店が話って ものとしてこんにち生きていると Jうこと どと紺iをしかめはLないようてす．．

になってしまっているのです．

オーケストラというのは、現代の私たち

の頭のなかでは完全に機能的なbの、つま

'}]'[を兌する存楽のii1具として息い;-1ぺら

れます。それをひとつの人格とか糾竹とか

を含めて見るという1ltrlはしうすたれてし

よいましたし、そうしたくてもそうはでさ

に〈いところにさてしまいました．だから

A・フィルハーモニー、B交特'9>[・11などと

いっても。とりちがえることのないために

つけられた名札のようなしので、まLてそ

の名そのものが災しく、快〈 lj"にひぴくな

どということは"とんどありえません。そ

の,,,、ウィ ーン~ フィルは断然追います。

そのlo!イiの必がだれにもしっかりつかまれ、

--. 

私がウィ ーン ・フィルハーモニーとい・9

約iiiを知ったのはずいぷん，りい。父力'l¥つ

ていたレコードのなかに．シャルクがウィ

ーン・フィルを似った 「迷命」のレコート‘

があ っ て、私は、小沐校の '·3 年の~,か

ら、しょ っちゅうこのレコードをさいてし、

たからである。しちろん、 40'!近〈し1iiiの

レコード／こから./\もとかf•l とかいっ たも

のはうかがいようもなかったろうが、この

レコードで始めて r迷命」に接して全身的

な癌銘を受けたということもあって、ウィ

ーン・7ィルという名Iiりは、私の，｝じ位の深

い部分にillしようもな〈刻みこまれたよう

だ．

以後、このオーケストラによるレコード

をいったし、どILはどさいたか、もちろん数

えようしない。少年詩代にきいて泌m.に残
っているものを息いつくままにあげてみて

も、ワルターが指揮とピアノを受けもった

モーツァルトの二，，且!K.466のピアノ協於

曲があり、モーツァルトのいくつかの交管

,11, があり、マーラー(1)'人地の歌」がある。

ワインガルトナーが指揮をしたペートーヴ

ェンの8番や9番の交腎,111がある。という

わけで、おさない私の1fが、このオーケス

トラの守色やスタイルによって色iQ(染め

あげられたことは確かである。私は、在楽

好きの友人と、モーツァルトの卜短調K550

感想

●粟津 則雄

うI'/度にすぎなかったのである。

というわけで，私は、 一昨年、彼らが5

度LIの米Hをしたとき、はヒめてこのオー

ケストラを、コンサートというかたちでき

くことが出米た。ウィーンでのあま り楽し

くない，思いIllがあるものだから、 「またま

た、すかされるんじゃあるまいな、ペーム

の指揮rダから大丈夫／ころうがJなどと，思い
ながら出かけたのだが、キいにして、私の

紺Uは祀釦こ終った。杞憂に終ったどころ

ではない。私は、そのとき、 ff染をきく楽

しみの枷限を味わっているような恩いをし

たのである。オーケストラの性能という点

では、その少し前にきいたクリーヴラン

ド交饗米団の疫然とするほどの尤翌さには

及ぶまい。アインザッツは時に乱れるし、

アンサンプルだって、この程度のしのなら

他にいくらもあるだろう。そうは息うのだ

が、クリーヴランド交饗楽団をきいたとき

は、感心はしながらもどこか冷やかにその

演桜を誂めていた私が、今度は、いやおう

なく、行楽の浚れのなかに全身を引き入れ

られるのである。それも、たとえ1ぷペルリ

ン・7ィルのように、圧倒的な力によって

引さずってゆ〈というふうにではない．気

がついてみると、私は、いつのまにか音楽

の流れに身を委ねていたようだ。ごく上竹

の洒を飲んだときのように、身体のすみず

の交愕曲のレコードは、ワルター、ウィー みまで、こ〈 ,:i然な酔い/''めぐっていて、

ン，フィ）“りものと、トスカニーニ.BB わけだが、第 1回のとさは、私の方がすさ ら（主力Jンパーがこっそり抜けていると 安柄のように、頭や身体の一部分だけが、

C交蒋楽団のものとどちらがいいかなどと まじいit乏時代で切符を買うどころのさわ いうせいもあって、このときの演奏の出米 かっとあっくなるようなことはない。私は、

いったことについて、あつくなって論じあ ぎじゃなかったし、 197:l'fの第41,1来日の 1ぷえは言此年はぐくんで来た私の歩想に比 その充尖した流れに身を委わ続けているこ

ったものだ。もちろん私は、断平たる．ワ とさは、何とも1111の抜けたこと1らちょう えてくれるものと 1が1•しかねた。もちろん、 とが、何といたかったものだ。うまいオー

ルター、ウィーン ・フィル派だったのであ ど入れちがいに私がウィーンに出かけてい けっしてつまらぬというわけではな〈、特 ケストラなら、今後もいくらも出てくるだ

る。 たのである。しちろん。米nしているとは にl"i'の秤きなどには、私が駐さなれていた ろうが、こういうオーケストラは、たぶん、

というわけで、ウィーン ・フィルという 甘っても、ウィーン ・フィルが一人残らず フランスのオーケストラとはまた異る渋い 少くなる一Iiiころう。ウィーン ・フィル自

名前は、私のなかではとんど神話的存在と いなくなるわけて社ない。私は、国立歌膚1J 色っばさがあってそれはそれで栢it'Iかった 体にしても．いつまでこういう状態が続く

化していたのだが、実際にそのなま演奏に 場での「バルジ7ァル」や「ローエングリ のだが、私の削待が大きかっただけに-が か知れたものではあるまい。そう息うと｀

接したのは．こく蚊近のことに属する。ウ ン」や「魔笛」などのf'I松を通して、彼ら っかり LIこというのが正IIなところ／ころう。 またまたこのオーケストラがきけることが、

ィーン ・フィルはすでに5回米nしている の｝ヤ鱗に触れることはIii米たのだが、おそ よあr•r となく焦難にやっ てのけているとい 実に楽Lみなのである。
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,.,, 倉9マン"'、,.,イ.,ャー.. ー,..,&,● 
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"ヽ● , .. ● ""、 9ヽ ,,● ,, 

楽劇（ばらの騎士》1全●）
,., ァ，事・9エ<<s)≪U鳥,.. 
_,,_<(~).O• フィ.,.ー " 
ース真""'',.,.ペー,,.,● 
'... ,. 立●●●●鴫a
9レ.., ●立彎肇皇●
• 郎皿・ く●● 'ヽ *
《●● ,”晶書"' '"''ン9

交響薗第8書（＊完戚）

交響幽賽4) 書（ジュピ•->
ペ贔,,,,ヽ鳥9ヽ ―.ニ-HU 量劇（ナクソス島のアリアドネ）

'"'● ""~ 
（全●）

く9●● , ....... 専"ベ.. ,., ;~~:,,; :::~.'..'; 芯，閻
交響曲蒙5書、第8薔（＊完繊） ，イウ が一スカ"●"● 

第9量
,,, エ● 9●晶文●董●'"'匹,,..... 

ペ鳥9ン・フヽ ●.. 一そ二—..夏● <ff● 9●9専.. . ュンヘ.,"" ru, ,,,n■, "・'" 
く●● ,~.... 亀,.ベ鳥りン9

載●（カプリッチ,><●●）― :;\~ ぶ芯;,~•!:!.::. 
攣鯛（さ●よえるオランダ人）（全●） ”’●)^ ”ン,,,,.●)● ,, ....... 皇●.~ 皐•·•·-•"",. ス.... . 巴”’汲● "一
アー"●),_.., 'ーブ .. , ●9● <ff● """ ' .. ,, パ,.イ.......竃.貪.. 
• 郎箇嶋,,..,,._ 
'"'''"ヽ,•.. 《●● "''皐..イ.,... ,. でヽ》寅..●9 
楽劇< •リスクンとイゾルデ〉（全●）
と●鳥 9二. ,,,. ,,., . 

~~7::::·: に，を．名；窃；…_, •)• 
... ロ..●9●●讐望....... 
-~-印● 9磁● .. ,~ 

"'● , -•""'"イ 9 ●●●
鴫て●貫●. ●＞ 亡き子をLのぷ載

楽鄭 トリスタンとィ・心（●鳳） I況’ケ？咋心!'I,,,
- ~-~· ヽ,. へ●9 ・ヽ><●"―`ニ--•·

- ~ ・鶉攣• 9ヽ嶋ー ,•• 心..._.,,, 
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- ~ . ..... ●● "'尺•
X四...."*ロ
く●● "乃'"ヽ',.__ , 

交●幽第,.
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• W• •" »~ 
"'● ·~ 皐9●角ぺ●’’”

交響幽第2書・
ベ●,,, . ,, ●9 一ヽ蚤ニ―....
""" .. , .,,. 9ヽ翼鴫
《"● ,”ヽ●'" べ●りン）

一リヒャルト・沿 9ラウス名漬纂・,. 尾●會ヽ ,,,.,,.、ら
ヽ •W, ドン ・ファ、 '°'の●，9
●●●>●● 
ヘ●，',.,ヽ .,.一●ニー讐望皇●
•鳩 UC ヽ,.­,« »«H.~m 
"''・'-専 9ヽ べ●● ン9
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＜霞くjき）
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-~"""-~ ,cc "" ヽ >.M •
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歌劇（ルル）（●●）
イヴ.,,.. ァー(S>.•<> .,,,.,. 
ン9ンいい） ..... ,. ーベ'"・"" ... -.. 一,.,,•)• 
ヘ●., .. ,.,., ベ9冒信．．

- ~ ・“’縁• ‘‘” く"● 9匹鵞 ．`，、

プ.,ア.., 
ビーターと盪
'會,.會ーン`
動の貨肉祭
•-• ハ..., ・ベー.,,,_ツ・ン~-· ,-,・ ,, .. ヽ 一,ニ--• "
•応お● 9ヽ蝸鴫 9畏上●9·~-·.,.00 
ロJ

，，，ラモフォンレコ—ド
発売元／ポリド→レ株式会社

琶のヨーロ

第4回ヨーロッバ四大音楽祭めくり
昭和52年7月28日沐）~8月19日 （金 ） 23日間

〔募集人員） 30名 （定員にな り次第締切）
（諏行日1●）東京ーザルップルグ(3泊）ー ミュンヘン(3泊）ー ヴェ

ローナ(2'●)ー フィレンツェ(IS●） ピサ ローマ(2

泊）ーバリ (2油）ー ジュネープ(I油）ーモンプラン一

ウィ ーン(2油）ー ロマンチック11iillー ローテンプルク
(I泊）ーパイロイト (I油）ーアテネ(2油）ー東京

（各育楽祭プログラム）

~~Jill、鮎w―

夏のコーロッパtr.,なの双堕、ザルツブルグとバイロイ ト介凍,.,.
そのうちTC蚊もよ睛しいブログラムを 各211づつ冗賞し、他の IJ
は全く,.,山行動という訓NI的なf'i<IO祭ツ 9ーて9。あなにはどうや
って,.,,,,行動 IIを過ごしますか？ ウィ ーンてオペレッタ？ ルツ
ェルンてポリー.cc? パリやローマてn物？ それといfルツブル
グに残って1●のブログラムをO:-rtしよすか？ 日料を作るのはあな
たfl身てす．モデルコースも"'なしてあリよす。勿論、 ,・1111行動 U
の千配lさ令て交遁公社ていたしよす ．炉'"に"'てしごれ"● ドさい．

〔募集人員） A•B コース各 10名、 C コース 20名

（各コース共定員になり次第緯切I

（各コースのプログラム）

昌置置覆
（ザルッフルグ音稟祭） ••鯛 r ドン ・ ジ•ヴァンニ , ... モーツァルト

上記＂編 と胃じ
・スヴィヤ 9 ス '7• リヒテル漬賽＊
ペートーヴェン ・シ●パン・ドピュッシーの作品

（バイ0イト音楽霰） ●裏劇 '• ンホイザー, . ワーグナー
帽揮：コーリン ・デーピス 濱出 ：aフリードリッヒ
●裏劇 ,,リスタンとィ・/cレデ』 . ワーグナー
上記1専繹lと霞じ

〇それぞれの箪行賣用には、航空遍賣 ・パス科金・ホテル＂金 (7'J-
タイム..., 星中のホテル代のみ）・貪事料＊（綱・タ 2貪）・ポータレ.,
ジ・団体行動中のチッブ鴫を含み9す．その飽の11人的賣用および畜
楽会尊の入湯券代は含みません．

旨楽祭('} 田I全 嚢隼のお知

¥770,000 

●歌劇『ドン・ジ • ヴ ァンニ, WA. モーツァルト
指揮：カール・ペーム 濱出：」.Pポンネル
マティス／ トモワ＝シントウ／ペリー／ ミルンズ／シュライ ヤー／饒
ゥィーン ・フィ ルハーモニー瞥弦楽団／ウイーン国立歌劇場合唱団
●この地にペーター教会でモーツァル トの『ハ短疇ミサ」・モーツァルテウ
ムでの漬賽会．ッイマーマンの濱賽会があります．

r&ili!iil 

・電劇『サロ 9』 R. シュ トラウス
指輝と濱出：ヘルペル ト・フォン・カラヤン
アンゲルフ a/ヴァルツァ／ヴェーレンス／カール・ウルター・ペーム／
ホセ・ファン ・ダム／亀 ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団
●歌劇＇ドン ・カルロス』 G. ヴェルディ
指輝と漬出：ヘルペル 9・フォン・カラヤン

コソッ >/フレーニ />モワ ＝ シン 9ウ／ カップチルリ／＊セ・フ ァン
・ダム／ ドミンゴ／ギャウロフ／他 つ9ーン・フィルハーモニー管注楽 •電劇 r カヴァレ リア・ルステ ィ カ＿ナ」 マスカ＿二
団／ウィーン因立歌劇場合囁団／つィーン楽友協会 電，， r道化輝」 レオンカヴァルロ
●ロンド ン交響豪団漬賽会 ●載劇 rアイーダ」 ヴェルディ
指揮：アンドレ・ブレヴィン ピアノ；マルタ・アルゲリッチ

ペートーヴェン ピアノ協婁曲鋼 2書 変口長”
ラフマニノフ 交響曲第2壽ホ短鯛 範

●峯劇 rトリスタンとイゾルテ, R. ワーグナー
指揮：ホルスト・シュタイン 濱出：'・ェヴァーデインク

（出濱奢の"""未定）

~ 皿幽 ~aW-1喝脊・1
オペラ 3回璽貫 ｛プログラムは2月中句発表）

一
ヴェローナ音楽祭

危召界音楽祭とヨーロッパ・フリータイム
昭和52年8月21日 （日）~9月2日 ¥¥it)13日間 各コー スとも ¥495,000

一Bコース（ザルッフルグ音楽察） •電劇＇コ シ・ファン・ トウ .,.』 "'モーツァルト
指揮：カール”ペーム 濱出： Cレンネ 9レ9
ファスベンダー/Yりスト／ヤノヴィッツ／パネラ</ 
プライ／シュライヤー／ウィーン・フィルハーモニー讐
注稟団／つィーン園立攣囀●合鴫団
・，，ィー,,,.,ヒ・フィッシャー一，，ィスカウ ,,サイタル

ピアノ：スヴ トスラフ・ リヒテル
シューベルトの作品

（バイロイト音棄禦） Aコースと鱈じ

rE璽譴
（ザルツプルグ音棄禦） •畢.,,サ0ん ・シュトラウス

上紀"編と胃L
●ウィーン・フィル9ヽ―.ニ_.,拉事団漬●会

"翼：レナード・バーンスタイン
ベートーヴェン rコ,,オラン」序曲
ペートーヴェン 交●薗第 5 書 ・遍命• 他

（バイロイト音楽禦） ●肇囀 rバルジファル, . ワーグナー
,.,., ホルスト・シュタイン 濱出： W.? ーグナー

●豪劇＇タンホイザー, . ワーグナー

＾コースと胃じ
この鰍け9こ閲する訊●1全（オ リエンテーン● ン1を'",.,_,,,,,,,. こ謳L,

す・"細は卜ぶの,,,.,.,でご痘絡ドさい．

E日ホ交逹公社・~ 新芸術家協会共催



リヒャルト・ワーグナーがひどいザクセ

ン訛りでしぐぺっていたことは.,「名な話

である。もともと、フランスのようにパリ

中心の中央lll権国でなく` ）也方地方に-[様

や、侯爵や.In爵などの領主がif;めていた
ドイツだから、 1i口についても、なおさら

多彩なのである。ワーグナーの rタンホイ

ザー」が上演されてまもなく、ウィーンの

劇作家兼俳優のネストロイは、例の未米秤

楽を渥刺する、この歌劇のパロディー叛を

}き―Fろし、 l:il(して成功を収めた。 現在

はそのレコードができているが、現代的に

カール・ベーム その人と芸術

●高辻知義

たわむれにこの町に冠せられた ＜ペンシオ

ノポリス）、つまり＜年金生活者の町〉の

あだ名は、この間の渭ふを語っているよう

である。オーストリア・ハンガリーニ重帝

国の公務にいそしみ、痰れ、引退した役人、

,, 人たちが．数知れずこの町にその余生を

送ったのである．

これもn伝に方かれていることだが、ペ
ームは、この町の大学で出·,-~J:の祢沿を

得ている。これは何も名仔博leなどという．

儀キ11,,な授与ではなく、 ,';年叶代にイ9屈し

て、多少泥なわ的な勉強て廿あるが、正J1

;,>~~:~:;;~:;:已~·~□ /~I; - I- ;~:;;~ とつ~:;三~::,;~~-
噂りでや＇）合湛 1fiiがあ＇），ドイツ人な くてもいい。先生のJi日ならみんな知って い．つまり、 1覧はペームと設T>でない射千 彼が行楽家の社朕をすてて、・芥位とiiMき

らばきっと版をかかえて笑うことだろう。 いるから」と話していたというのであるが、 をしたわけである。 を他の面に生かしていたら、少くともシュ

その中で、ワーグナーがネストロイに、バ それはベームの先tr名の一人であるエルン n1云にもJfいてあることだから、こ存知 タイエルマルク州での頂栄な人物にはなっ

ロディーを作ったことを問いただすくだり スト ・フォン・シュッフしグラーツの出身 のJ;し多いだろうが、ペームはオーストリ ていたろう。

で、述快ぎみの口潟で、 くなるはど、タン だったからである。 アは1紺部のシュタイエルマルク州のf；祁グ しかし、彼は、 nらの生れつきの公fl.
ホイザーのネス トロイ版もあってよかろう。 とbかく、ペームの''""'よMに快・いが、 ラーツの生れではあるが、先恨1よ千ェッコ 忙,r,1に従い、ミューズの女神たちの＃くま

何しろ1111くところによると、近Ja'i、地上で 彼のグラーツ；化りは、おそらく、彼の打糸 のポヘミアから移住してきたということで まに、布楽家の辺を選んだ。この面では、

は、（ペームのトリスタン）だとが（プーレ をもいくぷん彩っているのではあるまいか。 ある。ペームという名,;;;n体が （ポヘミア 彼はエリートとして出発したわけて社ない。

ーズのバルジファル）なんぞという代物が ばくは、 196判t-のペルリン ・ドイツ ・オペ 人）とでもいうほどのな味なのであるが、 彼の生家の哀境がきわめて秤邸内であった

あるそうだから）と語っているのはおかし ラのオ,u公演のとさ、また、 1966年豆のパ 阻IIはポヘミアにいたころからベームと名 ことは •I•すまでしないが、グラーツの科校
かった。 イロイトの、 H名な（トリスタン）註行の 乗っていたのがオースト リアヘ移ってか の恩邸ヴァイス先生またプラームスの親

ワーグナーのザクセン訛りに対して、わ とさなどに．ペームの純料風梨に接するこ らそうなったのか、それはわからない。オ 友であったオイゼピウス ・マンディチェ7

れらがカルル ・ペームはシュタイエルマル とができたが、指揮台の椅 I: の ルガニスいのアルペルト ・シュヴァイツァ スキーといった優れた伍にめぐりあったこ

ク北＇）、あるいはグラ ーツ弁をしゃぺる。 歌和こむかって（ク リスク）とが（ジェイ ーは、ドイツ，',if~手Itのアルザス（又はエ とは彼の寺運の一つである。しかし、彼は、

数々の尖況11-rrやレコードなどで、ペーム ムズ）とか親しくUれぴかける H々爺；：')はru ルザス）の出身であるが、このシュヴァイ のちには（オーストリアl'I'.ゑn楽総la.fl>

の内）,, を聞かれたJiも多いと息う．多少し 象に残っている。しっと i,,II生劇場での ツァ一つより（スイス人）という名Iiりも， という蚊店の名貸ある祢内に象徴されるj,:

わがれ気味だが、 illかみのあるパリトンで (7ィデリオ）のプローペて社、カ，，ラマ スイスからのfile/¥を店味するのかし知れ 石までに遠する、 Kくはるかな行楽家の社

ンたちのンャックーの;¥'に、ペームがかん ない。 歴を <-l<•年）の地位から始めて．一歩一

193呼に、ペームが、ワーグナーi,'¥<'i< しゃくを立てて、彼らを追い：I¥Lてしまっ さて、ペームの故繹グラーツであるが、 歩蹄みLめて行かなければならなかったの

を勤めたドレースデンのザクセンI>拉沼祁 たようなことがあったとltぇている。 An22万余，オースト＇）ア坑 二の都全と1111 である”

叩疇揮者に就任したとき、凍Hのヒゾ また.11'1,. 劇出の公演のとさには、 1,は かされてbビンと来ない人が多かろう。ォ グラーツの歌劇場は，駄近の統計で見て

ヒ｀ノ話を立ち聞きした（中は、ペーム自打が 通沢のはしく LLを勁めていたので、人町比 —スト リア東lli部のギ1豆と．アルプスの先 も．年の'rlJが十数憶Pl(その8割む度は

叫匹のなかて甜っていることである。ペ 一郎仄とともに公演がはねたあと、ペーム 溢とが接触する辺＇）に位沼するこの町は． 公共団体からの補助である')、（アイーダ〉、

ームのグラーツ弁について「少〈とも、北 を凶一つへ"てた帝国ホテルまで、 f-をと 溢咬な気候に必まれていて、その沿かなぶ （ジーク7リート）．（神々 のたそがれ〉、（フ

りのことなら、ぼくたちは更めて勉強しな って．駈送する栄に浴したことも忘れられな j~ を打でて、 1多り[Eむ人も多いと 3われる。 ィデリオ）などの堂々としたレパートリー

に加え、たとえばプリ ッテンの（ヴェニス

に9じす）などの枡湘(;I油するというクラ

スの刹場であるがその傘ドに、通常のi,[

削やオベレックを I・.演する削場 ・月台しあ

って、今UiN.にけえば、そのく11111"1'〉をす

る綽料指代行のポジションから｀ペームは

始めたのである..r,; いWが：Iiないから、 3
J釘Fげてn湊してくれなどと、歌Fから11:
文が出るのは/,;度のことという';1楽のH

藉場でさ1,えられたことが、ペームにとっ

てこの I・.ない-~叉になったるうことは忠像

にかたくな••.

尖際、今世紀の前,,まで、 ドイツ、オー

ストリア系の行'>''Illこiiった指HI';はすべ

て、地）i歌沿印比の舞f淡から始よる fh'Iみ

'"-if; を計験しながら').;きくなって行った

のである。ペームにも、よい心謀での楽11

,mがたっぷ')見られるのは、そのせいで ムと人情について1こItサインを与えるのが、

あろうか。吝油、客泊て1,:」から1,1、郡J;か 指揮れのJJJめであり、それ以外のことはす

ら価J;へとジェ・,f機でとぴ也っている｀ べてンョウであると、ペームは;,うが、ま

介！」の1・汗のスター指揮行にちとは｀ま っ さにすミ，tであり、この至日を体現している
たくり,11,界のfi,人のようなクかする。 のが、彼の指拌ぶり1ごと息う。ペームは決

いつぞや/}楽番糾1の鮒，北竹がLゃべって して沿/IIな人だとは息えないが、単なるパ

いたことで訊叫森かったことがある。たし トン ・テクニックとか岱/IIさをはるかに越

か、プラームスの交郭1111の演なのL力・Iこで、 えた域に、彼の芸術は遠しているようだ。

いわゆるIii.典恥ではなく、オーケス トラが ， i•il " Iの米//の折、また U本を訪れたい、

tnlr的に使/IIしているTh(それは楽I(たち とペームは，沿っていた。彼の翡齢のことを

にとってb月I合のよいしのである裕だ）を 1えて、 Itはそれはまずイ酒I能／ころうと思

ペームが使っているということなのであっ っていた． しかしここに彼とウィーン ・

た。今）Jの/',い指揮れなら、 1爪典批判とい フィルハルモニカーの米aが尖現Lてみる
うことをやかましくげって、その訟を揃え と、ペームはやは＇））］本が好きなのだなあ、

させること1ごろうという，ぷだったが、まさ という代極当然な感慨をもたぬわけには行

にペームにふさわLい逸，.,f;/こと息った。 かない。

ォーケストラの前に立って、ただ、リズ

優雅な18 ---—ーー 帝国ホテル I
やすらぎに満ちた憩のひととき

浴liいた格湛窃い1,300の客,;は、お泊りいた

だくばかりではなく心からおくつろぎいただける

滴ちたりた空/Ill。束京にご/Mliの）i、j,fcilを

お過ごしの）i、ごIii泊にはゆったりとくつろげる

~i国ホテルをお選びください。 90年の歴史から

生まれるキメ綽1かなサーピスや諸，.it!面、 故高の

哀撹が充実した111をお約束いたします。

コ内Jli'El.(06)』ヽ1-060

なごやかに語らいながら、豊かな味覚を。

帝国ホテルのレストランで、ご’求族や、親しい）iと楽

しいお 食~'のひとときをお過ごしください．美昧しい
お料理と心あたたまる雰1!1気に語らいもはずみま丸

〈フォンテンプロー）(17阻）
洗練されたフランス料理の真簡
12:00~14:oo 1B:00~22:oo<日曜休集）

〈グリルルーム〉（中2隋）
豪華な肉料遅の味わい
12:00~14:oo n:30~21 :30 

〈プルニエ）（中2階）
四季祈々の新鮮な海の味覚
12: 00~1• =00 11:30-21 :30<土曜休集）

帝国ホテル
〒100東京都千代田区内幸町1-1-1
TEL(03)504-1111 
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クリストフ・フォン・ドホナーニのこと

●園部三郎

わたしがドホナ＿二の名をはじめて知っ

たのは、ヴィーンの（ツーアリンデ・ウン

ト・リンデン・ケルラ）というレストラン

に行った峙であった。それは、ヴィーンの

国立A劇場の卸;,,直のこけらおとしの年

にわたり、よた、,';典と現代の二つの様式

にわたって独打のJ,現を示Lている。

わたし力澗いたオベラですばらしいと息

ったのは、 74'秤淑、フランク7ルト攻削

沿て見た 7ィガロ〉における彼の指揮で

h、'た。そこにはープソファ ・オペラ特イi

巧f妙さと• そして、モーツァルト独打の

蜘とHAかみごとに追求されていた，記伍

ヵ•ある 私のIll象て社、カラヤンのような

りt舵な苓さを求，，，るのでなくーむしろリア

9しが"なさぇえ:Itている。私はこの点に骰

カ現代すペラの指1軍にー熱j,'/をしっている

剛 Iiかあると 9ぇ息うのである。私は今で

!,_餃がヘルリンでlrなったヘンツェのq・;

Ht駄ヽ ,,M,oをμそこなったことを残念
に息:てし9るが しかし1973年の5IIウィ

ーンのl •l•f.攻劇場て姥いたシェーン

月のことである．
、 ま1,-~22'1'11•1 、 l95S年の 1 2 、_,,.~11111111111' ~ の「モ・ーゼとアロン」 などに、紅こ却ど

砕会やオベラが終わったあと、わたし 度もllりいたが、保のことはすっか'/忘れて なに出;(;ffjjされていたかがわたしには也 ＆ぺたドホナーニの特徴を．えみとれたと息

はちょいちょいそこに飲みに出かけた。そ いた。そしてそれから10'1こぐらいのちに. I位でさたのであった． っている。

して、ふとしたことから、そのレス トラン バリとジュネープで、非常に浸秀な指揮れ その後10年間の岐の話柑は、めざましか このように、北矧m,ヤiとしての彼のオ
のとビアニストと盃を共にするようになっ として、クリスト 7 ・7ォン ・ドトナーニ ったようである。ドイツIよしちろん、イタ 動が、ヴィーンm立改劇場やザルツプルグ
た。必ピアニストは、ラヴェルのソナチネ の名をはっきりとUHいた．この人こそ、今 リアの都,);、特にヴィーンのI月立北即＆と 存楽然の＂（要な 9ンバーとして位公づけら

やパルトークのミクロコスモスや）ビマニ 夜指揮1伶をとる、ドホナーニその人のこと の関係は．きわめて近密だったようである。 Jt、さらにそれが、ヴィーンの打楽活動と

ア・ダンスなどをよ〈弾いた。いかにもお であり．かつてヴィーンのレストランのと ところでその頃私はアニャ・シリヤがドホ い深い1苅係をしったことは当然である．

ちぶれたピアニストという感じだったが、 ピアニストが．がらしげに，；I, った.w,u, 家エ ナーニ氏の火・人であるとし 9うような枇9をllり 私fl身も、ヴィ ーン（フュスト ・ポッヘ

しかし．どこかに：｝のill柘を残している感 ルンストの係のクリス 1・7なのである。 いていたが、そのン'Iヤ火人し私にいくつ ン〉を数1,tnlllいたが．そこでしドトナー

じであった。ある吋、 Jったしがこれから9、 その後、 68年か69年に、,,牡独のケルンで かの人•さな世刹を残している。 例えば70年 二氏はif<要な役i1 • 1 を果たしているはずで

ンガリーへIiくのだといったことから．彼 碓か出楽家の大橋吼 >1ーさんと —．、 三の外lrJ Iこ．アニア ・"''アがll. ~ ュトラウスの ある。ドホナーニ氏が、大指揮行ペームや

は、わたしは亡命ハンが/-Alごといい． 人の紹介で、ドホナーニ氏とはんの数分1111 <サロ9〉を改うというので、ヴィーンに カラヤンとは全くiiiっ1,r:・茉性のt.!ちtで

ょた、わたしは、ハンガリーの人,n-,nrぶ ，ふし知／こことがある。よし介うと,,うよ ,,, ヽ I澤 ,,11','・速w,:~頃）＆に出かけてli あることUいうまでもないL、そしてそれ

エルヌー（エルンスト ＝ドイツ名） ・万 ン ，）し、あいさつというぺさOlll¥Jであった。 った。がLかし、その,.1の指揮はホルスト がどのようなしのであるかは、今仮の演会

ド紐ーニにプダベス I・とアノリカでfl MLかい湘かなことばかりで恐sir;だが、 ・ンュタインであった。ドホナーニ1¥1'14 からll-+'の射楽求のMによって確められる

ったことがあるのだというのであった。そ そのころの彼は．ケルンの北即似かケルン でなかったことは!~念Iごったがその叶の わけである、＇

してそのドホナーニの係がいま．ドイツ ） 1,;;;q交将某I・りの指揮打であって、1.. 1,.1に ンリア人人の日台は．さす力";f¥劾ーのサ としあれ、今年から、ホルスト・シュタ

の7ランク7ルト歌靡叫)(といったとわた 根拠地はフランクフルト：幻削場のGMIJ(;'¥' ロメ歌Nごと息われた。 インのあとを受けて、 ハンプルグ念得限の

しは，i虚しているが）で、歌慮1)攻 T·•のHi料 楽総屁fl)にあったかとも息エだとすれ 1970年以後のドホナーニL¥.は.t, はや第 常任になるともきいている。今度の米H

指揮名をしているといった。 1ぷ．＇ツが 1ー出身の名指rmゲオルク ・ ー級の指r-.行としてII本にもよく知られる は、これからまさにJli.,:,に,,,,おうとする彼
その後.Jったしはハンガリーに1rってし． ンョルティの後を椒いにわけで、.,.,,.,よだ ようになっていに。しかし、彼のレパー ト の．もっとい准い演侯峙期に当るといえ

エルンスト ・7ォン ・ドホナーニの名を幾 40. 足ぐらし、であったのに、その・火）］がどん ,, ーの広さは．オペラとコンサートの~;域 るようだ。

現1,欧米で，＇•印lの，ふヽ‘／プラノ、アニャ

シリヤIi.10年前II本でワーグナーを改

ったそうである。『そ うである」と，lcLたの

は、その頃私はよその, ,」で•f<i,C,していたた

，，，、 'Ji状をよく知らな9ヽからである。

1967年、人:Wil•lr,,\ 7ェスティバルは第Ill

'"'• 記念公演としてバイロイト ・ワーグナー

!i出演Kの小'"'人かを/11さ、プーレーズ．

シッノ、ーズ、レンネルトらの指押により．

「トリスタンとイゾルデ」と「ワルキュー

レ」を大阪で年f・8f"IJ:i,(したがウィン

I・ ガ9七ン、ニルソン、ホッター、アーダ

ム、ニーンンュテット、トーマスと 9、った

パイロイトのr,々たる常連にi比ってアニャ
シリヤの名,11;1,見える。111.し、これはi閲

然 r-..i-にあ っ た r-i•;-,記""こ）kいて得たXn点

だから.,i;r-,, 変更その他についての，＇牒 II
は1ふ正の開）でない。

.r細は1ふ、正の限りでないけれどし、しし
アニャ ・シリヤの鰈台に接した）iがおられ

たらその）;1士き っと現/,:でも、彼女のり）｛

')のある災出と1¥11用を払う風女が、つい,1

Hのことのように思い出されて、 lo<eの改

)↓を決して長いとは感じられまい。私fl身、

ちょうどIヽ,,じ年の夏わざわざアメリカ介

アニャ・シリヤ雑感
●中村洪介

.'
 

に

にパイロイトて祈紺するなど、 1950'自u妾
・rからこの⑳年1111に、彼女は押しも押され
しせぬ大歌fの地位を兜き /:IYt,。サン ・

フランンスコ、シカゴ、ニュー ・ヨーク ・

メトロポリタンなど合衆国内の名1"1オペラ

ハウスb彼女を・r,んで迎えた．
パイロイトで初めてアニャ ・シリヤを軽

いた翌年から、私はヨーロッパに1多り住む

ようになったが、：,., 時、彼女はシュトゥッ

トガル t のヴュルテンペルク I ~立劇場専属

:ill'であった。ここには、他に、グレース

ホ7マン、マルタ ・メードル．グスタ7

・ナイトリンガー、ウォル7ガング・ウィ

ントガッセンら I,所属しており、客演にグ

リュンマー、ユリナッチ、ニルソン、レス

ニック、リザネック、ゼーフ リート、ワト

ソン、エーデルマン、ステュアートらを招

くといったふうに、 ドイツ国内でも水準の

翡さをもって知られた劇場I.:った。 私の滞
欧 1年IJにはフェルディナント・ライトナ

ーが存楽総腔仔であったが．次の年にはヴ

ァツラフ ・ノイマンに変り、他の指揮者に

クライパー、エレーデ．スIクーチェク．

ラインハルト ・ベータースらを擁Lていた。

アニャ ・シリヤがシュト？ットガルトの屁

衆国の西ii,/;珈らパイロイトまで足をのば

し、彼女のプリュンヒルテをn分のMと日 I ,111111111111111 ~ -. ---- 台；:~:~!!~~;:~:~ ご';~!。ロ
で確めた上での実感である。 歿後、 1967年を疫にパイロイトのステージ の演奏会を開くとは余/i,iの,;,熟ぶりと目え メも、シェーンベルクの「期待」も、ルル

19碑．「さまよえるオランダ人」のゼ を1,った彼女は． コだとワーグナーを歌わ よう。演；；会とはいっても、いろいろ種類 も、 rヴォツェック」のマリーも、フィデ

ンタでパイロイトにデピューしたアニャ ・ ないだろうなどと、まことしやかな叫い北 はあろうが・・。それでもドイツ歌曲による りオも歌う．これも私がゴーロソパに移り

シリヤは、この時の大成功以来例年パイ かれた位であった.!'i溢この咀は1¥:!Jiでな 独叫仝をfiliしたのは!Sill、ステー；；・デビ o, んで最初の年の荘、ウィーン国立祇劇楊
ロイト祝楳劇場の主要メンバーとなった。 〈.I列えば数年前にはミュンヘンで「クン ューは翌年ペルリン ・/ティ・オペラのrセ でベームの指揮の下に出演したルルは批評

翌1961年にはもう彼女のゼンタによる「オ ホイザー」のエリーザペトを演じて大変H・ ピリアの罪災師」におけるロジーナという 家の絶賛を浴びた。性格の強い、ひたむき

ランダ人」のレコードが発売された一•I< を ，沖を得たし、今回の米Jjでイゾルデを歌う から、矢張り少如与代から1寺別の沢ffを持 に迫る激しい女性の役が、歌の面でも動き

もってしても、彼女に対する人々の期待の ことも00/(,;知の辿＇）。 っていたことだけはllll遠いなさそうである。 の,,;でも彼女には最もふさわしい。アメリ

度合いがうかがわれようというものである。 アニャ・シリヤはベルリンの生まれ、曲 紺米プラウンシュヴァイク国立劇場、シュ カで「ドイツのマリア ・カラス」と伐名を

ウィーラント ・ワーグナーは特にアニャ ・ 戟は二人共俳擾であった。 8溢から歌の勉 トウットガルト!Tl.ii劇場、フランクフルト ぷられていると日えば、まだ彼女のオペラ

ンリヤの」能にガ旧し、積極的に彼女を起 強を始め、 10.:足の年にペルリン、次いでハ ・アム・マイン如削湯，更にエクス ・アン を見ていない人にも．おおよその想像がつ

Illしたらしい。そのせいだかどうだがそ ンプルクで演；；会を1引いたとのdi。ピアノ ・プロヴァンス/y楽然、ウィ ーン．ハンプ くのではなかろうか。

ニまでは分らないけれども、ウィーラント やヴァイオリンならばまだしも.10改て':I( Ivク、パリ各巾の歌劇場への出演、そのllll



ヴィーンはヨーロ'"の成,~そして南北 ウィーンの歴史とフィルハーモニカー
をむすぶ交通の炭地にあり .I郡IW政治や帳

争や文化父沈のはげしく溢谷く中心である。 ●西村弘治

フランスが命の余波がナポレオンの胎,1,

をよんでヨーロッパ全1こに及び、ヴィ ーン

は7ランス',f[に，＇流され、女帝マリア ・テ

レジアの愛好ぜるンェーンプルン-,:;餃がそ

の,;)令部となる悲~,にも見昇われたが、 ナ

ポレオンの敗退後、 1814年にヨーロッパ統

治を，1よし介う,,1強のヴィーン会議が開かれ
ると、オーストリアの')'¥/11メッテルニヒの

Fで反動1位"の主存的な役川を演ずるよう
になった。続く 11,』•111.. , 出の砧代にはヴィー

ンはヨーロ-,パの尖l'i的なmrr という観を•

n. た．
哨-Iはオーケストラの演な会と,,えば，

たとえばペートーヴェンが新しい交'M'llhを

発表するときのように、臨9寺紺成のいので

しかなかった。それでンン7ォニー ，オー

ケストラのためにJj咄lするのは新しい9与代

をつくるのとJ.. J様なむ味があった。 交'1'1'1111

はまさに新しい市民社会のn丸であって、
ヴィーンでは交'1'1'1111の;,湊がよだアマチュ

アのT•にのみ委わられていた．プロフェッ

ショナル ・オーケストラがこの分野に応I

出してくるのはフィルハーモニカーの土

、Lを1,¥たなければならなかったのである．

1833'1'. 指揮名フランツ ，ラハナーの兌

案て開かれた芸術家協会の予約iil#会は、

フィルハーモニカーの前史的なIr敗をなし

ている。

I糾2'PIIZBII、'I後 J;!B,H、レドゥテ

ンザールで、窮廷改l~)jわ守弦楽団の演；；会

が初めて開かれた。それはヴィーンの新1l11

,]ct; や脊楽批評家、白廷歌劇場の指揮行オ

ットー ・ニコライやシュパンツィヒ弦米四

瓦松団のヴァイオリンl,;-f;・カール・ホルツ、

詩人ニコラウス .レーナウ、 i'l族や・,:1悩な

, Ii! となどが集って，llf••i したものであった．

それを f-代・するヴィーン脊楽新聞によると

「ヴィーンの演岱会が押すな押すなの盛況

にあるととあらゆる点で最科の水渭！をめ

ざす、 いまひとつの演於会が発足するとい

うことをお知らせするのは、 i.t!Jl1';の＃ば

ぃ、つとめである.......・,ci廷本劇場のオー

ケストラ全Hがその指揮打オットー ・ニコ

ライ氏の指揮作の Fに、さわめてアカデミ

ソクな演桧会をはじめるJということであ

った。・J"Ji、そのプログラムはペートーヴ

ェンの'l¥7交秤1111、モーツァルトの「劇場

よ配人」 li'lll1、それにペートーヴェンとモ

ーツァルトとケルピーニのオベラからのア

リアなどで贔IIまれていて、人成功をおさめ

た。その演柊会は年,1,,,の開催が決められ、
第2回からフィルハーモニカーと11.!flcれ

るよ うになった。

それがti楽愛If家にちの笈唖と相まって

、l•i廷祖郎に所属するオーケス ト ラ柊/\le

ちの,-uミ的な演栓会として返生したことは
まった＜唐i期的なことである。それからフ

ィルハーモニカーの括動が染u,こちの,:rll:
をはぐくんで、独nのlti的組織をつく つ
ていったと見てよい。

次のようなニコライ宛ての日紙が残って

いる。 「''"、オーケス トラの一J(である

プラントシュテックー氏がじくなったこと

はすでにお間さ及びのことと (fじます。k

息いの果てのことで．プラントシュテック

ー氏の未亡人はいよ夫の雌非muにもこと
カ・（ありさまです．経金も:J沿をLの(・/ご

けでしかありません。そこで委U全の9ン

バーとオーケス トラの全liとは、 '1¥4回演

佼会の利益金をお洟しくださるようお顧い

しようと,1,し合わせたのてすd じっさい、

フィルハーモニカーはイ；安定な.,,,~を営む

柊(;たちの相互杖肋にftするものとなって

llili的な問題の上でしオーケストラの主体

代を雑する基鯰ができていった。それは

蚊II/から栄むこつつまれて歩み：HL/こので

はない。しかしそこにはまた市民社会にお

けるむ楽の街しい/1:•1/;!,ll.えている。そ

のn,泣Ji[i動がオーケストラの演奏を元成

させるのにどItだけプラスとなったかはり

知Itない。フィ ルハーモニカーの稀Hな）・,

t独立の桁神も．それに見介ったI'll¥・しも`
そう LJ,と.:.ろで培われていったのである

1848年,7ランスの7/Jl(i合とくに 2

IHヽ命の影冑を受けて 、ヴィ ーンで1 よ•;)帆

11や学生などの決起からポ命..,, が、り禎し、

9ッテルニヒの失騨と、新しい憑法の兌布

を見た。 しかLプラハのq,命述動をiil/J,し

たk•i<がヴィーンに現われると、 3遇IIりに

わたる巾I(の果般な抵抗しむなしく、結り

は反ヤ命の勝利に終った。そしてフランツ

ョーゼ7砂叫LIこ..:. の擾稚な，＂邸

それからいやおうなくR本i'.ltのill.にあら

わ/L、1857年には古い城収をこわしてリン

クと9利£Itるm状辺路が邸tられるなど、
近代屈Iiへの変貌をきたした。

1 860年、 7 ィルハーモニカーには飛!~の

とさがお とずれた。 それまて年0•1であっ

た定演昼会が年8回1こふやされた。その

楽）i総会は令uの投菜て指揮名を選ぶこと
に決め、 25i.lのオットー ・テ‘ノフを選び:H

した．デソフは r現代の作品」 をたびたび

演奏Lたばかりか、 r現代のmn,家」たち
に指揮をとらせることい少なくなかった。

ヴァーグナーやヴェルディ．プラームスや

プルックナーなどがフィルハーモニカーの

指揮名と して登場した。187呼からはハン

ス・リヒターが匹年間に 243回の演奏会を

指揮するという安定した強みを発揮して、

フィルハーモニカーはまさに貨金昨代を迎

えた。また、 J870'l三以米、ヴィーン某友協

オットー・ニコライ カール・エッケルト
,,.,,.,..,, ('820 ""' 

n
 

ウィ~·ム・フル'"・ン,,_ . レメンス・クラつス
,, 邸H 95') ('89H95') 

会会館のムジークフェラインザールでその

定期沿(J,会が111かれるようになった。

こうして191世，記木には今IIあるヴィーナ

一 ・フィルハーモニカーのK主的な糾紐と

；；；宮）；法がと全1こでさあがってし,,,と見ら

れる。それは外部にいささかも頼らず、,・,

分たちの行楽を純粋9こ保つ、 I)足的なもの

である.-,: 直孔渕場のオーケス トラ奏行た

ちが企暇を利Illしてjf(於会を開く という1也

に類をみないIfまれた条11'の下でしかそれ

は成,,立ちえないいのであろうが、また、

それにItんじないで虻甜水1,の演枯を約束

したからこそ聴衆の永絞的な支持が得られ

たにちがいない。しかも去術団体としても

っと し進歩した紐は力9芸術それ,.,体ではも

っとL保守的な似1,,,,をとるという大きな矛
11)がある。それがまたいとも不、臥滋な惑動

をしたらすll(動力となっているのではある

ましヽか．

ヴィーナー・フィルハーモニカーは爛熟

Lたヴィーン文化から生まれてきた。たと

えば、同じく 184砕 に兌足したニューヨー

ク・フィルハーモニソクとはjf後の文化が

根邸にちがう。そのうえヴィーンの枯徴

オ9トー・デソフ

'"" ""' .... 
＼ 

グスタフ・マーラー 77ンツ・シャルク

'"印 ""''"臼""'

ロハンス・クナッパーツブッシュ ピエール・モン 9っー カー9いペーム
('888-0'65) '""'"ヽ）'"" )

はJ¥Nはり (,i,O削よ＇）しれ楽によ〈現われ

ている<・らいであるから.Jt• 父すべさしの

すらなし '•

ヴィーンの窮妊歌刺場は15111:紀の窮妊{¥'

宋にさかの1よる仏統をr,うものであった。
,;＼帝マキンミリアン一1111ょ：伏T・としてci::
楽俣れとしてしすぐれ、みずから「他のあ

らゆる布来をi袋況する脊の災しさ」という

合糾',IJと'-Iii-Iをかかえていた。17/11:紀のヴ

ィーンはイタリアの行楽家たちによって大

部分が占められていたけれども、打楽の都

としてrnJiEUこ.30年戦争ののち帝位につ

いたレオポルトー世は 150あま＇）の歌 11/1を

,Fいていて、ヴィ ーンて禎柊されるオペラ

やオラトリオにはその一1111から数1111が挿入

されるのが常であった。当峙のヴィーンは

もう「，；i越したn凍家たちの出まるところ」
と記述されていた。そのパロック期はカー

ル四世のときfli点に遠Lた。7ックス、コ

ンティ、カルダーラなどの手で、オペラ．

オラトリオ、 ミサ、沿味のための作品など

が生み出され、パロック様式の,I渾な威磁
ある許楽が「そのようなものが全ヨーロッ

バのどこに C見られな,,」 といわしめるま

ヘルペルト.7,ン・カラヤン つ,,,_ボスコフスキー レナーI・パーンスクイン
,, 霙 ） ,, 叩'I'"" l 

でに兌，iしてし,,,

そのような ,·r ィーン,,,、口·、ク !/,11•1 よし’

しろグルックのオヘラに水;;,'-'>'I命の火を

ともして,,る。

174研平i:111;,:u,マリア・テレジアのi、}

代は、 /';''Jcが繊細l.f妙なロココ様式へと人・

さく変っていった。それと1.. 1,.1に｝炉染が兌

達し、楽器そのしのも桟能的に,1,,1・.してf~

又なJ,JJIカ呵能となった。近代Ill界の籾り1

が行楽にもおとずれたのである。ヴィーン

は絶対行楽の入成にもっとも人きくがりす

るところとなった。ハイドン、モーツァル

ト，ペートーヴェン、そしてシューペルト

が、ヴィーン，り典派の名て剖ばれ、近代許

楽史］こ輝かLい金・,諾をうちたてている。

また、 Jillせ紀後半には窮廷の力が杖え、か

わりに、 i't族とならんで新的l』1$級が1¥'

来の/11.し、手となったこと も忘れられない。

19世紀］前半、ヴィ ーンのl'i楽はK姪：渡の

完成を見ており、それは他の都，Iiのどんな

昨代にし追随を許さないいのである.7ィ

ルハーモニカーは、そういうゆ成された粁

来を現実の行として結，II,化する使命をおび

ていた。19世紀1麦キ、フィル,,ーモニカー

V)活"'を辿して．ウィーン風という,-,,於の

/.¥色が',Eiliしていった。このオーケス トラ

こそヴィーン"''ヤである。,,.,.,,(/)ク9器や於

法から紹,(よで、それにすぐるいのは現{,

のフィルハーモニカーにとってありえない

のて社なかろうか。それて1磁えを出存する

ことがisl命令になったと牙えられる。そ

のオーケストラ，，，Uによって,,要決定をは

かり、その内部から選んだ委）」によって運

貨する、まさL< ,c仝1,●＿キIiiの糾緻が、
いつしか111鎖的で1虫[;1な団結を跨るように

なった。それは指揮行の影臀すらはねのけ

る、存楽そのものとしてil己’祀結したもの． 
である。

そのまった＜，湖和のとれた溢fl<な音色。

そのh<iil<たるw.そのピッチとかパランス
とかのよさは比餃を絶する。もちろん、そ

れは指II~-の手をかりないで!,{呆ちうる。

しかし機械的ない密度とはいささかの関係

もなく、そうしたフィルハーモニカーのむ

はつ/;に人llililりなものの親相力を感じさす．

ペルリ オーズはいった，「その情熱，その

安庄11,、その比類ないj貨癸技Iりなどに/JUえ

て、このオーケス トラの背色はじつに美し



い。それは一人一人の終行のピッ＋が正し

（てしかい適切な行の出し）jをしているか

らだ」と。今日の7ィルハーモニカーがペ

ルリオーズの幻想交宵曲を演柊するとき、

たとえばピエール ・モントゥーの指揮によ

るレコーディングもまた、そんなことばを

遂一納得させないであろうか。その演奏は

かりに bフランス的でないというようなJ'I'.

山でしりぞけられない、洗糾の極に達して

いる。それが紛れもないヴィーン風なので

あるから、ベルリオーズもそのような演於

を9もいて、こうまで称えたのであろう。

「妥するに、このオーケストラには．まじ

めな批坪を拓むような息いあがった楽J.lは

ひとり Lいないし、各人と比べてi'I分を卑

Fするような行しいない。また、 i'I分の公

術家としての沿りをすてて、ペートーヴェ

ンの名のためにぶ仕しているなどと名える

•/';もいないのだa

1900年、ヴィーナー ・7ィルハーモニカ

ーはグスタ7 ・マーラーに平いられてパリ

の)ii国博役会へ行き、 l!I際的な名がをかち

えた。しかしまた、この強）JI年大な指揮名

とこのオーケストラがあつれさをさたした

のであるから、しうよはど強固なi•#のiii

儀ができあがっていたにちがいない。しと

よ')、マーラーもこのオーケストラを祢,JI

することでは人後に沿ちなかったのである

が．

20世紀に入って世の中の変化は大きく

保守的なヴィ ーン もそれを1/:めようがなか

った.184呼 1ぶ355,000であったヴィ ーン

の人［」は1910'!'には2,0:JJ,OOJと培大して

いた。エ某において文化の香りたかい枯,,;

な商品をt殺しつつb、Yt本上義的な立ち
必れは否定でさなかった。191絆こ、サライ

エヴォのili.J"で始った第 1次世'/IA嗽はT＇

痛いnけいくさに終り、,;.;大なオーストリ
ァ・ハンガリー；帝国は鮒体され、ヴィ ーン

は内かな後ff地を火うにいたった。

袋華けんらんたる窮廷叫t[J恥 191S年に

は国立歌劇場と改められ、共和制国家のT

罪 f・におかれた。しかしフィルハーモニカ

ーはすこしし揺がず、ヴィ ーンの栄加こ絹

＜布楽の切ーのjl[いf・・となった。戦後の名

慌から1もMlならびに政祐的な危機1よ深刻

化し、 l[t/1騒然たる砧代に、フィルハーモ

ニカーカウェリックス ・ヴァインガルトナ

ー、フランツ・シャルク、ヴィルヘルム

フルトヴェングラー、クレメ ンス・クラウ

ス、プルー ノ・ヴァ ルター とし 9 う指l~l\lc

ちとやっていたii(#のすばらしさはいまで

いが）'"になっている。その一部はレコー

ドとLて残っているから、そILを惑動Lili

たに洩い知ることができる。

このオーケストラは現火の世界と歴史に

月してさえ超然とした美の軌範を獲得Lて

＼ヽ1,と＼ヽ えようか。

ヴTルターは「そこには真の；1楽文化が

変わらぬ地域的な形態のなかて表現さILて

いるJ といい、 rォーストリアの最,.,,の輸

出品はヴィ ーナー ・フィルハーモニカーで

ある」といった。 •WJふこのオーケストラ

は国外の演枯旅行にしばしばillかけ．比顕

ないヴィ ーンの存楽を世界の人びとにした

らしている。また、 1925"'以米、それはザ

ルップルク抒染梨のオーケストラでもあっ

て、世界中から観光客をふ致する絶Kな魁

)Jの源呆となっている。そこには撫形の、

しかL燕限に翌かな.i及めと・い汲みつくせ

ない;:1がある。

Lカ・L,そのようなフィルハーモニカー

のif;動が、 1<1・求公務uとして1q立中餅場に
f)J務するかたわら、いわば楽）Uこちの余蝦

において絞けらILているということは、や

は,,不悲ぶである。 それ b 世lmt1な ~r.'l閲

係から身をよしる i洒楽 l ・・の~"tなのであろ

うか．フルトヴェングラーが切代指揮行の

名においてN泊した「ニコライ」演枯会は

茉JIのよ亡人救済や年金の一助にするため

今日まで存絞している。こうしてフィルハ

ーモニカーは大きな＂代の移 ＇）変わりや改

Hの流れにもかかわらず，枷しを忘れず、

地についた活動を絨けてきているのである．

19碑、オーストリアはナチ ・ドイツに

併合された．第2次世界大戟後、ヒ ・,fラ

ーの範をとかれ｀再びヴィーンはオースト

リアの甘都となったが、ア／リカ、イギリ

ス、 7ランス、ソヴifという 4国管涅の

下におかれて冷い戟争のはざまて社れ動い

た．そして195呼に独立を'"'復してからは、

ヴィ ーンは求洒9こH立した二つの世界の綬

lfr地帝となって介IIにいたっている。

こうした現代においてヴィ ーナー ・フィ

ルハーモニカー1よ迫い沿よのff楽を甦らす、

ク'llるような演奏をする。もしL.それが

閃代銹ぶであるなら、それ以上の美しい時

代銹洪はないであろう．それこそ今日の世

匙おけるロマン的な行楽のIf.り＂をも っ

とも雄弁9こ物語っているのて社なかろうか．
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鋭い感性が新しい光を放つ/
ドホナーニ／メンテ）レスゾ,:__ン
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[~L-j蒻画第5番
L_《宗教改革》
交響曲第1番

闘
クリストフ・フォン・ドホナーニ指揮

《ルル》組曲（ベルク）

楽劇《サロメ》"'・シュトラウス）
ーフィナーレ何も閏こえがヽ

クリストフ・フォン・ドホナーニ指輝
•~c・"'"

プルソクナーが心に措いた理 想の響き、それは、ウィーン・フィルのこの響きです
現代を代表す砧人の指揮者が自分の感性を1言じ、名門のよき伝統と共に?C•に完成Ltこ・

らィーン·7-t ヽlll~、“
元~•-,~t-:文麺全息
ショルティ＝第7番第8奮⑨ペーム＝第3番（ワーグナー） •第4番（ロマンティック） ＠マゼ→レ＝第5番

＠メータ＝第9蓄＠シュタイン＝第2誉 • 第6誉⑥アペ＿ド 第1番

•soし IOl4-26(13枚 •ru ¥19,5QQ

□ レコード・アカデミー 大賞に窪＜
、、 永遠のペスト・セラー盤I
（プrレックナ ） 

交響曲第4番

《ロマンティック》
ヵ—Iレペーム指揮

-~ ·"""·~" 
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メータとウィ一ン•フィル
こ の 新しし帝吉びつきが創り出す新鮮な感動 ・・ ・

こ メータ＠プシーム入

這曲第1椙 I 
.... "" "-~""~ —ド●●9● n ●●鼠嶋賓,.. ん

（マしラー）

交響曲第2番
《復活》
ズーピン・メータ指揮

冒ピ三；；；疇宣'"
IO人の大指揮者によるウィ―ン・フィル名盤中の名盤を二の超特価で”

らィーン•7-t•li声名肇1,:1••··
交響曲第36書くリンツ）仕ーツァ叫9 クナッパーップッシュ／
ピアノ協奏曲第15蓄＼モーツ"レト） ワーグナー•アルバム〈第1纂）
レナード.,,ーンスタィン(II胃とビア,, *"'神々 のたそがれ） 表町ヽ 9とナークが）
如 ・.., -)のラインヘの鰍／ジークフ＇）ートの鼻送

.... 繭/*劇()リス9ンとイ・／ルテ） ,. ● 
カラヤン・デラックス9 劇／重の比
グリーグ：（ペール・ギュン))よ り綱／オ＿ 釦<·•U
ゼの比 アニ )7の馘., ・ノルヴェイグの広
／チャイコフスキー．四）の如の只女）よ＇） クナッパーツ7'，シュ1
ワルツ／綸 ワーグナー•アルパム（第埠｝
芯べぶ•フャ・カラヤン撞輝 ：岱~\ぶむ―~:=~~:i~m.;,,

ハチャトゥリアン自作自濱集
＂如さよなら●ましいわが/-, /慟~--· バレエ糾幽（ガイーヌ）/"≫ 場＼靡 くスバル

クカス） クナッパーツプッシュ1
ァ9ム”`チャトゥリアン撞鐸 プラームス名濱集
卿 H・印" 尺r況貪,,鵡/'ヽ イドンの，.随による変賽●

／アルト フプゾ1"</愈創的,,幽
● 0,-匹

一交響曲第5薔［プルァクナー）ハンス· •+ッパーツプッシュII 輝

""'・彎"
クナッパーツ7'-，シュ／ウィー:.,q}体日
ラデッキー"藁● , ンネン.,. ルカ ..遍
"'''胃劇 卜,,.,十・ト..十・ポルカ ウ
9ーンの●"柑占9 鍮..,, ... ~ 
クナッパーツプッシュの楽しいコンサー9
パレエ●）●（くるみ綱＇）人""十ャイコフス
キー） ／＊“’’墓劇9シューベルい 鴫＂ヘ
の鯰"'ウ上ーパー） 衣鋼（ウ 9ンザーの沿
．．しな女,,,こち） ,, 鰤9二,.イ）
● o, ・賓"

交響曲第1薔9プラームス）
9フエ・クーペリック撞霞

""'如
交響曲第2書9プラームス）
・ファエル・クーベリック揮鐸
""『 ~T-

交響曲第3書,nームス9
9ファエル・クーヘ,,,.,..
~ · 賓芦

交響幽第4壽9プラーム心
~,:.:,--•'7?-• 

交●幽第9壽＜斬世界から）,,,,,~ ザー"

交響＂（モ ルダウ）'""'
9ファエクベリク撞●~, ,m 
交響曲賽6書（悲愴>•が•イコフス←9
ジャン•マル~.,,,.壽~•--
交響曲第6書く田Ill> •ベ→ ーヴェン9
ピエール・モン9ゥー撞●
~ ... , 馴

幻想交響曲 9ペ，，オーズ
ビエル・,ン.,一霞”
● ,.,,., 

＿ 
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ショルティはウィーン・フィルから無限の力を引きだす…

-=-~,vン~j~クt),ワーグ.,_, 全曲

マイ又女ージンカ・一ノーマン・ペイリ→バス）／クルト・モル｛バス）／ルネ・コロ（テノール）／他
サー・ゲオルグ•ショルティ指揮•= ·"" """●譴,,,,__ 

~ 
・ シューマン：交 響 曲全集（分売です）

サー・ゲオルグショルティ指揮

交響曲第1番 （春 ）／序曲、スケルツォと終曲
•="• バ 2、”
交響曲第2番 ／序曲（ジュリアス・シーザー）
-~·"00パ,_匹

交響曲第3番 （ライン）／交響曲第4番
~● ""● •-= 

ショルティ／ウィーンフィルによるワーグナー

R. シュトラウス・オペラ•シリーズ好評発売中/

（ラインの黄金）•幻""'-"'●編）... ..;t:, ルキュ---v)osco,N, ~ 
"糟●""-=/(ジークフリート） •丸'"●''"●.,. .. ・回（神々のたそ
がれ）•紐匹 Hro<●牧綸） "'-~/(タ""'イザー）.... ,, .... ,,tt鼠）
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今度のウィ＿ン・フィルの来日を機 に遂に実 現した夢の企画I
20人の偉大な指揮者の個性を通してウィーン・フィルの歩みと
魅力のすぺてが一聴出来る、いわば｀ウィーン・フィル・サンプラー々

ウィーン•フィルと20人の偉大な指揮者たち
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はじめてヴィーン .7ィルをナマて佃い

たのはヒンデミ ットの指揮の下に比較的小

編成で米Itした9曹iのことで、あれからもう

2岬あま＇）になる ．

Lかし，あの時のメンデルスゾーンの交

郭illt'イタ ')ア」の油於ぶりをわたくしは

今なお忘れることはできない。いや． ー,,・

忘れることはないだr,•i . 木竹・の純正なハ

ーモニーもさることながら、 9り典のシンフ

ォニーはこういうふうにやるのだとし、う J/;

準をはっきりとボしたi,(終であったと息う。

ンンフォニーのrill¥を糾み立てていくのに、

オーケストラの各祁分がどのように磯能す

るかということを、さり9む

よってあんなにはっきりrわからせて<IL 
るオーケス トラが他にあるとは息えない。

それは結).,)の所．シン7ォニーが必I:し、

・遠したのはヴィ ーンにおいてであり、シ

ンフォ ニーというしのは/'i楽におけるヴィ

ーン点で，'lかれているのであり、その叫ー

の正統な"''、T-であるヴィ ーン・フィルが

シン7ォニーをもっといE統的に椒，Ifるこ

とができるからにはかならな,,・

しちろん、名疫はMl↓派 ・ロマン派のン

ン7ォニーだけではない。7ランスのオペ

ラがあ＇）．ロシアのパレエがあり、その他

さまざまである。だが、こと占典派 ・ロマ

ン派のシン7ォニーにかんする闘）、ヴィ

ーン・7ィル以1こに比Iなシン7ォニー,;,O

を活すオーケストラはある花がない．

Mオwの2,3年あとに7ル贔1成でカラ
ヤンと""した時のプルックナーの第8が

またすごかっ た。 あの｝」と料さと翌かな1~

さは、これまたヴィ ーン・7ィルならでは

の特ruこ。あのホルン属の楽器のヴィ ーン
特イIの構造と守色が．オーストリア人プル

ックナーのr,如こはう ってつけであるI.、
精鋭揖いでしかも大人数のり女の人現/Jがプ

ルックナーやマーラーでは大き（物をい・i.

しかし、われわれは常 ll~i ヴィ ー ン ・ 7

ヴィーン・フィル賛
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ィルのナマがさける,/{ではないから、どう [Iに尾をひいていると息う。

してもレコードの111絞し少なからざる比,, 蚊近のレコー ドでのヴィ ーン ・フィルの

を占めることになる．けのSPレコー ドの 名i,iは1炉i'にいとまない。わたくしの側人

,., 代にすでに、ヴァイ ンガルト・トーの指揮 的なIfみが人るlt/Lどし、よず,.,,ータ指

によるペー トーヴェンの「エロイカ」．筍7. Hiのマーラーの第2かめざましい演ムであ

筍8.第9.そしてワルターによるi/16や る。J;そらく. •'( ィーン · 7 ィルの'I"llの

モーツァルトの 「ジュピクー」 によ ってヴ 全U力しかならずLHiし、メークの説く西

ィーン ・フィルのすばらしさをわれわれは しい1'，楽にJI,./,!,してはいないだろう。 もっ

填能Lie/,のIごった。とくにワルクーによ と伝船/,Jて温~Iなマーラーの 1;がりfさだ、

るマーラーの r見也の4」と11',91よ和iりの というプレーヤーい ・,itいる宮だと息う．

ヴィ ーン・7ィルのii[於のハイライトであ

った。それらの演枯ではオーポエとホルン

と1女の粁色がさわ＂． ってJ;リ、他のオーケ

ス1、ラとI(ちに区別できた。その1,滋"今

の細かいキザミとカ・・フルー トの低;¥'域と

か、そういう細祁がよく序さ I:げられてい

るのにい感じするが、 f•Iより．ワルターの

~i とはま った＜・炭ってしよ った今 LI 的な感

往、現代のj)(j;様式をこの駐史の古いヴィ

ーン ・フィルは:;:全に T•に入れてしま って

いることだ．

そのことはマゼール指揮のストラヴィン

スキーの </;の然典」にしよくあらわれて

いる．あの演松て社、前にも指摘したヴィ

ーンI.Hiのオーポエやホルンの('/色が、独

打の野t•人となって効果的に作JJILていた．

し力・L.;;;丘のtt('/ <か I •て社I.Iに顧するの

はカルロス・クライパーによるペー トーヴ

ェンの第7であろう．クライパーのJt合は

Iータ以 1-.1こ.•'/ィ ーン · 7 ィルの：染llの

；¥女息蛛とのギャrアが.Jうそら<kきい

であろう。しっと「オーゾ ドックス」 なペ

ートーヴェンをり単さたい人Lいるだろう

だがあのレコー ドはさすがにクライパーの

心図を(jパーセント‘助・した名演になって

いる。人以成の位の胃の中から、 -+c'i1計の
ハーモニーが明瞭にi1・カ・びI:って米たり、

スコアにちゃんとあるのに．ふだんは1用さ

とれないぷが1よっさり と照し出されるなど、

それが指1・JI';の心図であるにせよ、ヴィ ー

ン・フィルならばこそ'k現できにようなこ

とが随所にある。ヴィ ーン ・フィルはこん

なici:沼 Lく、 みずみずしい惑比のオーケ

ストラIこったのか、と改めて驚いたのであ

っ,,. このような．オーケス トラK現にお

けるJ・しの介LI的出 ーン ・7ィル1よ

いつのliilie!tにつけたのであろうか。H

かすると、はんのここ数年のことであるか

し知れな"・

もっとも仏統的であると共に、しっと｛

オーケストラとはそういう Lのである。 今日的でもあるヴィーン・7ィル。それを

しかし、 N級の射；呆はオーケス トラ令体 ナマ演径で雑カ・められるのはKさな楽しみ

がヒつにメータに比感に反応して全H火の Iご。

kとなって突進している。コントラパス肝

カラヤン指揮の
ゥィ―ン•フイルは
こんなにも優美で

浚刺としています

巨匠ベームが、最品のキャストを

結集したモーツァルト理想の世界/

~~ 
• Vol.1 EAC >O<O< o Vol.5 EAC ,o, 応 OVol.9 EAC >O<吟
ペートーヴェン チャイコフスキー
交響曲第9番 r合唱J 交誓曲第6番 r悲 愴」

ワ＿グナー合唱曲集
)9贔●と""'・"人場.......,,., ● 

9ソプ.,,エリザベート・シコワルツコップ ヘの●●●とぃ札の介9バ,.ーエング"

:;~':~~;:7,;; ● :;;  と・:::; ) •ヽ● ""'"" ン ）／公 •
の介~,. ,,.へ""""''ニ..ンペル,,》

） 
.,. ヤンの，,い遭.,也Sにそが・ 'のよう ―,, スr-,ング・）、 紡口掌"'"' . 人 の介•，

パリトン9ヽヽン,.,,,,,_
ウィーン●●縞會●鴫● "'ヽり'"'"'"ヽ O

に,,,悩·) る池惰バ心rt•にしなので,.この ""さよよえる..ンテ人，
注全か,,,ここそ、カラヤンの,,さ"の"'ヽを

ウィーン●立歌劇●●鴫•

... 嶋ら鼻ぷヽしの蝕引·-~を"てう,,いあげる 員）さ"げぺさで,.
リヒアルドシュトラウス

”ヤンが介叫，シュワルツ,,-r,ホ， メタモルフォーゼン〔変容〕
9ーらのその'"'い嗽,,q』',.ヤ9の,, '"の●●●●＂のたのの） "● """ 
,. ●をいやがう えヽこ"';めてい』す．

● ヵ9ヤンによ って"'nて...,,.,, という
,,, モ"7.―ピン,.そしてウーグ・トーの
"・ 人ら.,,.,の.....,.,. ンの1いよそ＂い ず
9しし兒.,.. こ＆曳してい"・

OVol.2 SAC ao, ぼ • Vol.6 EAC ao, ⑯ OVol.10 EAC ao,,o 

ペー,-ヴェン プラームス

交響曲第5番「運命」
美しく言き ドナウ

交響曲第2番二長調 "'"''" '"'''ゥ，9 卜,,,... ,,. 
交響曲第8番へ長詞 ，．嶋9り""・'が '""" , .. . 亭綱「,.,,.,'"".,,,,,, ウ,-,

の轟の物., ,、●●翡停●●＇，プ~，． ”●"● 
t●●●り"』1、'""""'" ・プ,-,,スの""舷囀9樹と，""'るこの曲 "'""""トラウス"●9

.. ,, ヤンのr； し々い""ゥ，ーン，フィ" "●● ""' '""  """'" ● この勺·~•"""'を聞くだ" で ， r, さ II ~
,, ヤンの火／』を,.,じることが"'水るでLょ ""'色を.,,に'IかLてこのlft,'I的な曲を,, .,, ヽン，シュト9ウス"・'う迄もなくウ,-
, .... 膏"のノープルな＆曳,,,,,., さいさとしな想貨で＆現してい3す． ン・フィルの槙州』..そ"をいらばんに~.....
ゥ'―,,7 'ルのヤ‘せな"令いです． る,,ヤンがその"所を,,かしてこんな9こ

しぷ<l<,Lい"心をしたのてす．

● Vol.3 EAC ,010, ● Vol.7 EAC ,010, ● Vol.1' EAC,0111 

プラームス モーツァルト

「ドイツ・ レクイエム」 歌劇「フ
皇帝円舞曲

イガロの結婚」序曲 .. ,,, .. ノワ9心・な・鴫9」／ワ"がウ，
{Yプ,,,エリザベ_,,シュワル9コ.,ブ ,'An,/ウ,.,,,,uの"'」"" ,,.,., 
砂"砂ヽ ンス・ホッター 交響曲第33番変口長調 ュトラウス"● I/ '<• レ・パ・,,,ごい,,セプ9
ウィーン●倉巳●●疇隈""い●""" 交響曲第39番変ホ長調 ヰ：・;;:/零綱＇ドゲ ・ヤ9ア十 ,,.,,,

• ヵラヤン ウ≪ ーン・7<',シュワ"ッコ 旧"'"'、 9 ●●●り " " 、 "~"""" ,~, -.. ,, "'""""" 
ゥプ・ホ，ター．そしてウ 9ーン賓友凶仝介
＂＇旧 ．これはど≪ ●'•"·''"の, ,.. ツ・レク ・ザルップ9レクに''-'"'モーツァル 9を・ '"' ●りり嘘"AC珈 '"の紬U位．＇う,,こと’“

イエム,,,、このあと"ったでLょうか． じ,,他のカ ラヤンが、モーツァルト.,,,,,と ヵ9ヤンの,,,も愛するワルツで.,.. ,.,,',Lて
するウ 9ーン・フィルを紺って……・'んなぶ いよすが、これがその'""・'ドン＋・デ9ア
遍なモーツァル｝を●LHた. +, の兄ヤな9●し眉Iさしのです．

0 Vol.4 SAC ,o, い ●Vol.8 EAC ,010, ● Vol.12 EAC "'" 

シューペルト モーツァルト
交誓曲第9番「ザグ ト

ポピュラーコンサート
・ レー」 クラリネッ ト協奏曲 ィ●● ' ~, ●綱''" "の"崎，"●／●●r竃叫9●'"

区ーソ,.,,,閏●●ー●●＇マ,,ーレ"
● シューペルトのR1"のように"いこの劇を・ セレナーデ第13否ァイネ・クライネ・ ＿心'"""曇""が,,.ー••ウ ャ ン ベ
"ヤンの立鰤を虎c,,,叩''"'―ン・フ， がヽトムジーク」"" ... _,,,,.,,,. ーニ""""~'ロ ,, ,,
9レの尺しい,.色を.,,に,,かして、文・わ董,, フリーメーソンの為の葬送の音楽"" ユ,,ェ，卜,<+ャイコ-,スキー9x,,,,. 以,..,.,,,.~,'"● す． 9ソプ,,,が9 ザペー•-シュワルツコップ・

アダージョとフーガハ短鯛k 埠 "知り"""'' ・
,,, リネッ"レオポルド,.,,,.
9● """・'● """」.,..,,,,鯰" °'のアルバムUカラヤンの兄,,な指揮しさ

ることながら．シュワルツ,.,プの又 し い •"
● • .,,, のウヽ ーン・フ"レのM樗""ネ,, ヵ渭lけること'"'』.<7'ガロ」と直.,の
.... ,,, を辺えてのモーツ""こ"- ,, .. ,,,. 評あるヤ惰心からの"けです．
＊場ウ， ーンの令りが溢"ていよす．そ"を
"'''・"るのが"ヤンの.,必仲なのです．

モーツァルト ：歌劇ー全曲

コシ•ファン•トゥッテ
:~;; ;: 氾とこ'.~~;:;'認，1ふ公2.芯 ＇ぶ＇スタルートつ ＜ッヒ
9パ.,ワルター・ペ•>-.. 
カール・ペーム償輝フ"レハーモニア管弦楽団●合疇団
• AA ""C ""' YS.000 レコード；湛,., LJ 旦l冠HIDAEMI



(1"¥忠のロンド〉という本がある。カール

ペームのl!JI想鉢である.,¥楽家のi"I愁鉗

は幾1冊か．岱んだ,,があるが、カザルスのと

共に、ペームのは永く私の，記応に¥Wまるも

のであろう。ベームの場合、ハンス ，ヴァ

ベームと、ウィーン・フィルと ・・・・・・ 。

●話井 誠

でしばし1ふ忠られている名前である。プル

ックナーについては.ii¥4父"''"'《ロマン

ティ ック）のレコードでだけ私はペームの

濱松1こ楼Lている.r,rと紅，1らしいレコー
ドIごろうか。レコードは芸術ではない、な

どと主如する人々に、私は反ニしたい.I!!: 
イゲルという人物が、ペームの浜よを注必

ri<取材し、 1如ヰ部釈子を一ルー歩辿っ 起って、まるで公油終了後のアンコールの 記埠をよび起していると，キなことにその 界蚊店の指揮＂と仏統に輝や（オーケスト

て行くように、珠 うな光彩をしった ように、 1 め）以.Lいn•111-.まなかった光梨 強烈な印象の大部分がオペラと粘ぴついて ラとの’元仝な帖びf・「さと、そしてレコーデ

12疇にまとめ」：げたI,のなのである。そ が今ても忘れられない。そして束京での{7 いる・11に気付く . (Jill忠のロンド）のはと ィングに深い関し、と愛情をじつ人々の協）J

して、その中のJ•Jlrか、何―Iiかでは、私し ィデリオ）．ペルリーン ，ドイ.,・オペラの kl:'99ハーセントは、オペラにかかわりの と努力があって、このような見I<な｀公Iii

暉行の一人であり、証人として名和）を ll'暉阻こけら沿し公演の折/,;った。囮忠 ある •I渭象で占められているが、ペームがい 品．をのこしてくれない打・はないのである。

上げられる碑についてふれてある。 Hl1、この傑作がペームにとって・11;命の かにオペラを投し、それに!/I然を打込んで ペルクの（ヴォツェック）と（ルル） I,, 

ベームの生演奏に初めて約渾したのは、 オペラ．であったことを1公えているが、私 いたかをそれが祝沿っているといえよう。 私にはR可しなレコードI今 それらを,.,々 き

1955年、ウィーン国立歌劇場,,郎、記念公泊 にと ってbそれは，忘れられない{'i染体験の モーツァルト、 R.シュ
き込しながら、私は 「芸術的成功に1関係し

ているなかの一人が仝体のプランのなかに
のであった。その加こは回忍心の如叩

て触れられているが，特に（ヴォツェ ・9ク） こうしてペームにまつわるn分の体験の ーヴェン等が、ペームの口から認註の• f• 身を没したからといって、彼の）,111が松'f

:;，，t;;; を;:;~~;:i:灸L〗:了i - り芯~;:~:~~ぷ゚必戸
けなくなって、感動の涙にむせんだという

ような観曹lの体験は、 二度と私にはよみが

ぇっては米なかった。 〈ドン ・ジョヴァン

二）もショ 9キングであった。ロマン,,りな

虜,11,,-1;現の効果を行楽て森然とするはどに

惑じさせられたのは、私にとって初めての

経験だったのである．ベームはその1ill想の

中で代行ーグナー自身しあるとさ、 1、1分

のいろいろな楽劇の涎生は究極的には〈ド

ン・ジョヴァンニ）の騎士長の出て来る情

屎1こ!'Iうていると告白している」と述べて

いる。モーツTルティアンが肘峙にヴァグ

ネりアンであり得るかどうかについて話っ

ているところにおいて (!nllf;f.)だが、こ

の（ヴォツェック）と（ドン ・ジョヴァン

二〉が、ともに新演出だったことが、し鉢さ

れているのを．えんで、感快を新たにした。

ーユーヨークのメトで1971年(T)·IJ'ご — ,

たかに観たがのように芙しい〈ばらの騎士）

も、ペームの指揮だった。彼が指揮台に,,,,

って歩み始めた住嬬から轟然と!(ffが冽さ

うである」という；；然を何＇与し息い Illす．

そこに指揮r,ペームの“廿頂がにじみ：Hて
いるからである。

ウィーン ・フィルについても彼の3/liをm
りて語るのが紋しj[鵠をq/た/j法Iごと赳．う

-―「その均rほと多血竹で撫鉛なこのオー
ケストラの．そしてなによりも1,1,さに優秀

な演奏会オーケストラと優秀な劇場オーケ

ストラであ＇）うるという、世界でもユニー

クなその特性の長所」「ウィーンっ児ばかり

である団u,こちは1こんに外l籠的にだけでな

く、芹染的に証1一のt'l.設を，ぷす」•

ペーム＋ウィーン ・7ィルという絶妙な

コンピを、ししかするとご度ときく..,, が出

米ないかも知れないわれわれは、かけがえ

のない音楽体験を、今回の米日で与えられ

るにちがいないのだ。私のペーム＋ウィー

ン・フィ 9凶U寅9こ代頂な一J(が加わるHが

やがてくる．

力ール・ペームが蚊初に米11したのは．

196呼 10月、ペルリン ・ドイツ ・オベラの

-Hとしてだった。ー};、ウィーン ・フィ

ルハーモニーは、 1956'い）1に初釆Hし、

ヒンデミ ットの指揮て1'i{於会を行ったが、

その,.1の紺1成は正規のものでなかったので．

やはりウィーン・フィルハーモニーの初米

llは、 1959'nOJIとグえるぺさだろう。そ

の9寺、ウィ ーン・フィルハーモニーは、カ

ラヤンと共にやってきた。

ペームの初米flにしろ、ウィ ーン・フィ

ルハーモニーの初来Illこしろ、今となって

は、：:・ のことに。ぶi求を講ぺないと、その

止確な,-11111を息いだすのさえお9よつかない

llどの、遠いIJのことだ。

それから今日まで、わずかとはいいがた

いU.,ilりが象直した。そして、当然、さまざ

まなものが、女化した。ペームをとりまく．

あるいはウィーン ・フィルハーモニーをと

りまく、少しおおげさにいえば状況I,_例

外ではなかった。その間の9与1111の亀も~Iふ

ペームを長名指揮打の地位につかせ、ウィ

ーン ・7ィルハーモニーの、たとえばペル

リン ・フィルハーモニーのそれとはあさら

かにちがう．ウィーン ・フィルハーモニー

ならではの体内を、くつきりとうかびあが

らせたのかもしれなかった。

もし、ヨーロッパ庁楽界に、「佳き時代」

と呼ぺるけ代があったとすれば、それを恨

Lt,、あるいは憧れる人にとって、ペーム

b、ウィーン ・フィルハーモニーも．かけ

がえのないよすがたりえているようだ.t, 

，，んだからといって、ペームやウィーン

7; ルハーモニーがf頃品ftしたといいた

いのではない。ペームにしろ、ウィーン

フィルハーモニーにしろ、いまなおいきい
．．． 

きと庁梨活動をつづけるいきたll'楽体だ。
ただ、たとえばカルロス ・クライパーに

よって指揮されたウィーン ・フィルハーモ

ニーの演奏になじめない人でも、ペームと

ひとつの引力

●黒田恭一
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ウィ ーン・フィルハーモニーの演奏になら

心あずけられるのカ・ししれず、その貼その

人は．多分、ヨーロ ッ9勺や駐界が多大の的

間をかけてつくりあげた結品がはなつ•JI カ

にひっぱられているにちがいない。そして

その人は、おそらく．その箕.cr:埠のうちに
感じている・)1/Jが、やがては消え1,ると予

感している。

す〈なくとも、ペルリン ・ドイツ ・オペ

ラと米nして「7ィデリオ」なり rフィガ
ロの粘船」なりを指揮してるベームをきい

ている,-1には、そしてカラヤンと共にやっ

てきてプルックナーのシンフォニーを演奏

しているウィーン ・7ィルハーモニーをさ

いている時には、そういう千感は、感じら

れなかった．だから、当時の、ペームヘの、

そしてウィーン -7ィルハーモニーヘのき

きての執苅は、あきらかに．今日のそれと

はちがっていた．

どこで、なにが、どのように、かわった

のか．そllt-.T,・えることは、必然的に、ペ

ームとウィーン ・7ィルハーモニーという、

ョーロッ,-'If楽界がおのILの誇りとしてま

ずkW!に位示すぺきひとつのユニットがは

なつ•JIJ Jのなんたるかをクえることになる

だろう。そしてそのことはl"I時に、あぷ')

I! し風に、このf委朝のききての西洋音楽へ

の対しIi.ふるまい方、あるいは反応のL

かたの一面を、あきらかにするのかもしれ

ない。

「ペームとウィーン ・フィルハーモニー」

という言梵が、ひとつのり1カとして作）りし

ていることは、おそらく否定できない。む

，，んそのり1カをふ＇）きることはできる。磁

石を,;,,にされた砂鉄のように反応すること

もできる。 •)I 力の＂在が厳然たる'I<')(だと

すれば、なんらかの反応がそこに生じてイ：

息議はなく．反応がつまり、おのれの行楽

を語ることになるだろう。



クレンペラーのように8~汲を比えてか,,

いよいよlli.liしていった1列外はあるにして

も、 一骨＇とに指揮行の仝咄期は 70f(とみて）・↓

いのではあるまし、カ・。60!(では熟しり）ILす、

BOf(に入ると今1文は熟しすぎて弛緩が始ま

ってしまう（従ってフルトヴェングラーの

ベーム＝ウィーン・フィルの聴きどころ

●宇野功芳

がそんな（e険な公術の姿を9』吋ff例であっ である。従ってペルリン ・7ィルよりはほ

た。Iiり作の筍 1楽ななど．おどろくはど辻 然ウィーン ・フィルのIiが相性が1,い。と

外面を働＇）立てる 。一見水と油のようなl●j

/';Iこが、そこにf•Jの追~I惑も烹く、まさ 9こ

絶けのコンピとなるのである．

80,tを超えたペームには、 bはやりjみ足

は見られない。そIL力彼のファンにはやや

物足りない点でbあるわけだが、その代'I

他界はUJJらかにりすざた）。 いテンポて澗始されるが．次第に芍辿のス いうよりも．ペルリ／の楊合はペームの厳 巨大な縫築を~Iぎ見るような立派さがある。

ペームは現紐2i.llであるから、しはや舷 ピードに戻ってゆくので．再現部の第1テ しさ力り］り面に出すぎてLまう．という )jが 彼は今や脊楽自体に元全1こがりかかり．そ

後の光どを,frす時となった。 SPレコード ーマは提示部がうそのように速く、ソナタ 正鮒かも知れない。ウィーンでbペームを の細部をがっしりと積み.Lげることによっ

に＇さく ¥93(/lJ'代から4呼代にかけてのれさ 形式の品理から3うと絶対に,'1'せない筈で 恋人のように総い、戦後ウィーン国立歌劇 て、ペートーヴェンn身。プラームス>I身
flの彼は、あま＇）にも品絋しすぎた表現に あるが行梨の心ルでモーツァルトを得，な 場がjl出逹れた紋も大切な9げ期に総t.ffの に出らせようとする。それゆえ、現イ£の彼

よってスケールを小さ〈する礼いがあり、 とする指Wl'iとオーケストラが、こんな演 地位をあたえ、また数'f.1iりは久Lぷ＇）にウ は第一成のf和？，しか伽れないであろうし、

やは＇）彼の叫泊 1%0年代を絶m期とすべ んをしていることnit、すごく 1l1i¥'Jいと息 ィーン ・フィルの・;1;1[指揮行の地位を伐1共 ”―流の作品でb滋(・カ<£いとさは、外禎i

さではないだろうか。 7。 するなど、抜詐の取扱い）IIである。しかし ばかりが1i.kで、内行の緊迫忍こ欠けるマ

しかし、それより前の）％呼代のベーム ぼくが初めてペームの'I•.を聴いたのは、 囚苫Lいことの様いなペームが、 ,iり作の場 イナス面を見せることになる．

もぽくは大好さだ。l,(l)<jrで;lil'!は少しづ 1964年にペルリン・ドイツ ・オペラを>j!い frは•ii畔してやめてしまい、後作の場介し だが、今回の米H公演における rェロイ

つ大ささを増してゆき、それにl'i'って内容 て米日したとさで、 「フィガロ」し「フィデ あっさり辞退するなど、彼のファンにとっ 力」は彼のファンが持ちにl.Yったものであ

b徐々に即lLってゆく 。Lかしそのパラ ')オ」 L.まさに絶頂財切ペームを伝えて ては巧えられない.,,態となったのはよこと り、名演を切に期待したい。また東点文化

ンスが詣に安定を1呆っているとはいえず、 いた。 しかしベームといえばf•f とい っ てし に残念でたまらない。まあ、そこがペーム 会館や大阪フェスティバルのプロはホール

,.1には内'Ifの問Iくが激Lすぎて造I''をI/JIし ウィーン ・フィルだ。その＆現に徴安みか の1込いところでもあり、そlll.'.からこそ、あ の1込さによって疇彼の真価を初めて仏え得

てしよう楊合がある たとえば1950年のウ イ速L、厳しすぎるために（純ドイツ風と んな演奏が可能だと bいえるのであるが...。 るものになるであろう。全盛期の辺／）に代

ィーン汗久然の実l兄!.llこ牲くモーゾァルト いわれる彼の演岱であるが、ペームは決し ウィーン ・7ィルは色気に乏しいペーム る夕映えの寂しさ．そ,,こそ当夜のプラー

の 「ンュヒクー」や、「アイネ ・クライわ てドイツ人ではない。オーストリア人なの の＆現をそのチャーミングな粁色で彩り、 ムスの蚊大の馳さどころかb債ULない。

ONKYOR 

背楽の惑動と卯術を

リアリステイックに再現します。

新しいlntegnaとM-6。

f楽にはバ染のたのしさ、聞く“びというものがあり
ます。これをオーディオの場でどう ,,限するか

私たちはその決めfを./f来のファンダメンクル

岱域・中低域''''"における秀れた立leりと遁飾な

土位感から＇ヒぶ IIされるリズム払であり、パワー
名であると，，えています。斬しい""''"アンプとス
ピーカM 6は 1•1·1 , a楽の名コンダククーです。—'""•"T-7 "• 専m→)¥55,000

;：ぷ;~;~~7;:.~.:屯、：ぶは；:
●●●エ,.,.,,.,mー9●●● ... . 
,_, ,,, — • "'  — '""''● A-71"パンアグ1¥73,000
; ::::~ ぷ出ぶ~-,ぷぶ!~:!.,,』,.. 叩.,●大人·~● """'...  ..  ......... ~>,__ ,, らり

M-6"ピーカ< ¥52000 <• 本）

益・芯ヰにぶ下ヰ

CP•700M <九ャー（ ●● 1,800 

五匹笠塁五五::.忍；ア;・::名

オンキョーはt,楽のもつ芸術性をオーディオの場で
再現しようと ¾JJを傾けているオーディオの '-'i- l " Jメーカーです。

,,., 拿ヨー嶋,.禽社〒,,,... 心 a●彎,.,.m凜ゆ~"'"賣l
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1 
ウィーン・フィルの演枯でJJl/,Jt餃r,り入

T• しやすいレコー ドは、ワインガルト十一

が f・約iii#会に就任した以後のものである。

年代的にいうと、 192呼代以降のLの、 と

〈に193ぽ代の後半以後のものである。し

かも、それからのレコードの数はきわめて

多い。指揮糾多H多様である。名位とさ
れるものも、実際には枚学のいとまがなし、

はどである。そのなかから、ウィーン ・7

ィルのH徴がとくにはっき ＇）でているレコ

ードを、いく つかあげておこ う。

ワインガルトナー指揮のペートーヴェン

の交r,,11,第8番（エンジェル）。 第9番b

あるが、第8爵は典雅にすっき りとまとめ

あげられてしヽながら、いか,.もウィーン

フィルらしし、ふくよかなMl/をおく。ワイ

ンガルトナーのベートーヴェンというのは、

さわめて硲く評価されていたのだが．それ

がこのレコードからも尖証されるような惑

じである。

ウィーン・フィルの名盤

●門馬直美

全集（ロンドン） これは、アパード、シュ

クイン、ペーム．マゼール、ショルティ、

9ータという 6人の指揮行がそれぞれ,,11,

あるいは2曲を指揮したbのをまとめた全

9曲のアルパムである。指押作の駅性がう

かがえる点で煎味があるが、またどの曲に

もウィーン .7ィル-といういのが共通

しているの力油ii'Iい、ウィーン ・7ィルが

いかに,.,分のMtとf,;念を頑囚に守るかを

ぷすアルパムでもある.l力・l、プルック

ナー交好行にとってL.1if<なアルパムが

出現したというぺき1ごろう

ンョルティ指揮のワーグナーの（ニーペ

ルングの指,.. 〉（ロンドン） 令41乍をはL

めてスタジオU;¥'て,;._成したレコードであ

る、この大作で、ノョルティは．さめの細

かし、指揮ぷりをみせたが．ウィーン ・フィ

ルが終始ーl'tしてさちんとしたl貨杜をLて

いるのu.rnされるぺさ'"ろう これは、
ウィーン ・フィルの多爪れをきわめてよ〈

7ルトヴェングラー指揮のペートーヴェ ディーのしなやかなよ情などは、他のレコ る。ペームは、ウィーン ・7<ルの歴史に • 小す演杜になっている。

ンの交,,,.,11,第3番 （英雄）（エンジェル） ードに求められないものになっている。1111 よってJi,われたいのをf;;f,し、それをプラ ンュタイン指ffのベートーヴェンのピア

党々としたしT鮭をみせた演松だが、フルト 11!,、なじみ深いものを収めながらし、な スの）j血にfWIIさせ、しかe奇をてらわず 114奏,11,全5Jlll(ロンドン） ピアノはグル

ヴェングラーの独特な距駐づくりの要求に かなか多彩である。 に、 iEl畑Jなペートーヴェンをつくりあげ ダである。このピアノ もさることながら．

ォーケス トラがみことに応じているL、オ ワルクー指揮のモーツァルトの交w,11,第 ている。 帆々の,11,にふれるゆとりはないが、 ウィーン ,7ィルの演*'こけにふをしばる

ーケストラに荒さがない。 40昏げ直(CBSソニー） 沿凶全のU 比較的おそめのテンボながら、緊知さをお とすると．このオーケストラが協俎11,の場

フルトヴェングラー指揮のワーグナーの で、 現Ii:でははとんど接することがでさな いていて、しかい・:;い品格もおく。 合に!,,やはり超第一級の水柑を保って,,

（ワルキューレ）全,111(エンジェル） 歌T・ いような／凍があったりするが．レコード ペーム指揮のプラームス父'l'iJIII全~ I グ ることをここで強出しなければならないだ

陣もrかているが、なによりし指揮r；とオ によるウィーン ・7ィルの恥史を晶るとす ラモフォン） このアルパムし、,iii,記のペー ろう それは、たしかにンュクインの指rf
ケとの緊密な粘ぴつきがすばらしい。ワー れば、.:.llは欠かせないいのてある。その トーヴェンの交1'!1111仝~'と I «!傾,,,,のものIご によるところヵ火さいには追いないか、ま

グナーの魔｝）のと,,こになるには絶Mのレ れ楽のなめらかさとふくよかさは， よさに が，プラームスのロマンれを-~, <打ち1ご l Iこウィーン -7ィルのU東さと'//HIのn1-
コードというぺさだろう。 ワルターであり、ウィーン ，7ィルである。 ている ウィ ーン ・7ィルがペームという 11・1こb関係している このレコードの成功

クレIンス ，クラウス指揮のJシュ トラ ンューリヒト指代のプル9クナーの交％・ 指lH,をいかにf,I械1しているかがうかがえ の大さなーI~は、ウィーン ・フィルがオー

ウスのワルツとボルカ恥（ロンドン）ウィ ,111第8番1エンジェル） こILし、この,11,の るとI≪!時に、ペームカゾンパーのn兌n.を ケストラを!H'iしたことである。

ーンの,!ilH ウィ ーン ・フィルの古い・邸 碑といわれたレ コード.;, ューリヒトは、 りみに引きだしているので、 指揮r；とオー 1ーク指揮のでーラ~ 爵(iii
し、ンュ I・ ラウスの作品ではクレメンス . □ 本ではそれはどなじみ深い/iiiではなか ケストラとの間には、イ ンティ 9ートな1,1 泊） （ロンドン） 泡＆を什分にただよわせ

クラウスの指揮をいまでいれがっている＂ ったが．ドイツFLりな構成，｝］の!.'!では絶対的 忙がiは lている．なお、ペーム ウィーン ／こ;.がこなっている この又惑やきめの細

ウィーン ・フィルのいわゆるシュトラウス な'kl!をもっていた。 ，7ィルのレコードには、モーツァルトに かさ b、やはりウィーン ，7ィルに!'tうと

｛墳に扇く炉j-したのがこのクラウスな ペーム指揮のペートーヴェン交祁,11,仝出 しすばらしいいのがある（クラモフォン）， ころか大さいといわなければなるまい

のである。ワルソのリズムのとり J;、9口 （グラモ7ォン） よことに入念な沿淡であ ペームその他によるプル9 クナー交'i'!m,
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I 曲目解説■渡邊 母而 I 

ペートーヴェンの交咽1111の中では、少な

くともこれまでのH本ではあまり人気のあ

る）iには属してはいないが、音楽的には允

尖した作品であり、指揮行のヨゼフ・クリ

ップスのように 「1'((f)Jl'.妹でのペートーヴ

ェンの蚊初の交'1'11111で彼の名釈的11<;)'.(f)

宜3であるoと日う人もいる。イi名な 「ハ

イリゲンンュタットのilJ、'f」を¥1fいた1802

年の作品だが、この,111には•·,昨ペートーヴ

ェンが粘神的にも I~体的にもどんし砂の状態

にあったそのむ悩の一I',・たりとも＆われて

はおらず、建康的な叫るさとtn,,感にあふ

（ベートー ヴェン）

筍4楽店にみられるが、中1111(7)2つの楽序

も大きな特色をもっている。すなわち第2

楽章は、美しい打-ti/的な紺11に女配されて

いる故に魅惑的であり、ギ和と怖がれにみ

ちたしっとりとした音楽を作り出している。

また第3楽京は、交特1111史上初めてスケル

9ォが用いられたことでも特nすべさもの
で、 9ヌエットよりも速いテンポによるダ

イナミ ックな音楽のIJ{I月がペートーヴェン

のR楽の独Hの代栢を生み出すのに効呆を

り・えている。

囚みにこの交秤間は、ペートーヴュン,.1

代の7ランスではしっとも人公のあった1111

で、いちばん多く演於されていたという。

交響曲第3番変ホ長調 作品55

「英雄」

この交郭111!1人ベートーヴL ンの91111の

交郭IH!のうち、,,凍 f・「の,.窃りの作品である

第9番を硲Itば、しっといと大な作品であ

る。それ以,;りの，,,典禄の交郭111,だったら愁

に2111!1よ演於でさる仕さである。そのこと

はペートーヴェンfl身も 1分に1位知してお

り、 「この1tt1が投大なのはそれ札I'りの坪」Ii

があるからで．演於にあたってはなるぺ＜

馳衆が1使れていない、演於会の蚊MのJ;で

部の2倍近い長さに拡大されている。また

第2楽在の非送行進曲でも、 一応トリオ部

をもつ三部形式をとっているが、 トリオ部

の途,;,に主部の主旋律を出したり、そのあ

とにt部の屈l底律の転回形による対位法的
な展淵を入れるなどして．非常に自由な形

になっている．しかし各11J1分に経必句的な

結尾の比作を加えるなどしており、そのた

めに逆に楽索全体は守勅りに緊密なまとま

りをもつだ火したものになっている。

この複雑化と自山化の傾,,,,は、第4楽危

にいヽっそう明確な形て我われている。こ

こでは変於形式をIllいているが，その上題

は 2 つあっ て、しかしそれらは 1 つの~l!.!

のfl炉1部とr.r,,11部とをけIfけて使ったもので

ある。そしてその主題はそれぞれ別々に変

；；されたり、ある,_,はいっしょに変柊され

たりして、H大な変化に;;iむ亥湊曲にUJ.:

げられている。このような独nの変柊曲は、
おそらくそれ以,;りには見られなかったいの

であろう。

ー);、この曲の北お贔成は、,;,,,曲より

もホルンが11'だけふえただけで、そのIi

かにはチェロとコントラバスが完全に独立

的にIllいられるようになったが、その行弦

楽のt砂で色彩的な芥さは'''曲の比ではな
い。それだけ行弦米法に、な速の進歩をぷし

交響曲第5番 ハ短調作品67

ペートーヴェンの第5番は、古今のあら

，，，る交腎曲の中でももっとも布名な作品Iご

が、また交腎曲の駐史の上からいっても璽

要な位石を占める曲といえる．第3番＇英

雄」を完成したあと間bなく作曲に石手し

たが、 18⑯年には第4番を一気に完成し、

その後ふたたびこの曲に取組んで結局1808

年の初めころまて1こは完成したといわれる。

ペー トーヴェンは彼のIll炉,,期のーしかし
その削キク渇.11111,こ｀脊楽における新しいよ

みを次々に立欲的に行なったがその中に

は19世紀ロマン派の行楽に大きな影

えた要J;I,少なくない．

この第5番でしっとも注目されるのは、

仝曲を 1 つの小•L的な主題あるいは動機に

よって統一しようとする茉liltの構成注であ

る。第I'/(,れ¥I頑にぷされるイr名な動機は、
この交代の第IE/1!1を構成しているばかり

でな く、第2i苅油こししつこくつきまと

い、窮 1楽r:,.全体をその動機によって緊術

なまとま＇）をも ったJ!i!l/Jの強いLのにL

ている。L力・Lそればかりて社なく疇さら

に第3楽なスケルツォの主部の;n2£)阻を

れている。これはロマン・ロランの口うよ 1,1於されることが'/1ましいaという.I:駅を たといえよう。なお作曲年代は、おしに1803 この動機から祇生したffl'で構成するとと

うに 「この1111に中止愛へのん咽を打ち込 つけている。しかしそれにしかかわらず、 年から翌年にかけてである。 しに、 'l¥4楽存の第2主題にもこれと関速

ん心のか砂Illないし、ペルリオーズI, ·•·,111はさんざんな.f',:中を"った。しかもそ した動磯をIllいている。

r,: の交和Iiiに含まれているいのはMしか のおしな珀11が '-1111の父秤1111としてはあ このような 1つのi凜あるいはその動機

も歓ばしく、すべてが苅,,.,,て話）］があり、 よりにし長すざる」というようないのであ によって全曲を統一Lていこうとするや,,

暉であ和と、沖している。 ったのは皮,,,である。 ); は、 19世紀ロマン派の音楽情成法の主汰

第1匁帷IがH,i,蜘•1な様式から脱L I-! 大な1111になったJ;I,なJ'l'.111として、各 を山めるようになる。たとえば、ペルリオ

得ない船il1!な味わいがあるのに対して、こ 楽知の影式の允実による拡大化と、複雑ft ーズの幻忠交胃曲における 「l彗定楽愁」と

の交秤1111はその後の中期の，，，盛時代にみら ・1、""化という．心が指摘できよう。第l味 か、リストをはじめとする r紺閃形式9、ま

れるような、ペートーヴェン特イfの充分に れのソナタ影式では、上姐提ホ部が充尖し たオベラにおけるワーグナーの 「ライトモ

熟慮された劇的な要如をすでに見せ始めて て仕くなったのにJ,iえて、展開部の兌展が ティ ーカなど、いずILしこの夕えhを培

いる。ことにそのことは、雄大な｝準さと より入念になり、しかもここにさらに・新し 廷にして出てきたものと日える。その店昧

却見,,翌かな変化をもっている;;II ,r,; と い動磯を加えているために、展111部が提ホ でこの父'!ti祖は.rr楽史l・重要なg珠をし

っている。

ま lcITTJ'ii•~と祁''*''を休みな〈 lxlt

て演栓するような11,,1,,をと ったことし、交

和Iii史I:初めてのことである。しかしその

5切節にわたる!Hi笥む，ペー トーヴェ ン

の行楽の中でもしっとL梨；凹感を枕めた，

見.,,な効来をもつ"楽となっている。第3

~'衣スケルツォの;,部のpμ見を途切れるよ

うな必i会に終始したあと、 1多行部の⑩Iヽ簡i

のうち4Z,J,if,jまでを蚊弱奏で撫気味な緊追

感を蚊苅度に盛り 1こげ、蚊後の8小節て堰

を切ったように一ク（に＆強行にしっていく

あたり、その効果はまことにすばらしい。

しやしやとした,r,の中から一筋の光IOIが現

われたかと息うと、それが一気にこちらに

近ずいてきて明るい世界が眼前に広がる、

そんな感じを与える．

交響曲第6番 へ長翡 作品68

「田園」

'l¥6番 「Ill園」は、第5番完成後ttllもな

（相次いでl8⑱年に作1111されており、その

点で第5番と双生児のような作品ではある

が、その内容はまったく異なっている。激

しい,(迫と緊追感をしった力強い第5番に

対して、この1111はなんと ~I る(.,,~,な気分

をもっていることであろうか。そLてこの

a¥6番は、筍5番とはまた;;;った新しいよ

みがみられる点でもit□される。
その一つは、 ペートーヴェンn身このIHI
に 「IIJI針」という題名を付けたばかりか、

各梨~Iこしそれぞll次のよ う な捻題を．氾 L

ていることである。

第l楽C,, Ill合に1iいた9寺に起る睛llや

かな感情のめざめ

第2楽衣小川のはとりのt/1梨

筍3'1'!衣 Ill合の人々の楽しげな集い

第4'矩r.<・,m:tL嵐
第5楽C,< 牧人の歌。以の後の,'(lflい

感射のなt持

ペートーヴェン「9身この11111こ(「1111,1交

祁1111」1ぶ・,,:というよりは惑↑!,'のhlJ!lと，'t
いているように、そうした悦題をn分のぜ

情を通して大視Lようとしたことは、それ

以前の交和11,には見られなかったこと1ごし、

またこれが19世紀ロマン旅の襟題存末の先

駆になっ たと 1えられる点でも •R要である 。

またここによ現されている・秤染は，ペート

ーヴェンがこの1tt,を作曲したウィーン郊外

のハイリゲンシュタットやそこにあるペー

トーヴェンの小径と呼ばれている小川のは

とりの近を散策することによ り、いっそう

狸潔しやすいいのになることも小実である。

bう一つは仝,11,の構成の11111:11で、この1111

は珍らしく 5.¥let;[に分かれており、しかし

蚊後の3つの染，，，はそれぞれ休みなく絞け

て油柊されるようになっている。しかしこ

の部分は全体にわたってm1,1での生活の様

相を＆わした 'i'—楽.',t/: し与えられ、その

点で交'ff-1111の様式のn由化の!;"'1が,rf和こ
みられるものの一つである。またペートー

ヴェンの交'I'll柑の中でも唯一の例である。

なお、切演は180&年12/1228にアン・テ・

ァ・ウィ ーン劇弗で、 11¥5番ととLに行な

われたが、その時には蚊初に演柊されたこ

の 「Ill園」が第5番、蚊後に演杜されたハ

紺出が1/16爵の番号が付けられていた．

交響曲第7番 イ長調作品92

ペートーヴェンは削作中期の蚊後の時期

の1812年に、相次いで二つの交郭111,を氾戎~

させている。このうち第8交w,11,は、,,,りし

的なものへの復I心をも感じさせるようなりl

快て甚惑的な作品だが、この第7番は中IUI

の蚊盛期の打梨にも共通Lたペートーヴェ

ンj.¥イiの激しく））強い惟進｝）が、 -letこ;;え

ていないのを強く感じさせる。

かつてリスtが 「リズムの権化」と呼ひ．， までの演奏では．へIV勺レト ・フォン ・ヵ

ワーグナーが「計けの椛化」と、ボしたよう ラヤンはもっとも速い方に属し、カール

9こ、この1111(7)各茉なを一l'Iして女化してい ペームはしっとも辻い方に属Lている。し

るのは、常にれ楽の根底1こitltているリズ かもその追いはたいへん大きなもので、カ

ム・ハターンであるといえる。そしてそれ ラヤンがだいたい速い9寺でP-76くらいで

が全111,を緊密な統一へと祁いている。たと 演奏するのに対して、ペームはP-54はど

えばれ 1楽心のヴィヴす~+iの.i:部では、 の社さである。そしてさらに不思議なこと

第1臥国(7)i,つ入り本的なリズムがf/if,t令体 に、そのどちらのテンポによる演奏も、 llil

を女配しているため、第21濱題の影が非常 いていてなるはどと，息わせる魅力があるの

に薄れてLまっている．しかしそれが逆に だから. f•I とし不思議な楽序である。

全体を一つのすばらしいまとまりに＃いて また、この第2楽店のテンポの設定は、

いるといえる。 第1楽紅のげ於部（ポコ ・ソステヌート）

またこの1111のもう一つの大きな特色は、 や'l¥3楽＂のトリオ部（主部のプレストに

ベートーヴェンの指定によれば、緩徐楽汽 対してアッサイ ・メノ ・プレスト）のテン

(7)ない交将1111である点にある．すなわち遁 ポのとり方と何か関連しているようにも思

常ゆるやかな楽なとなるぺさ筍2染店をア われる。淡するにまった〈緩やかな部分(7)

レグレ，卜としているからである。そのた ない父w,111として一気に演栓していくか、

めに、この交腎1111(7)演於にあたっては、こ あるいはその中でもかなりのテンポの変化

の筍2味f,f(7)テンポをどれくらいの速さに を加えていくかの問題であろうが、何はと

とるのかが大きな問題となっている。実際 もあれ、リズムとテンポに関してたいへん

この米幸のテンポだけは、現在でも指揮者 輿味のある問題を提供している交冥曲であ

によってたいへん迫っている。因みにこれ るといえる。
ファンの声遭9こ蠣手て岱えるペーム
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モーツァルト

交響曲第29# イ長調 K.201

モーツァルトのK.201の交郭,11,u.1,,1じ

~j作られた K.183 の交Willi とと b に行きモ

ーツァルトの1i作として知られている。

K.201はイ仕漏であり 、K.i83はげ壮目で

あるが、艮温とj<j;目の,.. 1じような性格的対

比は晩年の傑作．も うひとつのげ這交評

ilhK.550とハ艮講交WilliK.551<ジュピタ

ー〉との対比9こ翡 1応するものであるとい

える。モーツァルトの数多くの作品のなか

でも、短偽、と りわけ 卜知，潤や二知.:1で,'f
かれた作け，は彼の心の兒深い悲しみを-u/11

しているといわれる。い氾渭の2つの交'l'I'

曲や二t泣りの，ぷ作、例えばオペラ（ドン ・

ジョヴァンニ）を稔けばそのことはすぐわ

かるはずであるが．しかしモーツ1・ルトの

このような悲しみの町liは、またその対極

をなす明る＜輝やかしい艮，瑣的な謂l紺と一

対をなして、在妹をj厄めている。交汗曲イ I!

潟K.201は、そのよう な江味からLK.i83と

対照をなしているのであるが、このような

性格の異なる行楽がIOIじ'棋期に、Ifかれてい

るところにしモーツァルトの憫性のあり);

がうかがえるといえよう。 K.20lはi774'f-

の“サルップルクで,'fかれているが．その

前におこなったウィーン旅行 (1773年"'

~9月）でのハイドンらの彰芥や、ハイド

ンのダlミハエル ・ハイドンの影秤しうitて

いる。モーツァルトが、次第にギャラント

なむ楽を，'f〈ようになっていた,.;期のWilli

であるが、HIこミハエル ・ハイ ドンが1773

年;iに作曲したイlも渇父郭ILLIとの池関が指

摘される。が、楽忍その他允実した、いか

ト、兄 イLi,瀾、ソナタ影式。第2楽章ア

ンダンテ、％、二長、潟、ソナク形式。第3

楽章メ ヌエ 9 卜、 アレグレット 、％、イu
糾、三部形式。 第 4 楽章アレグロ ~ コン

スピーリト 、 ¾. イ!<,淵、ソナタ影式

シューベルト

交響曲第8番 口短調「未完成」

ンユーペルトの交祁,11,ばか ＇）でなく.,,, 

今の数多くの交'1'11H1のなかでもと りわけ）1.

く説Lまれ、名曲とされている。それは染

1111のm,た内容による屈）であるとと""・
<-l<",c成）という 名がぶしているように1111

が""'"で終っていることにしよるといえよ

う 1111が交'11'1lhの正規の形である 4如汐の

ものとしてはついにん成されず、;,1およ

び<i¥2'¥t',,が，'fさあげられたよまにされて

いるところから．その-IC:必の坪1!1をめぐっ

てさまざまな工ヒ・ソードが油')fムえらll.

あるいは映,,,;のタイトルにまでなって人々

の知人をそそったからである。この作品が

木・,cに終った印 IIは心OJであるカ・・沿3染

す位はスケッ千が残され．よ1,9小節めまて

がオーケストレーションされているが演ん

されるのは 2梨れよでである ILLIよ1822年

秋に作曲がはじめられているが．ンューペ

ルトはこの1111の第I.第2の2つの・染ぷを．

彼を名 t々会）IiこしたンュタイアーI',染協会
に182呼 1こi,;けている。名:・訟 lliこHI.さJl

応訊として交'11• 1111 を臥 . , ,したのにか.'ii>

店を受け11,ったヒュ・，テンプレ ンナーは．

そのうちに-~る2つの如；tし1,;<1,のと思．

って!Jlのり1/1¥Lにしま っておさ、ついにそ

のま ま1865'1こに,,,発見されるまで、この1111

は人知れず且（っていたのである。く木",c成父

)/i-f;,'. の1渾がウィーンの民品風な11.桁をお

ぴているからでもあろうが．全体に怖れを

ようような末忠をとり、プル，クナーやマ

ーラーの交W1H1の先駆をなしている。また．

シューヘルト特Hの仕出による和行の応影

ゃ．幾分研いペノミスティ ＇クなiiiなども

,11, の魅／）のひとつになっている．第1楽章

アレグロ ・モデラート、％、口わ逍．ソナ

タ形式。第2楽章アンダンテ ・コン ・モト、

％．ホUJり．ソナタ形式，

プラームス

交響曲第2番二長調作品73

交1'i1ll11i¥l番の釦11,に多りを要したのに

対して、プラームスはその第2交lf1ll1を

なiiこifさあげている。11¥1交秤,11,でもって、

ペー トーヴェンの9つの.-mu,に続く [:;;7,
を伐得すぺ(,プラームスは父w,11,という

分trの新しい地·1•を拓くことにyぶりを〈り

込Lていたのだが交秤!Iii筍211¥1よ1877'1'

又、4ヶHばかリの間に11,111している。あ

るいは父w,n,:r,,届を，Ifさあげることによ
って、"分,,りにし＇米にな っていたの力もし

れない としあれ、交w,tt,れ2爵はペーI・
ーヴェンの第6交≫1111に対,liさせられて、

しばLIぷプラームスの"""ぼll'llli〉とし

•lばれている。 もちろん、 具体的な n然の

1紺,;かなされてしヽるわけではないが、この
,111の11・格が、かにしn然に包まれたのびや
かなしのを感しさせるからである．オーケ

ストラの扱い)jも第 1交w,11,とはかなり』ら

い、 H•々の’某1:1の色彩的なIllい Iiやt-/Jtllり

な"'法などし1111,,的な愁典を砧めているの

てあろう 以．のヨーロ・'"・ あるいはドイ

9のQは、II+の以とは大分沢なる．まず

にもモーツァルトらしい秀れた交評1111にな 祁1111〉は．きわめてロマンティ ，クな，,.It// ill度が,,しく、からりとしてさわやかであり

っており、 以後の請作、例えばハ,,,.ヤ代の をたたえているが、そのれ1ク,,i,よしばし 強いII射Lのuたが棋い1つけていわばWf

交'11'1111などをも既に予告するllどのものに ば現l~ilりな たを．また第 2•~:•:cは彼1 ; ,,,,,な ii{の幻こよく似ている．プラームスは、こ

なっている。莞1楽章アレグロ・ モデラー 永遥の災を9界かせているといわれる。,),I 7l作品をヴェルクー湖町の印こ囲まれた,:,

かなペルチャッハで，↑さあげている。深い

森と湖、そILに及の太陽がおそらくはプラ

ームスに'"るくのびやかな公分をもたらし

たのであろう。プラームスの4つの交'I'll柑

は．それぞれ異なる性格をもち、プラーム

スの内.,をそれぞれに凶11しているのであ

るがそのなかでい紀毘な,oディーで11
かれた第2交冥曲は1.¥lこ明るい睛やかな性

格を偏えているといえるであろう。第1楽

章アレグロ ・ノン ・トロ ッポ．％、ニl<J/1.

ソナク影式。第2楽章アダージョ・ノン

f O , ポ．％、口比閾． 三部影式。第3楽

章アレ グレ,ト・グラチオーソ（ クワノ・

アンダンテ ィーノ）．％、トl<ぶ．歌．山9球

第4楽章アレグロ・コン・スピーリト、％、

二l<潟、ソナク影バ

ワーグナー

『トリスタンとイゾルデjより

前妻曲と愛の死

（トリスタンとイゾルデ〉は．ワーグナ

-Q)扇台H品のなかでし杓4こ人公のあるも

のである ワーグナーの息応のIt瑾を.hと

も溢的に．かつ舷し親しみやすいコン 9 クヽ

トな月クでKわしているのがこのn品で，（ト
,, スタンとイゾルテうか坪片されれば.II 

鮒な （といわれるだけでストーリーか桟雑

て社あって も -tct1的には 1濁1な ）＜二~ル

ンクの指,~, を1l1.なく てしワーグナーのC.'

'!Iiはわかるといえよう。 （ニ~ クの

指内仰Ii中に祈たな構想を得て作曲され

たのがこのtt;¥/,であるが、 •]渭:u:.JIに拠る

男女の北必杓点を高いあげながらも，ワー

グナーはここでいわ9ぷ人11¥](f/,のJ~J'I'とい

ったものを恩;,している。Ulマルケ.Eの

紀イゾルデとiかいf中におらいったトリスク

ンは、蚊約的にはnから死を選んて"?Jレケ
じの臣ト・メロートとの決凶に破れる。Iiiつ

いて死のl.!ilこ横たわるトリスタンのbとに

イゾルデがかけつけてくる力又 トリスタン

はことりJIL,イゾルデも竹の前で1i名な愛

のIt(優L<かすかな彼のはほえみ＞を歌

って忘我のうちにくずおれる。ストーリー

のこく廿格をぬき出せばそう いうことにな

るが、ワーグナー1、1身の和こなる台本を泣

むと 、それはきわめて灯味の深い息索をle

たえた］・虻であることがわかり、 1旧純な男

女1111の逸湘面ではすまないものであること

が納得されるのである。中世伝，北の)jは疇

U4'訴ではペディエの（ トリ スタン，イ ズ

ー物話＞やルージュモンの（愛について〉

によって知ることができるが、さらにワー

グナーの行染に対してよ〈ひき介に出され

るニーチェの（悲劇の上生〉 は、 しかしギ

リシアtr学などとの連1関のうえて巧えられ
なIIればならないものである。ともあれ、

人IIIITi/1:の深い沿lから光を求めて憧れのぱ

るような前奏曲I]頭のモテ ィー7が、この

音楽劇の本買的なしのをよく ＆現している

といえよう。中世伝品では恋の魔i/'iのため

に2人は粘ぴつくのだが、ワーグ1ーで1よ

しっと精神的な生の根叔からの求めあいを

llitて、愛が;rr,fijされているのである．

R_ シュトラウス

交響詩くドン・ファン）

交響詩〈
テ9ル・オイレンシュピ

ーゲルの約快ないたずら〉

リヒャルト ・シュトラウスは後期ロマン

派の代及的な作曲家であり 、交腎詩やオベ

ラ、歌曲などを残しているが、その創作活

動の前半には交郭詩を多〈作り、後半には

オペラを集中的に作鼎している。交郭持は、

ごくわりきって目えば一粍の1.,,音楽であ
るが、シュ トラウスはさま ざまな気分であ

IL、あるいは詩の内容であれ、 とにかく何

等かの具体性をおぴたものを布楽で表わす

のに秀ILていた作曲家である。ごく・行い項

の父冗I<死と亥脊）を枯いた批，，I家ハン

か9ックは、この作,11隊の糸オはオペラに

むいている 、 といった坪を 、't• たヽのだが，

そのすぐあとでシュトラウスはオペラのfl

1111にと りかかっている。交郭詩の、 企リに

'I• クしい＆現）］がハンス リックにオペラ
の既台を思い：¥¥させたのに追いないが、シ

ュトラウスのオ能はそれはどに鮮烈なイ メ

ージをよびさますのである。交郭ぶよ、リ

ストによってfll始されに一：米な形式の器染

1111で、何守かのプログラムを持っている。

叩釦父祁北くドン ・ファン） はハンが）

ーの詩人ニコラウス ・レーナウの叙・111,,-

削i<Jな1,,1名の詩にインスピレーションを受

けて作1111されたものであり 、 ’ドン・ファ

ン”といって し理想の女性を水遠に求める

理想_t義的な内ffになっている.J: の埋愁
を求めてb得られず、ついに蚊後は111,<1令

たいl~Iに Ill さ れてし ま う 。 1 888'¥ 、 24i&の

作であるが、彼の幾ついの交芥詩のなかで

しとりわけ秀れたもののひとつになってい

る。op.2即汲渭沿 くティル・オイレンシュ

ピーゲルの憐快ないたずら） は、ドイツの

民法に取けした ものであり.14世紀rィッ
のいたずら名テ ィルを扱った作品である。

IHl;/tホルンで於されるのがティルの主題で、

あとはその数々のいたずらを描いてゆくと

いう 形になっている。蚊後は捕まって死刑

になってしまうが、そこのところは小太妓

と裁判の厳鳩な特きを屯！わせるプラスの吹

於などで大わされている。

イゾルデの愛の死‘優しくかすかな彼のほほえみ・

M,ld, 心,.,埠
wioo,locheh, 
wieda,A,ge 
holdo,offoo,, 

認"''"'''・'『'""do?蕊h',ih,',oich,? 
lmme.lich,o, 

wioo,''"'"'"• 
s,,m,mwah•, 
hoch'''" hob,? 
函h,ih,'saich<l
WiodasHo<?ihm 
m,Hgochwilh 
,oll uod heh, 
imB, 痴 ihmq,111'1
w,, 如 Lippoa,
wooaig mild 
,, 蕊 ,A1em
,aaheaNヽeh,C-
F,'"odol Soh,i 
和 hhuad笠h,ih,'soicM?
Hふ"ich""『
西ぉw,,蕊，
dioww,ado『-
,oll, 心,,,認，
Woo心 kla炉心，

'"~~""'"'· mild,e, 如"'"'
訊』sihm,ふ向d,
iomichd,iage,, 

'"''''"記hwioge,,
hold o,hal.ad 
,mmichklio釦？
Hollo,ochallood, 
mich ,mwallood、
,iodo,Welloo 
,aoho, LOf<ol 
Siod e,Wogeo 
woooige, DOhe? 
Wie,i,~h匹"""·
mich,m,a心畑n
ぬllichatrnoo, 
rollichl'"oc畑ol
Soll ich ochl"'feo, 

""""'"'"'"' Su認 mDOf<oa

mich匹'"'"'"'"'lad町aw吋eadooSchwall
iod細 1000双j,oSchall, 
iade,Wol~<om, 
wohoadem All, 

"'''"''"・ w,siakoo, 
uabew,~t 
h込chs<oLus,! 

やさ し（静かに
讀笑み、
おだやかに復が
目をあけているのが`
わかるでし ょう、皆さん．
それとも誼にもみえないのかし ら．
しだいに明るみを9して彼の
輝やいているのが`
星のよ うに四囲に光ヽ ＂軍やきなが ら
裏みへと盪<)ゆくのが．
わからないの．
その心はなおも
力這（鼓動し，
ゆたかに1うだか（
胸のうらにほとばしりでているのに．
その唇に"・
快いおだやかな．
甘美な・土息が
静かにかよ っているのに
蓄さん、そうでし ょう．
それとし謹も気づ...ゼずわかり eしないのかしら．
あれ"どに
素鴫し（そうしてかそ11(.
仇惚として歓喜を訴え
すべてを霞りながら、
やさしくなだめるよ うに
復のなかから●き発し、
私のなかへと●き入り`
寓（霙い、
やさしく響きつつ
私を包み鳴も
この疇ぺを鰻（の"
私だけなのかしら“
それよりも疇やかに鳴＇｝つつ、
私を取り匪It・の"・
そっと吹きくる
風の波なのかしら．
快い看の
うねり寄せる波なのかしら．
その遁が高.))、
私のまわりに打ち寄せるのを、
私は息を曖ったらよいの力',
じっと耳を濯9せて馳いたらよいのか．
すすヽ ）飲んで、
漫りき ったらよいのか．
それとも蓄気に包9れて甘やかに
逝ってしまうのかし ら．
さかま（湯のなかに`
裏なる響きのなかに、
憧界の息吹の
吹きかよ う万有のなかに、
おぼれ、
沈みゆく、

われ知らず`
ああ、薫上の歓び． ，丸""'介 ・訳）
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S席の感動を伝えよう。

全n空は札祝から沖縄まて，、全!1136ffll

RLIを結ぶ大きなネットワーク。そ して

!Flに約450低 81機のシ？ェットファミリー

が大活躍してい;"toよた、 Ill

にお迎えするお客さまは、

平均約4万人、年1:11ては

疇鬱
1.500/j人にもなります。これは国内

ては第1位、世界ても第7位という大

きな実糾iてす。全日空は、 これからも、

こうした多くのみなさまの信頼に応え、

快適な守の旅をおとどけしてまいりま丸
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SOGO SHOSHA Modern Japanese ab- which Nissho-lwai is a leading example. Beyond mere 
stract calligraphy is a unique art form that can drama ti- buying and selling, they engage in such wide-ranging 
cally express the most profound aesthetic feeling and activities as third-country trade, basic resources devel-
at the same time suggest the meaning of the original opment programs, long-term financing, technical aid, 
Chinese characters. The example here is a calligraphic and a wide variety of joint ventures. 
rendition of the characters for sogo shosha, usually Nissho-lwai's worldwide network and information 
translated as general trading company. system keeps us in constant touch with product and 
Traders who do more than trade market conditions everywhere. To put our global ex-
The English expression hardly does justice to the perience and trading know-how to work for you, con-
vast scope and diversity of Japan's sogo shosha, uf tact the nea,・e,t Nissho-lwai office 

°'"'ヽQ,a『s,a,Q,i,c,s m Loodoo, Hamb"g, 0,ss,』,~,.'""·M,laoo,W,oo, Now Ymk, CO,cago. Sao'"""''°・ Los Aogolos、V,心四"『,T0<0010. "'"""'・A,, do 
Jamo, Sydooy, Molbo,me. S,og K,og, S,ogapo『,,''"'""・""'°"'・Lagomd,oo,,,. ヽma,o,m,,.,,.,,.,ヽ,,,. .,,. 

,.. 
ソ連の三大バレエ団//ボリショイ、レニングラードと並ぶ名l"J/1

'Ill 

~ 註豆叫ニ

ソ連の誇る天才ピアニスト”

クツゴリー・ソコロフ

p 
5月20日＜金）7時
東京郵便貯金ホール

スク リャーピン

ソナタ 1111番 へ短潤作、;/,6 

プ ロコフィエフ

ソナタ 1113番イ紺脳作、:/,28 

5月23日（月）7時

大阪毎日ホール

〈ショバ ンの夕）

24の前奏曲作品28

12の練笞曲作品25

● 5月228(1!J山口市民会館

● 5月"""'函館市民会館

● 5月278幽 新潟市民会館

露謳畠

u
 ｀ 

がイコフスキー 白鳥の湖 全4幕

チャイコフスキー くるみ割り人形 全2菖

スコルリスキー森の詩全3幕

ラヴェルポレロ・パレエ名作集

●白鳥の瀾 ◎公演予定

9月""'金"東京文化会戴
9月JOB<土"東京文化会戴
9月JOB<土"東京文化会館
8 月• B<木"京鑢会鑢
●月 5日くか： 和歌山県民文化センター
9月9日く土"大阪フェスティバルホール
9月9日9日＞：大販フェスティパルホール
8月aB<月"鰊皐市民会鱈
9月9B<火"名古置市民会●
8月""'水"松本市民会鱈
8月"日9木》斬潟鳳民会鱚

8月""'土"東京文化会鱈
9月""'土"東京文化会鱈
. ., ヽB<水"嘔鳥員文化センター
9月おB<木"'"'ホール
9月おB<金"東京厚生年倉会●
9月""'土"足"市民会鱚
9月四日9月"神奈川県民ホール

●くるみ"''人形
9月'"日9木"東京文化食鱈
9月"日9日"神奈川県民ホール
●月 3日9水"大翫フェスティバルホール
.. , ●日'""千葦県文化会館
9 月 05 日 9 月 " 東京文化会•

9月""'火"東京文化会●
9 月 ""'木"富械県民会•
9月""'倉"八戸市公会鸞
9月""'""北溝遍厚生年倉会麓
9月"日9火"岩手累民会●

●森の＂
9月""'水"東京文化会●
9月2B<火"大甑フェスティバルホール
●パレエ名作纂

9月""'水"賣京文化会纏

阪毎8

バッハ

シャコ ンヌ ニ庖調

シューペルト

ソナタ イ長調 r二重奏」作品162

シ ョスクコーヴィチ

五つの削湊曲 作品34

シニトケ

前奏曲砂 ョスクコーヴィチの忍い出」

ペー トーヴェ ン

ソナタ第JO薔 卜良讀作品96

n1 
，
 

I • 
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ゲオルク・ショルティ指揮Y1J:::r~~ 自a,-~
6月 7 B<火） 7 時 • 夏京文化会露 6月14B<火）9鵬30分 ●広島●便貯會＊→
ハイドン 交胃釦..,.,. 亥紐真 6月15B<*""'°分 • 橿岡市民会戴
ワーグナー ノー ク7'1ート牧拿
R. シュ 9ラウス 交＂謁 rトン・万 ン」hヽ'"' 6 月20B < 月）1時•大甑フェスティバ..一ル
R. シュ 9ラウス 交,..,,ティル・オイレン／

モーツア9レ9
ュピーゲ9しの綸"ないたずら,.品な

交冑慮第.,奮 ヽヽK舅K.SSI ; ュビクー」

=s月,OB<金"""分 ・北道厚生年金●● 交膏熾~s ● ● ""真

' """'東~-1'切 I
6 月 1 7 日（金"""分 • 石'"鳳生年會●●

6 月 18日 （土〉7崎 • 大董7ェスティバ..→ 6 月21 日 （火>7疇 • 東京文化会鐵

6 月 23日（木>7峙 • NHKホール

rピュ ッシー 父貫．＂鳩 」
ペルりオーズ ., 忠女膏圏 nヽ,,.

6 月 12• く 日 ）7崎 • 名古量市民會●

6 月 22日＜水 〉7鵬 • NHK*ール

シ● スクコーヴィチ

た,.,.. , ● hi, .. n品X
チャイコ フスキー

女胃直..● ロ,,漏 n品1が北傭」

アイヴズ

組戴＇ニュー ・イ ,7ラン ドのそつの場希」

ドピュ ッシー

牝綽のH隻への蔚奏直l
プラームス

交胃懺第2● ニ'"員 • · 品73

6 月24 • '"〉...,. 分 • 新渇景民會●

ペー • -ヴ ェン
女,..,~, ● fl<晨 n品況
ペー 9ーヴェン

女胃劇M ● ,、匂易 n品"
""'"'● .•.•. ~, 

（ディートリッヒ・フィッシャーティスカウ〗；応笠寄ヰ葛芹
＊入会御案内・-

●4月20日〈水〉7時東京文化会館
（ゲーテの、.,,こよるヴォルフの夕） ，'"の●IIをtを1
たて琴鵬,..桧9こ身●●"わるもの" u の々門辺9こ.,,よって
"'・ 晨..しながら.,ンを食ぺたことのないしの"

うつらわ＂ ● ガニ9ード／花のあいさつ ●アマ"ス ●●9ヽ
●●とる男 誡人の●の● " 人間の●● アナクレオンの●

プロ"ウス天才＂行為コ 7'の●'・"

●4月22日〈金〉6時30分 茨妖禦民文化センター
●4月248〈日〉6時大阪フェステイバルホール
（シューペルト： ＇冬の縞』l¥',',',89)

ぉやすみ 凰●の● 凍""濃 ●● ●●● 溢れ●● "'の上
でかえ 9 み●人休•· •の● ●● “便島● 霜おく●
”ら， ．．の●● "'こて 鳳の嶋'"らし .し●べ濯l
●気 0の太鴫心●●● 1●● "ぉ日 ●●） 

●5月3日〈火〉7時東京文化会誼
（マーラーの夕）

r子供のふしピな●笛」より

夏の交代 9インの伝駁 少●●亭 歩疇の●の厭/1さ筐の..
し ., こ誡較するバドアの●アン トニウス ＇二●と金入ない ●● 

●しい"ンペ.,トの鴫りわた●二み 亮ん"・・・シ.,., 
プ凡,.塁●で嘔の中の田人の● :の●● """""のは"
れ,.いたずらっ子"つ"●たがこ '"の気"
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l 頓芸術寡協会の主催する轟楽会●の入曝勢を、一nR売に先立
ら．電区か9ヽガキで予約，鱗入 9ることが出来Jt

， 予約された入場券u.書留R•協会...でお手もとにお送 りL
Jす

3 入鴫鼻の代金"、入場勢n●後3週閏以内に現●●磁．鑢行縁
込...便露鯖鴫の方法によ ＂鶴送金 9だされU鮎蠣です．

但 L 鳳鱗入場H金の畜楽会•の嶋合に代金の先払いをお瓢いす

ることがあり』す その場合は予的申込み復の躙●内9こ”送金

'"さ れば．ぉn返し入囁轡しお送りし,.
ヽ 会●には当協会の主僅する量楽会専と胃宴内す● (NAAコンサ

ト ・ メ ンパー遍ti) 、 （嚢濠ジャーナ•>を闘町お送りし J す ．

5 ●協会主帽の菖澳会導の入鳴●9年閾ヽ枚以上ぉ胃上げしただ

いた会●9こIJ.16負と Lて●協食が"'こ紹介した，、優秀な濱賽

軍の奮彙会に鶴mo銭し...揖惰のn;たU費売宴内の鵬お知
らせし 9す．

6 会賣"町麟1,50叩です.,n,月,,ょn翌年3月"日迄）
但し "月"以縫に入会された●●、その年賓'"、"""とし 9す．

．．．．．鳩金の公凛●宴内u. ••••• ●画に●●●●Lてい●鍮．．
●●閾・践●●●に闊鴫渇●Lており 9す

新芸術 家協会？東京(03)5D3・ア451T'応賓車●暑巳王●久●●員囀,,.●ピ鼻

＊公漬に111する お悶合せ
寛京503-7451新芸循霞協会／大1!3'3-11647大直コンサー協会
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